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第１章 キャンパスマスタープランの基本方針

１－１ はじめに

大阪教育大学は、1873年の官立大阪師範学校設立以来、140年を超える歴史の
中で、社会の変化に対応しながら、近畿圏の全域にわたって教員を中心とする確
かな人材の育成を行ってきました。本学は広い教養を背景として高度な専門知識
の修得と教育現場における実践力の修得など、優秀な教員の養成を軸としつつ、
多様な能力によって広く社会に貢献できる人材の育成を大きな柱と位置付けてお
ります。
現在の大阪教育大学は、メインキャンパスを大阪府柏原市の約６６万平方メー

トルの広大な敷地に学部・大学院において高度な教育を展開しており、平成29年
に教育協働学科を設置、大阪の都心に位置する天王寺キャンパスにおいては、５
年制の学部夜間コース、現職教員をはじめとする社会人対象の夜間開講の大学院
を設置し、さらに平成27年度には大阪教育大学大学院連合教職実践研究科（連合
教職大学院）を設置して、都心における「学び」の多様なニーズに応えてきまし
た。
日本はグローバル化や情報化の進展、少子高齢化等、社会の急激な変化により

将来の予測が困難な時代を迎えています。産業界や地域社会ではそのような状況
を切り拓く新たな人材を育成する大学改革に対する期待がますます高まっている
ところです。このような時代背景にあって、大阪教育大学は大学の機能強化の
ミッションとして、生涯学び続け、主体的に人材を育成できる教員の養成、グ
ローバル化する社会に主体的に対応できる人材の育成、地域課題の解決に貢献で
きる人材の育成などを掲げています。
大阪教育大学は、第４期中期目標において、新たな学校教育へ貢献する大学と

して不断の教育研究環境の改善を含めた大学・附属学校改革を推進するため、①
学校教育に貢献する人材養成の拠点②教育イノベーションをデザインし、日本の
教員養成をリード③世界・社会との高度で多様な頭脳循環の拠点④社会や地域の
実践的シンクタンク機能の充実⑤柔軟で継続的に改革を推進⑥多様かつ柔軟な連
携を有する大学など６つのミッションを掲げております。 このような本学の理
念、教育・研究における目標の具現化のため、また、教員養成大学・学部間の相
互協力の強化に資するために将来的なキャンパス空間の理想像を描き、今後、本
学が具体的に施設整備を進めるための基本的な方向性を示した新たなキャンパス
マスタープラン（以下、「マスタープラン」という。）を策定し、2022年度から
運用を行うものです。
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第１章 キャンパスマスタープランの基本方針

１－２ マスタープランの経緯

教育の充実と
文化の発展に
貢献し、“地域と
世界“の人々の
福祉に寄与す
る大学へ
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１－３ キャンパスの概要

大阪教育大学には柏原キャンパスの他、１１の附属校が設置されています。大阪市
内の天王寺地区及び平野地区、大阪府北部の池田地区に分かれて置かれ、いずれも大
学との連携のもと、教育研究・教育実践・教育実習の場として重要な役割を担うとと
もに、それぞれ地区ごとに連絡進学をはじめ様々な相互連携をとっています。

第１章 キャンパスマスタープランの基本方針

また、宿舎として八尾市山本団地があります。なお、その他にも長野県北
安曇郡神城団地の課外活動施設があります。

柏原地区

１ 柏原キャンパス

大阪府柏原市旭ヶ丘4-698-1
・平成元年より天王寺、平野、池田より統合移転し、

大学の本部を置くキャンパスである。

・土地 666,053㎡、建物 76,228㎡

１

６

５

４

３

２

千里中央

寺田町

近鉄奈良
線

大阪教育大
前

布施鶴橋なんば

天王寺

南海本線

ＪＲ阪和線

ＪＲ大和路線

喜連瓜破

平野

大阪府

京都府

奈良県

兵庫県

池田
宝塚

至新神戸

至神戸

至京都

新幹線

ＪＲ東海道線

阪急宝塚線

ＪＲ学研都市線

至木津

至奈良
近鉄大阪線

阪急神戸
線

阪急
京都線

大阪環状線

梅田

大阪

新大阪

A 高安

八尾地区

Ａ 山本団地（山本宿舎）

大阪府八尾市山本南7-9
・土地 11,566㎡、建物 5,584㎡

天王寺地区

２ 南河堀町団地

天王寺キャンパス 大阪市天王寺区南河堀4-88
附属天王寺中学校 大阪市天王寺区南河堀4-88
附属高等学校天王寺校舎

大阪市天王寺区南河堀4-88
・土地 49,648㎡（うち借入2,409㎡）

建物 32,670㎡

３ 松崎町団地

附属天王寺小学校

大阪市阿倍野区松崎町1-2-45
・土地 11,734㎡、建物 5,829㎡

池田地区

４ 緑丘1-5団地

附属池田小学校 池田市緑丘1-5
附属池田中学校 池田市緑丘1-5
附属高等学校池田校舎 池田市緑丘1-5
学校安全推進ｾﾝﾀｰ 池田市緑丘1-2-10

・土地 80,860㎡、建物 23,692㎡

平野地区

５ 流町団地
附属幼稚園 大阪市平野区流町2-1-79
附属平野小学校 大阪市平野区流町1-6-41
附属平野中学校 大阪市平野区流町2-1-24
附属高等学校平野校舎 大阪市平野区流町2-1-24

・土地 59,965㎡、建物 19,781㎡

６ 喜連団地
附属特別支援学校 大阪市平野区喜連4-8-71

・土地 10,356㎡、建物 3,526㎡

長野地区

ａ 神城団地

課外活動施設 長野県北安曇郡白馬村大字神城

・土地 5,651㎡、建物 265㎡



１－４ マスタープランの構成
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第１章 キャンパスマスタープランの基本方針

１－５ マスタープランの目的
国立大学は、平成16年4月、国立大学法人法の施行により、自主的・自律的な

運営や民間的発想によるマネジメント等を実現するため、各大学に法人格が付与
されました。この法人化によって各国立大学等自らのイニシアティブによって戦
略的にキャンパス整備を行うことが可能となっています。
大阪教育大学のマスタープランは、大学がその運営理念に基づき合意形成した

キャンパス空間の計画目標であり、再整備・創成における計画、設計、建設に際
し、大学キャンパスとして求められる、未来を見据えた人間性、文化性豊かな研
究・教育環境を創造するため、ミッション（ミッションの再定義：平成25年12
月）に基づいたアカデミックプランや経営戦略を踏まえつつ、各キャンパスの土
地利用等の空間構成や動線等の骨格形成の方針を提示するために検討されたもの
です。
マスタープランは、緑地等のオープンスペースと建築物によって形成されるべ

き“空間の質”を、明確なものとするための目標と方針、キャンパスの将来像と
して、大阪教育大学全体で十分に共有されることが必要となります。
今後は、マスタープランに基づいて、継続的に施設整備が実施されることにな

ります。マスタープランを、秩序ある施設整備と施設整備後の管理・運営の拠り
所となる、全学的な指針として位置づけます。

１-６ マスタープランの役割
国立大学の土地は、大学全体及び国民の財産であり、研究・教育活動の基盤で

あるとともに有限な資源です。また、優れた人材の育成や創造的・先端的な学術
研究を推進するための拠点であり、生涯学習や産学連携など地域貢献の実践の場
でもあります。したがって、キャンパスは研究・教育を中心とした活動のみなら
ず地域貢献のために有効に活用されなければなりません。
このような社会要請や文教施策への対応が求められているとともに、教育研究

環境の質的充実、老朽化する施設の安全性の確保、環境への負荷低減、地域及び
産業界との連携強化等の様々な課題が山積しています。マスタープランは、アカ
デミックプランや経営戦略の実現を施設整備の側面から推進するものであり、
キャンパスの立地・環境条件を踏まえた上で、これらの課題に取り組む「求めら
れる新しいキャンパス像」を導き出し、長期的な視点の中で、キャンパスの目指
す姿を描く役割を担います。

条 件条 件

キャンパス現況

マスタープランの目的と役割

アカデミックプラン

求められる性能
キャンパス像

マスタープランマスタープラン

経営戦略

キャンパスの整備・運営

フレームワークプラン
（キャンパスの骨格計画）

施設マネジメント施設マネジメント

管理・運営の方針

戦略的マネジメントの目標

リーディングプロジェクト

全体計画方針

インフラ長寿命化計画
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１－７ マスタープランの基本方針

第１章 キャンパスマスタープランの基本方針

■魅力的なキャンパスライフを提供する空
間構成と永続的な成⻑を担う戦略的な敷地
・施設の活用
■多様な学生や異なる研究分野の教員、来
学者などが垣根を超えたイノベーションの
創出
■安心・安全で快適なキャンパス環境の整
備
■地域環境と調和した景観形成と利便性と
機能性を重視した施設配置
■物理的・機能的な⻑寿命化と多様な技術
を導入したサスティナブル・キャンパスの
形成
■増改築に対する柔軟性と効率的な維持管
理を実現するなど、ライフサイクルコスト
を重視した設備システムの構築

キャンパス整備の目標

アカデミックプラン

我が国の先導的な教員養成大学として
、教育の充実と文化の発展に貢献

近畿圏のみならず、我が国の
教員養成の先導者となる
イニシアティブの形成

教育界における有為な人材を育成する
教育・研究の仕組み構築

戦略的なマネジメントが可能な
ガバナンス体制の構築

地域と世界の人々の福祉に寄与
する大学へ

国際的に活躍できる人材の育成と
人材・システムの
グローバル化を推進

日本の教育大学として，教育研究環境の
改善・継続的な拠点の実現
日本の教育大学として，教育研究環境の
改善・継続的な拠点の実現

“教育の総合大学”にふさわしい、アカデ
ミックガバナンスを確立する基盤教育の
質的充実

“教育の総合大学”にふさわしい、アカデ
ミックガバナンスを確立する基盤教育の
質的充実
地域の教職養成と教育委員会などの関連
機関と連携した柔軟に対応する教育拠点
地域の教職養成と教育委員会などの関連
機関と連携した柔軟に対応する教育拠点

全体計画方針

附属校を活用した、新たな学校教育へ貢
献する実践的な地域の教員養成拠点
附属校を活用した、新たな学校教育へ貢
献する実践的な地域の教員養成拠点

経営戦略（施設）

■ 多様なステークホルダーとの連携に
よる創造活動を展開する共創拠点

■ 地域の防災拠点

➢ 次世代教育リーダーを養成する“ヘッドオブ
クォーター”の機能性
➢ 世界レベルの研究・教育活動を可能とし、教
育制度や社会の変化にも柔軟に対応できる適応性
と拡張性
➢ 他大学や教育委員会など、関連機関との学術
交流機能やＩＣＴ（情報通信技術）を活用した情
報基盤の先端性
➢ 立地特性を活かした特色ある２つのキャンパ
スによる連携性と総合性
➢ 大学のみならず幼稚園や小中高などの附属校
との横断的交流を可能とする一体性
➢ 研究・教育活動と大学生活を支援する多様な
機能を内包する複合性
➢ 地域や世界に対する開放性
➢ 地域の自然環境や景観との調和性
➢ 環境との共生を目指す技術やシステム導入に
よる資源の節減性と循環性
➢ 安定した研究・教育活動の展開を可能とする
防災、防犯などに対する安全性
➢ 災害時における危機管理に対する信頼性

キャンパスに求められる性能

施設の高度化
イノベーションやコンバージョン、統廃合

による効率的で魅力ある施設整備

ユニバーサルデザインの実現
地域やグローバル化など様々な人の利用を

想定した施設整備

ランニングコストの低減
自然エネルギー活用などの省エネルギー対

策や、効果的な維持運営

マスタープランの基本方針



第２章 キャンパス等の点検・評価

大阪教育大学は、メインキャンパスである柏原キャンパスのほか、附属校とし
て大阪市内に4団地（南河堀町、松崎町、流町、喜連）、池田市に1団地（緑丘1-
5）の合計６団地を有しています。
団地においては施設の整備時期や規模、施設内容がそれぞれに異なっているこ

とから、団地ごとに以下の３つの視点から現在のキャンパスの状況の点検を行う
ものとし、今後の施設整備にむけた課題を洗い出すものとします。
団地ごとの点検・評価とともに、全団地でのエネルギー消費量の状況や、イン

フラの維持管理の状況等を踏まえて課題を整理し、大阪教育大学全体のキャンパ
スの将来像である、マスタープラン2022策定のための課題として整理を行います。
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第２章 キャンパスの点検・評価

施設整備の方向性

【性能維持改修】

改修周期：２０年

施設の本来性能維持のための

修繕・改修

【大規模改修】

改修周期：４０年

施設の本来性能維持に加え、

機能向上を含む改善改修

エネルギー消

費量の状況

３つの視点

キャンパスの状況 マスタープラン2022の課題

・2021年時点の現施設の経過年数および改修履歴の有無（配置図着色）
なお、改修履歴とは耐震改修及び機能改修の実施状況を示す。

・バリアフリーや特に配慮すべき施設に関する状況の把握
・建物老朽化調査における劣化状況のまとめ
・建築基準法12条点検に基づく劣化箇所の把握
・2021年度の施設整備への要望による劣化箇所の把握

キャンパスの施設整備状況

・キャンパスマスタープラン2016で計画された項目の整備実績を点検
・インフラ長寿命化計画で計画された項目の整備実績を点検

キャンパスマスタープラン2016の検証

キャンパスの状況（３つの視点）

・電力およびガスなどの使用量、ＣＯ２排出量とエネルギー消費量の推移
※エネルギー使用量およびＣＯ２排出量の算出に用いる係数は以下による

エネルギー消費量の状況

【改築】

改修周期：８０年

既存施設を取り壊し、新たな施

設の建設を行う。

キャンパス

マスタープラン

2016の検証

キャンパスの
施設整備状況 電気（t-CO2/千kWh） 熱量GJ（昼間） 熱量GJ（夜間） CO2係数

電気 9.970 9.280 0.427

都市ガス（t-C/GJ） 熱量（GJ/千m3） CO2係数

都市ガス 45.00 0.0136

その他の燃料（t-C/GJ） 熱量（GJ） CO2係数

ガソリン 34.60 0.0183

灯油 36.70 0.0185

軽油 37.70 0.0187

※エネルギー使用量原単位の基準値は、H25～H29の平均値、
CO2実排出原単位の基準値は、H29の数値を用いる。
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２－１ キャンパスの点検・評価

第２章 キャンパスの点検・評価

３つの視点によるキャンパス状況から導き出される、団地別の整備課題は以下のように整理できます。

集中して建設された施設群の計画的な性能維持改修

●順次、建物・設備の修繕時期が到来

●高低差のある敷地における、山林・屋外空間整備への対応

●施設内のバリアフリー対策への対応

●カーボンニュートラルに向けた省エネルギー対策

２-１-１ 柏原キャンパスの点検・評価

効果的なフレームワークプラン

の策定

戦略的な施設マネジメント

建設時期の異なる施設に対応する、弾力的な整備・運営

●建替時期相当の施設から築後20年以上の施設が約９割を占
め、施設状況に適した整備・維持保全への対応

●施設の老朽化対策となる新たな学習環境・機能への対応

●カーボンニュートラルに向けた省エネルギー対策

●合築施設建設後の再配置

２-１-２ 南河堀町団地の点検・評価

建替時期を迎える施設の運営・管理への対応

●老朽化対策となる新たな学習環境・機能への対応

●学校生活における児童の安全性向上に向けた施設整備

●カーボンニュートラルに向けた省エネルギー対策

２-１-３ 松崎町団地の点検・評価

主要施設の改修整備を受け、継続した良好な維持保全への対応

●老朽化施設の改修の推進

●老朽化対策となる新たな学習環境・機能への対応

●グラウンド、テニスコート等屋外体育施設の雨水排水の整備

●カーボンニュートラルに向けた省エネルギー対策

２-１-４ 緑丘１－５団地の点検・評価

主要施設の改修整備を受け、継続した良好な維持保全への対応

●老朽化施設の改修の推進

●グラウンド、バレーコート等屋外体育施設の雨水排水の整備

●カーボンニュートラルに向けた省エネルギー対策

２-１-５ 流町団地の点検・評価

主要施設の改修整備を受け、継続した良好な維持保全への対応

●老朽化施設の改修の推進

●グラウンド等、屋外空間の雨水排水の整備

●カーボンニュートラルに向けた省エネルギー対策

２-１-６ 喜連団地の点検・評価

留学生宿舎・職員宿舎の継続した良好な維持保全への対応

●経年５０年以上の老朽化施設について、外部資金を活用する

など、整備手法の検討および改築の推進

●屋外環境の整備

２-１-７ 山本団地の点検・評価



２－１－１ 柏原キャンパスの点検・評価
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第２章 キャンパスの点検・評価

キャンパスの施設整備状況

（１）施設の経過年数・耐震状況
・30年以上を経過している施設が大半を占めています。

・施設は耐震改修の対象外であり、大規模な機能改修は行われていない。

（２）施設実態調査報告・ 2022年度(R4)の施設整備への要望
・老朽化した空調設備・照明設備の更新
・バリアフリー対策としてスロープ・EVの設置、便所改修、扉改修

・駐車場や構内通路の舗装整備及び外灯設置
・実験排水設備、雨水排水設備、急傾斜地整備等の改修。

キャンパスの状況

①性能維持改修
主要な施設群は1990～1996年に集中して建設され、築後30年以上が

経過しています。

・設備機器（主に空調設備）の更新

・外壁改修、トイレ改修、屋根改修（勾配屋根）の実施

・急傾斜地における構内の土木構造物の維持保全、斜面や山林の「保水
力」と「地盤安定性」の整備

・受変電設備等のインフラ設備改修

・防球ネット等の点検による安全性の確保

エネルギー消費量（ＣＯ２排出量）の状況

・2016年～2020年度の使用エネルギー原単位および温室効果ガス原単位

は減少傾向にあり、電気使用量・ガス使用量の減少とともに省エネ対策
である施設改修による効果が想定されます。

・2016年から2020年度値の削減率

電気：約21.6％、ガス：約21.0％
エネルギー原単位：約21.7％、温室効果ガス（CO2)原単位：約21.5％

マスタープラン2022への課題

②大規模改修

・バリアフリー対策の推進（詳細はP9による）

・性能維持、改善による省エネルギー対策の推進

・照明設備の高効率化等による環境負荷の削減

・防災機能を高めるインフラ設備の更新

・情報ネットワークの改善・更新

③機能強化

・共同利用施設を含めたパブリックスペースの創出

・災害時のエネルギー確保

・スペースの再配分による施設利用の適正化

・イノベーション・コモンズの実現

・ダイバーシティへの配慮

キャンパスマスタープラン2016の検証

・施設維持対策として、外壁改修を実施。

・インフラ長寿命化計画として照明設備の高効率化や空調設備改修、生活排
水整備（2020補正施設整備費補助金事業）等を実施。

・バリアフリー対策としてトイレ改修、構内通路の点字ブロックの更新、階段手
摺設置を実施。
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（１） キャンパスの施設整備状況
１）施設の経過年数

第２章 キャンパスの点検・評価

施設
番号

施設名 面積 建築年

1 A棟 共通講義棟 7,078 1990

2 B棟 教育協働学科棟 12,910 1991

3 K棟 音楽棟 4,099 1991

4 H棟 体育・スポーツ棟 1,745 1991

5 F棟 美術棟 2,659 1991

6 G棟 工房棟 797 1991

7 D棟 附属図書館 7,224 1991

8 － 排水処理施設棟 686 1991

9 M棟 大学会館 3,677 1991

10 C棟 教員養成課程棟 19,022 1992

11 P棟 体育館 4,544 1992

12 － プール附属室 204 1992

13 S棟 学生宿舎男子棟 1,140 1993

14 S棟 学生宿舎女子棟 1,420 1993

15 － 門衛所 42 1993

16 － 危険薬品庫 30 1993

17 － 体育器具庫 145 1993

18 － 体育器具庫 50 1993

19 T棟 留学生宿舎 1,004 1994

20 R棟 課外活動共用施設 1,989 1994

21 － ステーション１ 36 1994

22 － ステーション２ 36 1994

23 N棟 事務局棟 4,369 1994

24 E棟 情報基盤センター 592 1996

25 － 旭ヶ丘会館 563 1996

26 － 倉庫 40 1998

27 － 危険物薬品庫 29 2000

28 － 体育器具庫 40 2019

29 － 体育器具庫 44 2020

30 － 体育器具庫 44 2020

合計 76,228
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28
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※内部改修（一部）、外部改修、耐震改修（天井耐震含む）のいずれかを行った建物を示す。
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EV
S

P

共通講義棟

北入口にスロープ未設置

既存建具のバリアフリー対応
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S

S

S

S

S

S P

P

P

P

EV EVEV

EV

EV

EV

EV

EV

WC

WC

WC

WC

WCWC
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WC

WC

S

SS
S

S

S S

SS

S

S

S

S

S

S

S

S

S
S

S

WC

教員養成課程棟

C7棟EVなし(2,3F
動線は階段のみ) 学生宿舎棟(男子・女子・留学生)

バリアフリートイレ未整備

EV

旭ヶ丘会館

スロープの未設置

手すり等の未設置

２）バリアフリー状況

第２章 キャンパスの点検・評価

凡例

記号 項目

スロープ

バリアフリートイレ

ＥＶ

バリアフリー駐車場

S

WC

EV

P
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凡例分類 施設管理番号 構造形式 点検結果 今後の対応

D001 水路
・側面ｺﾝｸﾘｰﾄにｸﾗｯｸ
・階段水路ｸﾗｯｸ増

・階段水路にｸﾗｯｸ増、進行する。
　機能性に問題ないと判断。
　経過観察。

D004 調整池(ﾀﾞﾑ)

・水叩き摺付ｺﾝｸﾘｰﾄ剥離
・垂直壁ｸﾗｯｸ
・側壁ｸﾗｯｸ
・本提天端浮き剥離
・本提天端浮き拡大

・ｺﾝｸﾘｰﾄ剥離、ｸﾗｯｸに進行なし。
　経過観察。
・新規、拡大変状。
　進行性の有無確認、経過観察。

D005 沈砂池
・ｺﾝｸﾘｰﾄ表面にｸﾗｯｸ
・ﾌﾞﾛｯｸ積上部連続開き
・ﾌﾞﾛｯｸ抜け落ち

・変状の進行なし。
　経過観察。

W002 石積擁壁 ・ﾌﾞﾛｯｸ積天端ｺﾝｸﾘｰﾄ剥離
・変状の進行なし。
　経過観察。

W005 重量式擁壁
・ガードレール変形
・支柱建込部ｺﾝｸﾘｰﾄ剥離

・変状の進行なし。
　経過観察。

W009 石積擁壁 ・ﾌﾞﾛｯｸ積ｸﾗｯｸ
・変状の進行なし。
　経過観察。

W010 ﾌﾞﾛｯｸ張
・ﾌﾞﾛｯｸ張表面不陸
・ﾌﾞﾛｯｸ張下部ｺﾝｸﾘｰﾄ剥離

・変状の進行なし。
　経過観察。

W015 石積擁壁 ・ﾌﾞﾛｯｸ積開き
・変状の進行なし。
　経過観察。

W016 石積擁壁
・ﾌﾞﾛｯｸ積天端ｺﾝｸﾘｰﾄ剥離
　（植生繁茂確認不可）
・ﾌﾞﾛｯｸ積上部連続開き

・変状の進行なし。
　経過観察。

W022 ﾌﾞﾛｯｸ積擁壁 ・ﾌﾞﾛｯｸ積上部ｺﾝｸﾘｰﾄ剥離
・変状の進行なし。
　経過観察。

W023 腰石積 ・ｸﾗｯｸ
・変状の進行なし。
　経過観察。

W024 ﾌﾞﾛｯｸ積擁壁 ・ﾌﾞﾛｯｸ天端、上部ｸﾗｯｸ
・変状の進行なし。
　経過観察。

W030 ﾌﾞﾛｯｸ積擁壁 ・ﾌﾞﾛｯｸ抜け落ち
・変状の進行なし。
　経過観察。

　
水
路

C001 排水路
・ｸﾗｯｸ進行(補修後変状？)
・土砂の堆積、目詰まり

・変状が進行する。
　経過観察。(定期観測)
・新規変状。
　進行性の有無確認、経過観察。

　
工
作
物

E001 練習板 ・ｸﾗｯｸ進行(0.3～1.2㎜)
・変状が進行する。
　新規変状(ｸﾗｯｸ)。
　経過観察。

　
砂
防
施
設

　
擁
壁
類

◆構内土木構造物施設点検状況

※大阪教育大学(柏原)構内土木構造物施設点検業務（2023年度）による
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３）キャンパスの地形

第２章 キャンパスの点検・評価

124 H棟

3 K棟
5 F棟

13 S棟

19 T棟 14 S棟
20 R棟

C3

8

15

21

22

25

26

2 B棟
1 
A棟

16

27
23 N棟

10 C棟

7 D棟 9 M棟

1811 P棟24 E棟

6 G棟 17

B3B4B5

C1

B2 B1

C4

C2

C5

C7 C6

[W002]

[W010]

[W005]

[D001]

[D005]

[D004]

[W009]

[W016]

[W015]

[W022]
[W023]

[W024]

[W030]

[C001]

◆開発条件

・緑化率：60％

・国定公園内のため山のスカイラインを守る

（外部から建物を見せない）

・山の水系をつなぐ

[E001]



４）屋外体育施設の状況

サッカー・ラグビー場 人工芝
劣化が進行し、一部張替を行っているが、

既存と高さが異なるため、競技を行う状態

は悪い。

サッカー・ラグビー場 照明

既存の照明の球は製造してい

ないため、交換不可。今後全

面的な改修が必要。

テニスコート 人工芝
ところどころ亀裂が発生し、つまづ

き、負傷する恐れがある。

R6年度、4面中2面をハードコート

に改修。

野球場 プレーヤーズベンチ

全体的に老朽化している。
テニスコート 人工芝
北側の樹木の根により、コート周

辺に凹凸が発生し、つまづき、負傷

する恐れがある。

テニスコート 照明
既存の照明の球は製造して

いないため、交換不可。今後

全面的な改修が必要。

ハンドボールコート フェンス
フェンスのネットが腐食し、外れて

いる。フェンスネットは全体的に老

朽化が進んでいる。⇒R6年度改修。

プール ラインの塗装
経年により塗装が薄くなり、

泳いでいるときに距離の把握

が困難。

陸上競技場 走り幅跳び走路
全天候型トラックの舗装材に膨れ

や破れが生じ、使用中転倒する恐

れがある。

陸上競技場 トラック
経年により透水管の水はけが悪く、

雨天後に水たまりが生じ、授業等に

支障が生じている。

陸上競技場 トラック内
経年により透水管の水はけが悪く、

雨天後に水たまりが生じ、授業等に

支障が生じている。

また、猪の掘り返しにより凹凸が

生じ、地域と連携したイベントなど

使用に支障がある。

大阪教育大学 キャンパスマスタープラン 2025 11
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（２） 柏原キャンパスにおけるキャンパスマスタープランの検証

※赤色：寄付工事
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第２章 キャンパスの点検・評価

整備項目 2019年度(H31・R1) 2020年度(R2) 2021年度(R3) 2022年度(R4) 2023年度(R5) 2024年度(R6)

性能維持改修

屋上防水 事務局棟 音楽棟

外壁改修 事務局棟 音楽棟

照明設備
屋外灯(教員養成課程棟・
美術棟・工房棟)

共通講義棟
教育協働学科棟・教員養成
課程 棟・美術棟

空調設備
教育協働学科棟、教員養成
課程 棟、美術棟

共通講義棟、教育協働学科
棟、教員養成課程棟・美術
棟

給排水設備
教育協働学科棟(B2・B4ﾄｲ
ﾚ)

大規模改修

内部・設備改修 音楽棟ﾘﾊｰｻﾙﾎｰﾙ天井耐震

インフラ整備 ｴｽｶﾚｰﾀ3号機更新
生活排水管改修、ｴｽｶﾚｰﾀ
1・2号機更新

実験排水管改修、給水管(中
水)改修(Ⅰ期)、給水管(上水)
改修(Ⅰ期)

給水管(上水)改修(Ⅱ期)

改築・増築 ｻｯｶｰ･ﾗｸﾞﾋﾞｰ場周辺倉庫

その他整備

内部・設備改修

バリアフリー改修 構内点字ﾌﾞﾛｯｸ
階段手摺り設置(共通講義
棟、教育協働学科棟、教員
養成課程棟)

省エネルギー対策

網戸設置(事務局棟、教育
協働学科棟、教員養成課程
棟、美術棟、音楽棟、大学
会館)

パブリックスペース整備

屋外運動場施設等整備 東ﾃﾆｽｺｰﾄ 野球場整備(修繕)
西ﾃﾆｽｺｰﾄ（ｵﾑﾆ⇒ﾊｰﾄﾞｺｰﾄ
(※4面中2面)）

外構整備(舗装・囲障など) 外周歩道舗装(修繕)

BCP対策
屋外防災ﾄｲﾚ設置

防災用蓄電池設備設置



（３）柏原キャンパスの省エネルギーの状況

◆ガス使用量は約21.0％削減
ガス使用量は2016年度から徐々に減少し、2020年度値は2016年度値から

約21．0％削減され140,405m3となっています。

◆温室効果ガス（CO2）排出量は約21.5％削減
温室効果ガス（CO2）排出量は2016年度から徐々に減少し、2020年度値は2016

年度値から約21．5％削減され24.70t-co2/千m3となっています。、

◆電気使用量は約21.6％削減
電気使用量は2016年度から徐々に減少し、2020年度値は2016年度値

から約21．6％削減され3,657,749kwhとなっています。

◆エネルギー消費原単位は約21.7％削減
エネルギー原単位は2016年度から徐々に減少し、2020年度値は2016年度値から約

21．7％削減され14.25kl/千m3となっています。
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２－１－２南河堀町団地（天王寺地区）の点検・評価

キャンパスの施設整備状況

（１）施設の経過年数・耐震状況
６割近くの施設が30年以上経過。
対象施設における耐震改修が完了。

（２）施設実態調査報告・2022年度(R4)の施設整備への要望
・中高における、老朽化したＥＶの更新（体育館）、防災放送設備改修や、

空調設備を更新。
・バリアフリー対策として中央館のトイレを改修

キャンパスマスタープラン2016の検証

・施設維持対策として、中高東館・南館において内部改修・設備改修を実
施 （2019年） 。

・敷地境界に設置された囲障（コンクリートブロック塀、内部レンガ積）整備
を実施。

・バリアフリー対策として西館・東館等で階段手摺の設置を実施。

・インフラ長寿命化計画として中央館等、R22を使用した空調設備の更新を
実施。

キャンパスの状況

①性能維持改修
・経過年数が60年を超える施設について施設の安全性を確保

・機能改修による中高校舎の整備
部分的に 経年60年越えだが建設当時の未改修部分が存在するため機能
改修する必要がある。

・老朽化施設の維持保全

・囲障、防球ネット等の点検による安全性の確保

エネルギー消費量（ＣＯ２排出量）の状況

・2016年～2020年度の使用エネルギー原単位および温室効果ガス原単位
は減少傾向にあり、電気使用量・ガス使用量の減少とともに省エネ対策
である施設改修による効果が想定される。

・2016年から2020年度値の削減率
電気：約15.7％、ガス：約29.5％
エネルギー原単位：約19.5％、温室効果ガス（CO2)原単位：約19.8％

マスタープラン2022への課題

②大規模改修

・バリアフリー対策の推進

・性能維持、改善による省エネルギー対策の推進

・照明設備の高効率化等による環境負荷の削減

・防災機能を高めるインフラ設備の更新

③改築

・都心型キャンパスとしての拠点整備
西館は改修周期80年を超えた建物であり今後の施設の在り方の方針を
検討する必要がある。

・共同利用施設を含めたパブリックスペースの創出

・災害時のエネルギー確保

・スペースの再配分による施設利用の適正化

・イノベーション・コモンズの実現

・ダイバーシティへの配慮

大阪教育大学 キャンパスマスタープラン 202514
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（１） キャンパスの施設整備状況
１）施設の経過年数

施設
番号

施設名 面積 建築年

3守衛所 24 1901
5西館 4,649 1938
7音楽教室棟 454 1951
11東館・図書館・附中高 12,156 1952
12倉庫 82 1957
15学園ホール 795 1965
18倉庫 114 1966
22車庫 59 1966
23冷房機械室 29 1967
34入試問題保管庫 25 1972
38身障者便所 5 1981
39研究室 88 1982
42体育器具庫 78 1988
46カウンセラー室 21 1990
47研究室 34 1990
49プール附属室 160 1994
50附属天王寺中高体育館 3,085 1996
51中央館 7,311 2000
52電気釜 10 2013
53クラブハウス 494 2018
54みらい教育共創館 6,067 2023

合計 32,670
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２）バリアフリー状況

凡例

記号 項目

スロープ

バリアフリートイレ

ＥＶ

バリアフリー駐車場

S

WC

EV

P

凡例

記号 項目

S スロープ

WC バリアフリートイレ

EV ＥＶ

P バリアフリー駐車場

EV

S

S
S

S

S P

EV  
WC

WC

WC  
EV

S

S

S

S

学園ホール
EV,バリアフリートイレ

未整備

東館・図書館・附中高

EV未整備

中央館
バリアフリートイレオストメイト

未整備

3
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11

12 22
15

18
23

34

38WC

39

42

46 47

49
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51
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53

EV  
WC

54
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（２）南河堀町団地におけるキャンパスマスタープランの検証

※赤色：寄付工事

大阪教育大学 キャンパスマスタープラン 2025 １7

第２章 キャンパスの点検・評価

整備項目 2019年度(H31・R1) 2020年度(R2) 2021年度(R3) 2022年度(R4) 2023年度(R5) 2024年度(R6)

性能維持改修

屋上防水

外壁改修

照明設備 中央館

空調設備
中2年教室、中央館 中2A～D
教室

中央館

中学校・高等学校 中央館 中央館 中央館

中学校・高等学校

給排水設備

大規模改修

内部・設備改修 附中高(南館・東館) 附中高(北館北西翼・北館)

インフラ整備

改築・増築 みらい教育共創館

その他整備

内部・設備改修

バリアフリー改修 階段手摺り設置(西館、東館)

省エネルギー対策
網戸設置(附中高教室、東館
講義 室)

防災設備整備

パブリックスペース整備

屋外運動場施設等整備

外構整備(舗装・囲障など) 囲障改修 駐車場・外灯整備



（３）南河堀町団地の省エネルギーの状況

◆ガス使用量は約29.5％削減
ガス使用量は2016年度から徐々に減少し、2020年度値は2016年度値から

約29．5％削減され57,965m3となっています。

◆温室効果ガス（CO2）排出量は約19.8％削減
温室効果ガス（CO2）排出量は2016年度から徐々に減少し、2020年度値は

2016年度値から約19．8％削減され19.27t-co2/千m3となっています。

◆電気使用量は約15.7％削減
電気使用量は2016年度から徐々に減少し、2020年度値は2016年度値

から約15．7％削減され1,035,087kwhとなっています。、

◆エネルギー消費原単位は約19.5％削減
エネルギー原単位は2016年度から徐々に減少し、2020年度値は2016年度値

から約19．5％削減され11.09kl/千m3となっています。
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２－１－３松崎町団地（天王寺地区）の点検・評価

キャンパスの施設整備状況

（１）施設の経過年数・耐震状況
全ての施設が40年以上が経過。
対象施設における耐震改修が完了。

（２）施設実態調査報告・2022年度(R4)の施設整備への要望
・給食室の老朽化した床・壁の修繕。
・プール、プールサイドの塗装の更新。
・省エネルギー対策の推進として照明器具のLED化。

キャンパスマスタープラン2016の検証

・衛生対策工事として、プール附属室のトイレ改修を実施。

・敷地境界に設置された囲障（コンクリートブロック塀）整備を実施。

・バリアフリー対策として校舎内部階段に手すりを設置。

・インフラ長寿命化計画として校舎の空調設備改修を実施。

・インフラ長寿命化計画として、屋内排水管の改修を実施。

・寄附金により運動場を人工芝化。

キャンパスの状況

①性能維持改修
経過年数が60年を超える施設について施設の安全性を確保

・機能改修による校舎の整備

・老朽化施設の維持保全

エネルギー消費量（ＣＯ２排出量）の状況

・2016年～2020年度の使用エネルギー原単位および温室効果ガス原単位
は増減を繰り返す状況にあります。

・2016年から2020年度値の削減率
電気：約8.1％、ガス：約-135.5％
エネルギー原単位：約-17.1％、温室効果ガス（CO2)原単位：約-20.1％

マスタープラン2022への課題

②大規模改修

・バリアフリー対策の推進

・性能維持、改善による省エネルギー対策の推進

・照明設備の高効率化等による環境負荷の削減

・防災機能を高めるインフラ設備の更新

・エレベータ未整備の建物への対応

③改築

・パブリックスペースの創出

・災害時のエネルギー確保
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（１） キャンパスの施設整備状況
１）施設の経過年数

施設
番号

施設名 面積 建築年

1 附属天王寺小校舎 5,017 1954

3 体育館 728 1958

5 更衣室 29 1966

6 プール機械室 9 1967

7 プール付属室 37 1967

8 陶芸窯室 9 1979

合計 5,829

1
3

5

7

6

8
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凡例

記号 項目

スロープ

バリアフリートイレ

ＥＶ

バリアフリー駐車場

S

WC

EV

S
S S

WC

WC

1

5

3

7

6

8
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２）バリアフリー状況



（２）松崎町団地におけるキャンパスマスタープランの検証

※赤色：寄付工事

大阪教育大学 キャンパスマスタープラン 202522

第２章 キャンパスの点検・評価

整備項目 2019年度(H31・R1) 2020年度(R2) 2021年度(R3) 2022年度(R4) 2023年度(R5) 2024年度(R6)

性能維持改修

屋上防水

外壁改修

照明設備

空調設備

給排水設備

ﾌﾟｰﾙ附属室ﾄｲﾚ改修

北校舎3階ﾄｲﾚ改修
北校舎1階～3階手洗い場改
修 北校舎2階ﾄｲﾚ改修

大規模改修

内部・設備改修 第1図工室流し台改修

インフラ整備

改築・増築

その他整備

内部・設備改修 給食室修繕

バリアフリー改修 階段手摺り設置(校舎)

省エネルギー対策 太陽光発電修繕

防災設備整備

パブリックスペース整備

屋外運動場施設等整備 ﾌﾟｰﾙﾃﾝﾄ設置

外構整備(舗装・囲障など)
ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ整備(人工芝) 囲障
改修

ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ拡張整備(人工芝) ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ拡張整備(人工芝)



（３）松崎町団地の省エネルギーの状況

◆ガス使用量は約135.5％増加
ガス使用量は2016年度値から

約135．5％増加し、2020年度値は22,681m3となっています。
2016年度の使用状況は他の年度と同程度ですが、本学が支出していないた
め使用量の計上が少なくなっています。

◆温室効果ガス（CO2）排出量は約20.1％増加
温室効果ガス（CO2）排出量は2016年度から約20.1％増加し、2020年度値は

22.59t-co2/千m3となっています。

◆電気使用量は約8.1％削減
電気使用量は2016年度値から約8．1％削減され2020年度値は

189,211kwhとなっています。

◆エネルギー消費原単位は約17.1％増加
エネルギー消費原単位は2016年度値から約17．1％増加し、 2020年度値は

12.74kl/千m3となっています。
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２－１－４緑丘１－５団地（池田地区）の点検・評価

キャンパスの施設整備状況

（１）施設の経過年数・耐震状況
施設の約2/3が40年以上が経過。
対象施設においては耐震改修が完了。

（２）施設実態調査報告・ 2022年度(R4)の施設整備への要望
・経年40年の高校男子更衣室（1F下足室）の機能改善。
・グラウンド、テニスコートの老朽化による水はけ等の不具合を改修。
・中学校、高校校舎の内壁クラックの補修。
・中高体育館の老朽化サッシの更新、学校安全推進センターの外壁改修。

キャンパスマスタープラン2016の検証

・老朽建物の耐震対策として食堂を改築。

・施設維持対策として、中学校舎における未改修部分の内部改修・設備改
修を実施（2019年）。

・生徒会室を老朽建物から高校校舎内に移転整備。

・バリアフリー対策として、メディアセンター・高校東校舎の屋外階段に手摺
り設置。

・インフラ長寿命化計画として高校西校舎・渡り廊下付近、雨水排水改修、
メディアセンター、学校安全推進センター、小学校の空調設備改修を実
施。

キャンパスの状況

①性能維持改修
経過年数が60年を超える施設について施設の安全性を確保

・機能改修工事により中学・高校の校舎に関しては概ね改修済みだが、引
き続き未改修部分機能改修をおこなう。

・老朽化施設の維持保全

・防球ネット等の点検や中学校バルコニー、屋上手摺の更新による安全性
の確保

エネルギー消費量（ＣＯ２排出量）の状況

・2016年～2019年度の使用エネルギー原単位および温室効果ガス原単位
は減少傾向にあり、電気使用量の減少とともに省エネ対策である施設
改修による効果が想定されます。

・2020年度の使用エネルギー原単位および温室効果ガス原単位は増加し
ており、新型コロナウイルス感染対策の影響が想定されます。

・2016年から2020年度値の削減率
電気：約5.1％、ガス：約-27.9％
エネルギー原単位：約4.1％、温室効果ガス（CO2)原単位：約3.7％

マスタープラン2022への課題

②大規模改修

・バリアフリー対策の推進

・性能維持、改善による省エネルギー対策の推進

・照明設備の高効率化等による環境負荷の削減

・防災機能を高めるインフラ設備の更新

③改築

・災害時の避難所としての地域の安全拠点形成

・パブリックスペースの創出

・災害時のエネルギー確保

大阪教育大学 キャンパスマスタープラン 202524
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（１） キャンパスの施設整備状況
１）施設の経過年数

施設
番号

施設名 面積 建築年

1 メンタルケア室 134 1940
5 倉庫 5 1941
7 倉庫 32 1941
8 多目的ハウス 74 1946
9 附属池田中校舎 4,673 1956

10 附属池田小体育館 1,318 1982
11 生徒部室 42 1959
12 附属高校池田校舎 3,921 1960
16 体育器具庫 36 1964
21 附属池田小校舎 6,825 1968
26 附属池田中高体育館 2,625 1971
27 学校安全推進ｾﾝﾀｰ 2,145 2004
29 男子更衣室 200 1981
32 プール附属室 160 1994
33 メディアセンター 1,226 1994
34 プール器具庫 16 2004
35 音楽器具庫 60 2006
36 学生食堂 200 2016

合計 23,692
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凡例

記号 項目

スロープ

バリアフリートイレ

ＥＶ

バリアフリー駐車場

S

WC

EV

EV

EV
WC

WC

WC

S

S

S

27

11

12

29

33

36

7

5

26

9

21

34

1
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16
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10

8

WC

WC
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２）バリアフリー状況



第２章 キャンパスの点検・評価

（２）緑丘１－５団地におけるキャンパスマスタープランの検証

※赤色：寄付工事

大阪教育大学 キャンパスマスタープラン 2025 27

整備項目 2019年度(H31・R1) 2020年度(R2) 2021年度(R3) 2022年度(R4) 2023年度(R5) 2024年度(R6)

性能維持改修

屋上防水 附属高校池田校舎（西館）

外壁改修 ﾒﾃﾞｨｱｾﾝﾀｰ

照明設備

空調設備

小学校校舎

中学校舎

学校安全推進ｾﾝﾀｰ

給排水設備

大規模改修

内部・設備改修 中学校校舎改修(南校舎一部)

インフラ整備

改築・増築

その他整備

内部・設備改修 高等学校校舎生徒会室

小学校厨房床補修

高校校舎3階教室・廊下床補
修

バリアフリー改修
階段手摺り設置(ﾒﾃﾞｨｱｾﾝﾀｰ、
高 校東校舎)

省エネルギー対策

防災設備整備

パブリックスペース整備

屋外運動場施設等整備 テニスコート（雨水排水）

外構整備(舗装・囲障など)
高校西校舎・渡り廊下付近
雨水 排水改修

基幹・環境整備(雨水排水整
備)



第２章 キャンパスの点検・評価

（３）緑丘１－５団地の省エネルギー（CO2排出量）の状況

◆ガス使用量は約27.9％増加
ガス使用量は2016年度から約27.9％増加し、2020年度値は43,218m3と

なっています。

◆電気使用量は約5.1％削減
電気使用量は2016年度値から約5.1％削減され2020年度値は

861,942kwhとなっています。
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◆温室効果ガス（CO2）排出量は約3.7％削減
温室効果ガス（CO2）排出量は2016年度値から約3.7％削減され、2020年度値

は19.62t-co2/千m3となっています。

◆エネルギー消費原単位は約4.1％削減
エネルギー消費原単位は2016年度から約4.1％削減され2020年度値は

11.33kl/千m3となっています。
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第２章 キャンパスの点検・評価

２－１－５流町団地（平野地区）の点検・評価

キャンパスの施設整備状況

（１）施設の経過年数・耐震状況
大半の施設が40年以上が経過。
対象施設の耐震改修を完了。なお、幼稚園舎は耐震診断の
結果、耐震基準を満たしているため補強は不要。

（２）施設実態調査報告・ 2022年度(R4)の施設整備への要望
・グラウンド、バレーコートの老朽化による水はけ等の不具合を改修。
・体育館、中高校舎の雨漏れ対策による外壁、屋根の修繕。
・老朽化した野球用バックネットの改修。

キャンパスマスタープラン2016の検証

・施設維持対策として、中高Ⅱ期（2018年）、中高Ⅲ期（2019年）、また小学
校Ⅰ期（2019年）、小学校2期（2020年）、更に幼稚園舎（2019年）に内部
改修・設備改修を実施。

・敷地境界に設置された囲障（コンクリートブロック塀）整備を実施。

キャンパスの状況

①性能維持改修
経過年数が60年を超える施設について、施設の安全性を確保

・機能改修工事により中高校校舎、小学校校舎、幼稚園舎の整備が概ね
校舎に関しては改修済みだが、引き続き未改修部分、建物について機能
改修をおこなう。

・老朽化施設の維持保全

・防球ネット等の点検による安全性の確保

エネルギー消費量（ＣＯ２排出量）の状況

・2016年～2019年度のＣＯ２排出量およびエネルギー消費量は減少傾向
にありましたが、2020年度に増加に転じています。

・2016年から2020年度値の削減率
電気：約3.6％、ガス：約7.6％
エネルギー原単位：約5.1％、温室効果ガス（CO2)原単位：約4.9％

マスタープラン2022への課題

②大規模改修

・バリアフリー対策の推進

・性能維持、改善による省エネルギー対策の推進

・照明設備の高効率化等による環境負荷の削減

・防災機能を高めるインフラ設備の更新

③改築

・災害時の避難所としての地域の安全拠点形成

・中庭整備を含めたパブリックスペースの創出

・災害時のエネルギー確保

大阪教育大学 キャンパスマスタープラン 2025 29



第２章 キャンパスの点検・評価

（１） キャンパスの施設整備状況
１）施設の経過年数

施設
番号

施設名 面積 建築年

5 プール付属室 268 1979
7 附属平野中高校舎 8,731 1959
9 附属幼稚園舎 1,709 1962

11 倉庫 28 1964
13 講義室棟 397 1967
14 倉庫 54 1967
15 倉庫 55 1967
16 附属平野小校舎 4,910 1968
20 附属平野小体育館 846 1971
21 プール機械室 29 1977
22 プール付属室 42 1977
23 観察室 6 1977
24 倉庫 53 1980
26 附属平野中高体育館 2,653 1994

合計 19,781

11

9

5

26

7

14

15

20
23 21

22

24

16

13

大阪教育大学 キャンパスマスタープラン 202530



第２章 キャンパスの点検・評価
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凡例

記号 項目

スロープ

バリアフリートイレ

ＥＶ

バリアフリー駐車場
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２）バリアフリー状況



（２）流町団地におけるキャンパスマスタープランの検証

※赤色：寄付工事
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整備項目 2019年度(H31・R1) 2020年度(R2) 2021年度(R3) 2022年度(R4) 2023年度(R5) 2024年度(R6)

性能維持改修

屋上防水

外壁改修

照明設備

空調設備 小学校・中学校校舎

給排水設備 中学校屋上給水管改修

大規模改修

内部・設備改修
中高校舎(Ⅲ期)、幼稚園、
小学 校(1期部分)

小学校(2期部分1部)

インフラ整備

改築・増築

その他整備

内部・設備改修 中高体育館ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ窓補修

バリアフリー改修

省エネルギー対策

防災設備整備

パブリックスペース整備 駐輪場

屋外運動場施設等整備 中高砂場修理 中高防球ﾈｯﾄ

外構整備(舗装・囲障など) 中高囲障改修 中高倉庫改修



（３）流町団地のエネルギー消費量（CO2排出量）の状況

◆ガス使用量は約7.6％削減
ガス使用量は2016年度から約7.6％削減され、2020年度値は48,333m3と

なっています。

◆温室効果ガス（CO2）排出量は約4.9％削減
温室効果ガス（CO2）排出量は2016年度から約4．9％削減され、2020年度値は

18.02t-co2/千m3となっています。

◆電気使用量は約3.6％削減
電気使用量は2016年度から約3．6％削減され、2020年度値は

580,910kwhとなっています。

◆エネルギー消費原単位は約5.1％削減
エネルギー消費原単位は2016年度から約5．1％削減され、2020年度値は

10.26kl/千m3となっています。
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２－１－６喜連団地（平野地区）の点検・評価

キャンパスの施設整備状況

（１）施設の経過年数・耐震状況
施設の大半が40年以上が経過。
対象施設においての耐震改修が完了。

（２）施設実態調査報告・ 2022年度(R4)の施設整備への要望
・グラウンドの水はけ、流土による雨水排水管のつまり等の改修。
・プールサイドのゴムマットのめくれ、浮き改善。
・教室不足解消のため職員室を教室へ用途替え等を検討。

キャンパスマスタープラン2016の検証

・施設維持対策として、高等部バルコニー防水の修繕を実施。

・インフラ長寿命化計画として、日常訓練生活施設において空調設備改修、
体育館の照明設備の高効率化整備（LED化）を実施。

・敷地境界に設置された囲障（コンクリートブロック塀）整備を実施。

キャンパスの状況

①性能維持改修
経過年数が50年を超える施設について、施設の安全性を確保。

・附属特別支援校舎が経年50年、概ね校舎に関しては改修済みだが、引
き続き未改修部分について機能改修を実施。

・老朽化施設の維持保全。

・防球ネット等の点検による安全性の確保。

エネルギー消費量（ＣＯ２排出量）の状況

・2016年～2019年度の使用エネルギー原単位および温室効果ガス原単位
は減少傾向にあります。

・2020年度の使用エネルギー原単位および温室効果ガス原単位は増加し
ており、新型コロナウイルス感染対策の影響が想定されます。

・2016年から2020年度値の削減率
電気：約7.5％、ガス：約-32.4％
エネルギー原単位：約-7.0％、温室効果ガス（CO2)原単位：約-7.3％

マスタープラン2022への課題

②大規模改修

・バリアフリー対策の推進。

・性能維持、改善による省エネルギー対策の推進。

・照明設備の高効率化等による環境負荷の削減。

・防災機能を高めるインフラ設備の更新。

③改築

・災害時の避難所としての地域の安全拠点形成。

・パブリックスペースの創出。

・災害時のエネルギー確保。
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（１） キャンパスの施設整備状況
１）施設の経過年数

施設
番号

施設名 面積 建築年

2 附属特別支援校舎 2,491 1970

3 体育館 429 1970

4 ボイラー室 30 1970

5 プール機械室 31 1972

6 車庫 79 1979

8 日常生活訓練施設 466 1997

合計 3,526

5

6

4

2

8

3
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凡例

記号 項目

スロープ

バリアフリートイレ

ＥＶ

バリアフリー駐車場

S

WC

EV

S

S

S
WC

WC

WC

5

4

2

6

8

3
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２）バリアフリー状況



第２章 キャンパスの点検・評価

（２）喜連団地におけるキャンパスマスタープランの検証

※赤色：寄付工事
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整備項目 2019年度(H31・R1) 2020年度(R2) 2021年度(R3) 2022年度(R4) 2023年度(R5) 2023年度(R5) 2024年度(R6)

性能維持改修

屋上防水 校舎2階ﾊﾞﾙｺﾆｰ防水工事 附属特別支援学校校舎

外壁改修

照明設備

空調設備

給排水設備

大規模改修

内部・設備改修

インフラ整備

改築・増築

その他整備

内部・設備改修

バリアフリー改修

省エネルギー対策

防災設備整備

パブリックスペース整備

屋外運動場施設等整備 ﾌﾟｰﾙｻｲﾄﾞ

外構整備(舗装・囲障な
ど)

ﾌｪﾝｽ基礎周囲舗装 雨水排水設備



（３）喜連団地の省エネルギー（CO2排出量）の状況

◆ガス使用量は約32.4％増加
ガス使用量は2016年度から約32.4％増加し、2020年度値は21,415m3と

なっています。

◆温室効果ガス（CO2）排出量は約7.3％増加
温室効果ガス（CO2）排出量は2016年度から約7.3％増加し、2020年度値は

26.27t-co2/千m3となっています。

◆電気使用量は約7.5％削減
電気使用量は2016年度から約7.5％削減され、2020年度値は

102,264kwhとなっています。

◆エネルギー消費原単位は約7.0％増加
エネルギー原単位は2016年度から約7.0％増加し、2020年度値は14.46kl/千m3と

なっています。
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第２章 キャンパスの点検・評価

２－２ 全団地の省エネルギーの状況

◆ガス使用量は約10.2％削減
ガス使用量は2016年度から徐々に減少し、2020年度値は2016年度値から

約10.2％削減され334,017m3となっています。

◆温室効果ガス（CO2）排出量は約16.1％削減
温室効果ガス（CO2）排出量は2016年度から徐々に減少し、2020年度値は2016

年度値から約16.1％削減され22.05t-co2/千m3となっています。

◆電気使用量は約16.7％削減
電気使用量は2016年度から徐々に減少し、2020年度値は2016年度値

から約16.7％削減され6,427,163kwhとなっています。

◆エネルギー消費原単位は約16.3％削減
エネルギー原単位は2016年度から徐々に減少し、2020年度値は2016年度値から約

16.3％削減され12.67kl/m3となっています。
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２－２－１エネルギー使用量・ＣＯ２排出量
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第２章 キャンパスの点検・評価

◆全体使用量は約15.7％の削減

◆団地別のエネルギー使用量は柏原キャンパスが約5割

全団地のエネルギー消費量は、概ね減少傾向にあります。
2020年度値は2016年度値から約15.7％削減され約2012klとなっています。

2020年度のエネルギー消費量に
対する団地別の内訳をみると、柏原
キャンパスの比率が全体の約5割と
最も大きくなっています。南河堀町
団地を合わせると、全体の7割を占
めています。

２－２－２団地別エネルギー使用量・ＣＯ２排出量

（１） 団地別エネルギー使用量の推移 （２）団地別ＣＯ２排出量の推移
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◆全体使用量は約15.4％の削減

◆団地別のＣＯ２排出量は柏原キャンパスが約5割

2020年度のＣＯ２排出量に対する
団地別の内訳をみると、柏原キャン
パスの比率が全体の約5割と最も大
きくなっています。南河堀町団地を
合わせると、全体の7割を占めてい
ます。

全団地のＣＯ２排出量は、概ね減少傾向にあります。
2020年度値は2016年度値から約15.4％削減され約3,500t-CO2となっています。
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第２章 キャンパスの点検・評価

◆太陽光発電量は全団地の電気使用量の約4.2％

2016年度より運用が開始された太陽光発電施設は、すべての団地に整備されて
います。発電された電力の一部は消費電力として使用されています。
2020年度の太陽光発電量は270.2千kwhとなっており、電気使用量の約4.2％にあ
たります。2020年度の発電量は2016年度に比べ約6.5％の減少となっています。
2020年度の団地別の発電量の内訳をみると、柏原キャンパスの比率が全体の８割
近くと最も大きくなっています。

２－２－３太陽光発電の状況

発電量および電気使用量（全団地）
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第３章 キャンパス・フレームワークプラン ～長期ビジョン～

第３章 キャンパス・フレームワークプラン

キャンパスを構成する土地や施設等の既存資源は、安定的・計画的な教育・研
究活動を行っていくためにも、最大限に活用されるべきものです。
今後のキャンパスの質的向上をはかり、その価値をより高めていくため、土

地・施設等の良好な維持管理に加えて、さらなる有効活用や、施設の機能充実に
対応したキャンパスの整備方針を設定します。

３－１ キャンパス整備の考え方

①施設の本来性能維持のための修繕、改修
老朽化・劣化に対して、当初の水準への性能、機
能の回復を目指し、良好な状態を保つ

②施設の本来性能改善のための付加的改修
当初の水準以上の整備を行い、環境負荷の低減、
機能の向上をはかる

③施設の機能強化を推進する整備
新たな機能を創出するための、既存施設のリノベ
ーション、コンバージョン等を進める

維持管理、保全

改良

発展

第３章
フレーム
ワークプラン

第４章
キャンパス・アクションプラン

キャンパスの点検・評価 キャンパス整備の方針

第２部
インフラ⻑寿命化計画編

第５章
戦略的な施設マネジメント

維持・管理・運用の推進体制

資産管理室

施設マネジメント委員会

大阪教育大学 キャンパスマスタープラン 202542



３－２ フレームワークプランの条件設定

第３章 キャンパス・フレームワークプラン

キャンパスを長期的視点から、適切に計画・利用していくために、機能別ゾー
ニングや土地利用、交通、緑地などの空間形成の骨格と環境保全、キャンパスラ
イフ向上などの基本方針を示すサステイナブル・キャンパスとしてフレームワー
クプランを立案します。

大学施設は教育制度や社会的要請に応じて、教育・研究活動の展開が可能な
キャンパスが求められるため、キャンパスの方向性を示すマスタープランの全体
計画方針を実現するフレームワークプランを策定します。

■多様な技術に支えられたサステイナブル・キャン

パスの形成

マスタープランの全体計画方針 フレームワークプランの想定

■多様な学生や異なる研究分野の教員、来学者な

どが垣根を超えたイノベーションの創出

■魅力的なキャンパスライフを提供する空間構成と

永続的な成長を担う戦略的な敷地・施設の活用

■安心・安全で快適なキャンパス環境の整備

■地域環境と調和した景観形成と利便性と機能性

を重視した施設配置

■増改築に対する柔軟性と効率的な維持管理を実

現するなど、ライフサイクルコストを重視した設備

システムの構築

・教育・研究活動や各種施設の利用目的に基づく活動を踏まえたゾーン設定

・将来需要や長期的視点にも柔軟に対応できるゾーニングの設定

・保存緑地と整備緑地が融合したランドスケープの創出

・地域環境との連続性や調和を考慮したランドスケープデザイン

・多様な交流・コミュニケーションを生み出す空間計画

・様々な利用者を想定したユニバーサルデザイン

・機能をつなぎ教育・研究活動を支援する動線の形成

・周辺交通環境を考慮し、明瞭性と利便性の高い動線計画

・安全を支える防災動線、機能の整備

・調和の取れた景観形成とアカデミックな環境の醸成

・建物相互の機能関連など利便性が高く、機能的で使いやすい合理的な計画

・周辺地域から見たスカイライン等の景観形成への配慮

・安全性、信頼性の確保と環境に配慮した先端的な各種技術の導入

・エネルギー使用のベストミックスと自然・新エネルギー利用技術の導入

・長寿命化とフレキシビリティに優れた永続性の高い建築計画

・エネルギー消費と需要の把握に基づく計画づくり

・施設拡張や用途変更などに対応できる柔軟なインフラストラクチャー計画

・エネルギーマネジメントの導入計画

・イノベーション・コモンズ計画

サステイナブルな環境

・建築計画

パブリックスペース計画

ゾーニング計画

動線計画

建物配置計画

インフラストラクチャー

計画
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第３章 キャンパス・フレームワークプラン

○教育・研究活動や各種施設の利用目的に基づく活動を踏まえたゾーン設定

●学習活動の活性化を促す教育・研究機能の効果的な配置

教員の養成充実や学習・支援分野での人材育成など、関連性の高い教育・研究
機能を近接して配置することにより、相互の学習活動の活性化を促進します。

●附属学校・大学および大学間との連携強化

小中一貫や小中高一貫教育に対応した、附属学校内の教育環境の整備を推進
します。また、大学の教育課程との関連を活かした、附属学校と大学及び大学間
の連携の強化を図ります。

○将来需要や長期的視点にも柔軟に対応できるゾーニングの設定

●土地・建物を有効活用する将来用地の確保

組織再編に伴う施設の再整備等において、拡張などの施設需要の変化に対応で
きるよう、土地利用の高密化などによる将来用地の確保を図ります。

●可変性のある教育・研究機能の配置

大学院の充実、社会人教育の展開などの学生数の変動や、カリキュラムの変更
に柔軟に対応できるよう、教育・研究施設では多機能化や可動間仕切りの利用な
どによるフレキシブルな活用を図ります。

３－３ フレームワークプランの基本方針設定
ゾーニング計画

○教育・研究活動や各種施設の利用目的に基づく活動を踏まえたゾーン設定

○将来需要や長期的視点にも柔軟に対応できるゾーニングの設定

○保存緑地と整備緑地が融合したランドスケープの創出

●学習活動の活性化を促す教育・研究機能の効果的な配置

●附属学校・大学および大学間との連携強化

●土地・建物を有効活用する将来用地の確保

●可変性のある教育・研究機能の配置

●急傾斜地を含む構内緑地の良好な維持保全

●環境学習の場としての緑の空間整備

○保存緑地と整備緑地が融合したランドスケープの創出

●急傾斜地を含む構内緑地の良好な維持保全

整備緑地については、キャンパスのうるおい空間として、緑地の活用を進めます。
なお、キャンパス内の急傾斜地である山林部分においては、安全性を確保すると
ともに、緑地としての育成・維持管理を図ります。

●環境学習の場としての緑の空間整備

保存樹木の管理や植樹等の緑化活動を環境学習として活用します。キャンパス
内の緑地整備に関わることによる環境保全への関心と、学校への愛着を醸成し
ます。
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第３章 キャンパス・フレームワークプラン

○地域環境との連続性や調和を考慮したランドスケープデザイン

●地域につながる誘導空間の整備

キャンパスへいざなう、プロムナードの整備を行います。

●地域になじむ景観要素の整備

地域の景観を形成する敷地形状は、周辺環境に調和するよう敷地形状を活かし

た整備を行います。また敷地周縁部においては、周囲の地域環境に配慮した囲

障や植栽等の整備を行います。

○多様な交流・コミュニケーションを生み出す空間計画

●活性化を促す空間整備

コミュニケーションの場となりうる主要動線や人々が集う場を見出し、より活性化

が促されるように空間計画を行います。

●教育・研究活動を刺激する知的ふれあい空間の整備

ラーニングコモンズや自ら考える力を養うための空間づくりなど、自発的に学び、
教え合いを促進する学習拠点を整備します。また、キャンパス内の各地の教育研
究スペースに、ソフト・ハード一体となって整備し、競争を生み出す空間を作りま
す。共創を確かなものにするため、教育・研究施設を結ぶラウンジやホール、食
堂、カフェ等の充実を図ります。

パブリックスペース計画

○地域環境との連続性や調和を考慮したランドスケープデザイン

○多様な交流・コミュニケーションを生み出す空間計画

○様々な利用者を想定したユニバーサルデザイン

●地域につながる誘導空間の整備

●地域になじむ景観要素の整備

●活性化を促す空間整備

●教育・研究活動の大きな成果を生み出すための空間の整備

●グローバル人材を養成する多言語対応、異文化理解を進める空間整備

●多様なステークホルダーの利用に応える機能整備

○様々な利用者を想定したユニバーサルデザイン

●グローバル人材を養成する多言語対応、異文化理解を進める空間整備

外国語習得などのグローバル化への対応を推進するための環境整備や、留学
生・外国人研究者等との異文化交流を実践し、日本文化理解を進めるための空
間整備を図ります。

●多様なステークホルダーの利用に応える機能整備

広く関係機関や地域社会との協働・連携を実践するため、多様なニーズを踏まえ
た整備すべき機能の把握や、既存施設の活用促進を図ります。また、施設の機
能が十分に発揮できるよう、誰もが利用しやすいユニバーサルデザインを推進し
ます。
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○機能をつなぐ教育・研究活動を支援する動線の形成

●人の交流を活性化させる移動空間づくり

教育・研究施設を結ぶ廊下やホール、アトリウムなどのオープンスペースを、より
開かれた空間として整備し、移動動線内での学生や教職員の交流の活性化を促
します。

●外部移動空間のアメニティ向上

建物間をつなぐ渡り廊下や連絡通路は、教育・研究活動における自然の風や光
を感じて気分転換できる空間として活用を図ります。

●魅力ある歩行者空間の整備による安全な移動動線の確保

たまり空間の設置や緑化などを進めたゆとりある歩行者空間を整備し、パブリッ
クスペース計画と連携して、安全で交流機能のある移動動線を形成します。

○周辺交通環境を考慮し、明瞭性と利便性の高い動線計画

●歩車分離を図る自動車等の進入可能区域の設定と、駐車場・駐輪場の再整備

構内において歩行者と自動車等の移動動線が交錯しないよう、自動車等の進入
区域に制限を設け、歩行者の通行を優先する動線の分離を図ります。また、既存
の駐車場・駐輪場について、利用実態を考慮して適切な規模への変更や、再配
置等についての検討を行います。

動線計画

○機能をつなぎ研究・教育活動を支援する動線の形成

○周辺交通環境を考慮し、明瞭性と利便性の高い動線計画

○安全を支える防災動線・機能の整備

●人の交流を活性化させる移動空間づくり

●外部移動空間のアメニティ向上

●魅力ある歩行者空間の整備による安全な移動動線の確保

●歩車分離を図る自動車等の進入可能区域の設定と、駐車場・駐輪場の再整備

●安全な出入口と構内動線の整理による分かりやすい空間軸の設定

●災害時における安全な避難経路の確保

●避難拠点における利用動線の分離

●安全な出入口の整備と構内動線の整理による分かりやすい空間軸の設定

キャンパスの玄関口として、外部からアクセスしやすく見通しのよい出入口を整備
します。出入口部分では歩車分離を図り、歩行者の安全を確保します。キャンパ
スのメインストリートとなる主要動線と、そこから分岐するサブ動線を設定し、構内
施設へのアクセスを分かりやすく誘導します。

○安全を支える防災動線・機能の整備

●災害時における安全な避難経路の確保

自然災害や火災などの災害発生時において、建物内から屋外へ、また屋外の安
全な場所へのスムーズな避難が行われるよう、施設の避難経路を周知するととも
に、避難経路の安全性確保を図ります。

●避難拠点における利用動線の分離

災害時は地域の避難場所としての役割を果たすことが求められています。避難
所開設時においては教育活動に配慮し、避難者と児童生徒が利用する動線の分
離を図ります。
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○調和のとれたアカデミックな環境の醸成

●先進性を高める協働機能の配置

学術研究を行う拠点として、他大学との連携による研究活動を実践する協働機

能を配置し、先進性の高いキャンパス整備を図ります。

●外部空間を含めたキャンパスの環境整備

キャンパス全体としての調和を図るため、外部空間（広場、街路、サイン、ファニ

チャー、照明等）においても統一されたデザインを採用するなど、まとまりのある

キャンパスデザインを行います。

●周辺地域から見たスカイライン等の景観形成への配慮

国定公園内に位置するキャンパスとして、山のスカイラインを守る緑豊かな景観
形成を図ります。

●建物群としての計画的なリノベーションの推進

既存施設において、一体感のある景観を創出するため、構内の既存施設の再生
については施設単体ではなく、建物群としてのまとまりや外部空間との連携を考
慮した、外観や機能の計画的な整備を図ります。

建築配置計画

○調和のとれたアカデミックな環境の醸成

○建物相互の機能関連など利便性が高く、機能的で使いやすい合理的な計画

○共同利用施設などの集約配置

●先進性を高める協働機能の配置

●外部空間を含めたキャンパスの環境整備

●周辺地域から見たスカイライン等の景観形成への配慮

●建物群としての計画的なリノベーションの推進

●類似用途や機能の再整備によるスペースの有効利用

●開かれた学習環境の整備

●共同利用が可能な室の適切な配置と集約

●産学連携施設などアクセス性への配慮

○共同利用施設などの集約配置

●共同利用が可能な室の適切な配置と集約

共同利用が可能な効果的な・効率的な管理運営を図る観点から、適切な場所に
配置するとともに集約化についても検討をおこなう。

●産学連携施設などアクセス性への配慮

地域や産業界との産学連携施設などの配置にあたっては、学外からのアクセス
性に考慮し、動線やパブリックスペースとの関係に配慮した配置計画とする。

○建物相互の機能関連など利便性が高く、機能的で使いやすい合理的な計画

●類似用途や機能の再整備によるスペースの有効利用

講義室や演習室、研究室等の用途や機能が類似する施設については、利用効

率や利便性を重視し、可能な限り多機能化を図ることにより、ニーズに応じたス

ペースの再配分を進めます。

●開かれた学習環境の整備

講義や自習などを外から見ることができるよう、ガラス張りの教室や間仕切りのな
い空間などの開かれた学習環境を整備し、教育・研究活動に緊張感と活力をもた
らす、学習活動の見える化を進めます。
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○安全性、信頼性の確保と環境に配慮した先端的な各種技術の導入

●災害時にも運用可能な施設・設備の整備

建物・設備において防災性能の向上を図り、地域の災害避難拠点として機能する
施設整備を行います。また、学校のICT機能を活用し、災害時における情報の受
信・発信拠点として整備を行います。

●利用範囲の明確化による安全確保

構内の防犯対策として、地域への開放・交流空間における立入り範囲を明確に
区分し、学校施設への段階的なセキュリティ管理を行います。

○エネルギー使用のベストミックスと自然・新エネルギー利用技術の導入

●使用エネルギー源の分散化による災害時のエネルギー確保

電気やガス、再生可能エネルギーを併用することにより、災害時のリスクを軽減し、
災害時に一部エネルギーが停止しても供給が可能な、自立したエネルギーの確
保を図ります。

●自然環境を活用した環境負荷低減の推進

キャンパスにおける気候の特徴を把握し、日照や通風などの効果的な取り込み
や抑制、太陽光の利用など、自然と共生する再生可能エネルギーの利用を推進
します。

サステイナブルな環境・建築計画

○安全性、信頼性の確保と環境に配慮した先端的な各種技術の導入

○エネルギー使用のベストミックスと自然・新エネルギー利用技術の導入

○長寿命化とフレキシビリティに優れた永続性の高い建築計画

●災害時にも運用可能な施設・設備の整備

●利用範囲の明確化による安全確保

●使用エネルギー源の分散化による災害時のエネルギー確保

●自然環境を活用した環境負荷低減の推進

●弾力的な利用が可能なキャンパス内の施設整備

●キャンパスの資源を将来に継承する既存施設の再生

○長寿命化とフレキシビリティに優れた永続性の高い建築計画

●弾力的な利用が可能なキャンパス内の施設整備

施設整備においては、躯体や設備の長寿命化を図るとともに、諸室の多機能化
などの可変性をもたせ、将来の教育・研究活動の需要変化に対応できる計画を
行います。

●キャンパスの資源を将来に継承する既存施設の再生

既存施設において、多様な利用実態や要請に対応できるよう、機能向上や用途
のコンバージョンなどの改修を実施し、施設の有効活用を図ります。
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○エネルギー消費と需要の把握に基づく計画づくり

●キャンパスの立地特性を踏まえた需要予測と対応

キャンパスの立地によるエネルギー消費の季節特性を踏まえ、需要予測に応じ

た環境負荷の軽減を図ります。

●施設の使用エネルギー源を踏まえた需要予測と対応

電気のエネルギー容量や電気需要の負荷軽減を考慮して、空調熱源の分散化

を図り、需要予測に応じた環境負荷の軽減を図ります。

○施設拡張や用途変更などに対応できる柔軟なインフラストラクチャー計画

●共同溝など容易な保守管理を実現するインフラ環境の推進

インフラ計画では将来の増設または更新を考慮し、共同溝の整備やメンテナンス

スペースの確保などを進めます。

●防災性能を強化する計画的なインフラ施設の更新

電気・給排水・ガス等のインフラ施設について、劣化状況に応じてコスト管理を含
めた計画的な更新を進めます。更新の際には、災害時に機能維持ができるよう、
防災性能の強化を図ります。

●ＤＸ推進に伴うネットワーク基盤の整備

オンライン授業やハイブリッドな教育研究活動を支えるＩＣＴ環境の高度化に対応
するネットワークインフラの強化を図ります。

インフラストラクチャー計画

○エネルギー消費と需要の把握に基づく計画づくり

○施設拡張や用途変更などに対応できる柔軟なインフラストラクチャー計画

○建物やフロア等の管理区分ごとのエネルギーマネジメントの導入

●キャンパスの立地特性を踏まえた需要予測と対応

●施設の使用エネルギー源を踏まえた需要予測と対応

●共同溝など容易な保守管理を実現するインフラ環境の推進

●防災性能を強化する計画的なインフラ施設の更新

●ＤＸ推進に伴うネットワーク基盤の整備

●使用エネルギーの見える化による削減効果の向上

●エネルギー使用を最適に運用・制御する設備とシステムの導入

○建物やフロア等の管理区分ごとのエネルギーマネジメントの導入

●使用エネルギーの見える化による削減効果の向上

エネルギーの計測データを分かりやすく「見える化」することにより、学生・教職員
の省エネルギー意識の向上を促し、使用エネルギーの削減を進めます。また、学
科や部局などを単位として省エネ効果を競うことにより、一層の削減効果の向上
を図ります。

●エネルギー使用を最適に運用・制御する設備とシステムの導入

設備機器の運転・維持管理や、電気・ガス・給水等の運転監視の省力化を進め
るとともに、エネルギーマネジメントが可能な最適な運用システムの導入を図りま
す。
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３－４ 団地別のフレームワークプラン設定
３-４-１旭ヶ丘団地（柏原キャンパス）のフレームワークプラン

■エネルギーの使用の合理化及び地球温暖化防止の観点から、エネルギ
ー使用原単位と電力需要の平準化原単位を年１％以上削減するともに、
CO2の排出原単位を３％削減することを目標としている。

■そのためには、建物用断熱材や照明及び空調機等についてはトップラ
ンナー機器等を導入するなどの対策が必要であり、環境問題への貢献に
資する整備事業として、空調設備改修や照明設備改修（LED化）等の事業
を「インフラ長寿命化計画」に記載した。

■エネルギーの使用の合理化及び地球温暖化防止の観点から、エネルギ
ー使用原単位と電力需要の平準化原単位を年１％以上削減するともに、
CO2の排出原単位を３％削減することを目標としている。

■そのためには、建物用断熱材や照明及び空調機等についてはトップラ
ンナー機器等を導入するなどの対策が必要であり、環境問題への貢献に
資する整備事業として、空調設備改修や照明設備改修（LED化）等の事業
を「インフラ長寿命化計画」に記載した。

環境問題への貢献
■物理的・機能的な長寿命化と多様な技術を導入した
サステイナブルキャンパスの形成

■増改築に対する柔軟性と効率的な維持管理を実現す

るなど、ライフサイクルコストを重視した設備システ
ム

■地域環境と調和した景観形成と利便性と機能性を重
視した施設配置

環境問題への貢献
■物理的・機能的な長寿命化と多様な技術を導入した
サステイナブルキャンパスの形成

■増改築に対する柔軟性と効率的な維持管理を実現す

るなど、ライフサイクルコストを重視した設備システ
ム

■地域環境と調和した景観形成と利便性と機能性を重
視した施設配置

基本方針

キャンパス環境の充実
■魅力的なキャンパスライフを提供する空間構成と永
続的な成長を担う戦略的な敷地・施設の活用

■多様な学生、異なる研究分野の教員、企業等の研究
者との共創による、垣根を超えたイノベーションの場
の創出

■安心・安全で快適なキャンパス環境の整備

キャンパス環境の充実
■魅力的なキャンパスライフを提供する空間構成と永
続的な成長を担う戦略的な敷地・施設の活用

■多様な学生、異なる研究分野の教員、企業等の研究
者との共創による、垣根を超えたイノベーションの場
の創出

■安心・安全で快適なキャンパス環境の整備

■計画的な維持管理を含めた施設マネジメントを行うこととしており，
学生の主体的な活動を促進するための環境整備を目標としている。

■そのためには，キャンパスライフを支える施設の充実等を図る必要が
あり，キャンパス環境の充実に資する整備事業を「インフラ長寿命化計
画」に記載した。

■計画的な維持管理を含めた施設マネジメントを行うこととしており，
学生の主体的な活動を促進するための環境整備を目標としている。

■そのためには，キャンパスライフを支える施設の充実等を図る必要が
あり，キャンパス環境の充実に資する整備事業を「インフラ長寿命化計
画」に記載した。

施設マネジメントにおける目標
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柏原キャンパス （環境問題への貢献）

【整備対象】
・平成27年度に教員養成課程棟の空調設備改修を実施した。
・平成28年度に大学会館の照明設備改修（LED化）を実施した。
・平成29年度に学生寄宿舎の非常照明設備改修（LED化）を実施した。
・また，空調機に必要なフロンガス（R22）が2020年製造中止のため，年次計画的に空調機を

更新するとともに，設置後15年を経過した空調機を段階的に改修し，環境に配慮した空調
設備やLED照明を積極的に導入していく計画としている。このうち，第三期中期目標期間末

を目途に取り組む施設整備を「行動計画（年次計画）」および「インフラ長寿命化計画」に記
載している。

・その一環として、平成30年度は教員養成課程棟等において，空調機更新を実施した。令和

元年度は教育協働学科棟等において、空調機更新を実施し、教員養成課程棟等において、
照明設備改修（LED化）を実施した。

・令和２年度に教育協働学科棟・教員養成課程棟の空調設備改修を実施した。
【整備手法】
・平成27年度の教員養成課程棟の空調設備改修については，目的積立金による整備である。
・平成28年度の大学会館の照明設備改修（LED化）については，大阪教育大学生活協同組合

の寄附金による整備である。
・平成29年度の学生寄宿舎の非常照明設備改修（LED化）については，授業料収入等による

整備である。
・平成30年度の教員養成課程棟等の空調機更新については，独立行政法人大学改革支援・

学位授与機構の施設費交付金による整備である。

・令和元年度の教育協働学科棟、教員養成課程棟、美術棟の空調改修については，独立行
政法人大学改革支援・学位授与機構の施設費交付金による整備である。

・令和元年度の教員養成課程棟等の照明設備改修（LED化）については，授業料収入等によ

る整備である。
・令和２年度の教育協働学科棟・教員養成課程棟の空調設備改修については施設費交付金

による整備である。
【達成状況・達成時期】
・教員養成課程棟の空調設備改修については，平成27年度に実施完了済みである。
・大学会館の照明設備改修（LED化）については，平成28年度に実施完了済みである。
・学生寄宿舎の非常照明設備改修（LED化）については，平成29年度に実施完了済みである。
・フロンガス（R22）が2020年製造中止のため，年次計画的に行う空調機更新について，平成
30年度は教員養成課程棟等において計画通り整備完了した。

・なお，第三期中期目標期間（平成28年度～R3年度）においては，エネルギー使用原単位を
年1％以上削減するとともに，CO２排出原単位を6年間で3％削減する予定とし，令和２年度
は，エネルギー使用原単位21.5％削減，CO2排出原単位21.5％の削減であり目標を達成す

る見込みである。

【配分対象や量】
・平成27年度に教員養成課程棟の空調設備改修を実施した。
・平成28年度に大学会館の照明設備改修（LED化）を実施した。
・平成29年度に学生寄宿舎の非常照明設備改修（LED化）を実施した。
・また，空調機に必要なフロンガス（R22）が2020年製造中止のため，年次計画的に空調機を更

新するとともに，設置後15年を経過した空調機を段階的に改修し，環境に配慮した空調設備や
LED照明を積極的に導入していく計画としている。このうち，第三期中期目標期間末を目途に

取り組む施設整備を「行動計画（年次計画）」および「インフラ長寿命化計画」に記載している。
・その一環として，平成30年度は教員養成課程棟等において，空調機更新を実施した。令和元年

度は教育協働学科棟等において、空調機更新を実施し、教員養成課程棟等において、照明設
備改修（LED化）を実施した。

・令和２年度に教育協働学科棟・教員養成課程棟の空調設備改修を実施した。
【具体的手段】
・平成27年度の教員養成課程棟の空調設備改修については，目的積立金による整備である。
・平成28年度の大学会館の照明設備改修（LED化）については，大阪教育大学生活協同組合の

寄附金による整備である。
・平成29年度の学生寄宿舎の非常照明設備改修（LED化）については，授業料収入等による整

備である。
・平成30年度の教員養成課程棟等の空調機更新については，独立行政法人大学改革支援・学

位授与機構の施設費交付金による整備である。
・令和元年度の教育協働学科棟、教員養成課程棟、美術棟の空調改修については，独立行政法

人大学改革支援・学位授与機構の施設費交付金による整備である。
・令和元年度の教員養成課程棟等の照明設備改修（LED化）については，授業料収入等による

整備である。
・令和２年度の教育協働学科棟・教員養成課程棟の空調設備改修については施設費交付金によ

る整備である。
【達成状況・達成時期】
・教員養成課程棟の空調設備改修については，平成27年度に実施完了済みである。
・大学会館の照明設備改修（LED化）については，平成28年度に実施完了済みである。
・学生寄宿舎の非常照明設備改修（LED化）については，平成29年度に実施完了済みである。
・空調機に必要なフロンガス（R22）が2020年製造中止のため，年次計画的に空調機を更新する

とともに，設置後15年を経過した空調機は段階的に機能改修を実施し，環境に配慮した空調
設備やLED照明を積極的に導入していく計画である。その一環として，平成30年度は教員養

成課程棟等において計画通り整備完了した。
・なお，第三期中期目標期間（平成28年度～R3年度）においては，エネルギー使用原単位を年

1％以上削減するとともに，CO２排出原単位を6年間で3％削減する予定とし，令和２年度は，
エネルギー使用原単位21.5％削減，CO2排出原単位21.5％の削減であり目標を達成する見込
みである。

整備方針 活用方針
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第３章 キャンパス・フレームワークプラン

柏原キャンパス （キャンパス環境の充実）

【整備対象】
・平成27年度に課外活動共用施設の便所改修を実施した。
・平成28年度に学生寄宿舎等において防水改修を実施した。

・また，留学生宿舎において空調改修を実施した。
・平成29年度に大学会館の内装改修によるキャリア支援センターを設置した。

・また，学生宿舎等において照明改修を実施し，留学生宿舎において便所改修と空調改修を
実施した。

・平成30年度にバリアフリー改修として廊下の平坦化を図る段差解消工事を実施した。
・平成27年より，キャンパス内の点字ブロックについて年次計画的に更新を行っている。
・令和2年度に教育協働学科棟の便所改修を実施した。

・令和３年度に防災機能改善を実施した。
【整備手法】
・平成27年度の課外活動共用施設の便所改修については，運営費交付金等による整備であ

る。
・平成28年度の学生寄宿舎等の防水改修については，授業料収入等による整備である。

・留学生宿舎の空調改修については，授業料収入による整備である。
・平成29年度の大学会館の内装改修については，教育振興会および同窓会の寄附金による

整備である。
・学生宿舎等の照明改修については，授業料収入等による整備である。
・留学生宿舎の便所改修と空調改修については，授業料収入等による整備である。
・平成30年度のバリアフリー改修として廊下の平坦化を図る段差解消工事については，授業

料収入等による整備である。
・平成27～30年度の点字ブロック更新工事については，授業料収入等による整備である。
・平成31年度の点字ブロック設置工事については，授業料収入等により整備である。
・令和2年度に教育協働学科棟の便所改修については施設整備費補助金による整備である。

・令和３年度に防災機能改善は運営費交付金等による整備である。
・教材園の施設整備。
【達成状況・達成時期】
・課外活動共用施設の便所改修については，平成27年度に実施完了済みである。
・学生寄宿舎等の防水改修と留学生宿舎の空調改修については，平成28年度に実施完了

済みである。
・大学会館の内装改修と学生宿舎等の照明改修，留学生宿舎の便所改修と空調改修につい

ては，平成29年度に実施完了済みである。
・バリアフリー改修として廊下の平坦化を図る段差解消工事については，平成30年度に実施

完了済みである。
・点字ブロック更新工事については，平成27～令和元年度に実施完了済みである。
・教育協働学科棟の便所改修については令和2年度に実施完了済みである。

・防災トイレを令和３年度に設置済みである。
・蓄電池を令和３年度に設置済みである。

【配分対象や量】
・課外活動共用施設の便所の環境改善を行った。
・学生寄宿舎等において防水改修をすることによる居住環境の改善を行った。
・大学会館の内装改修において，学生のキャリア支援の充実が出来た。
・学生宿舎等において照明改修をすることによる居住環境の改善を行った。
・バリアフリー改修として廊下の平坦化を図る段差解消工事をすることによる歩行環境の改善を

行った。
・点字ブロック更新工事をすることによる身体障害者への環境改善を行った。
・教育協働学科棟の便所の環境改善を行った。
・令和３年度に防災機能改善を行った。
【具体的手段】
・平成27年度の課外活動共用施設の便所改修については，運営費交付金等による整備である。
・平成28年度の学生寄宿舎等の防水改修については，授業料収入等による整備である。

・留学生宿舎の空調改修については，授業料収入による整備である。
・平成29年度の大学会館の内装改修については，教育振興会および同窓会の寄附金による整

備である。
・学生宿舎等の照明改修については，授業料収入等による整備である。
・留学生宿舎の便所改修と空調改修については，授業料収入等による整備である。
・平成30年度のバリアフリー改修として廊下の平坦化を図る段差解消工事については，授業料収

入等による整備である。
・平成27～令和元年度の点字ブロック更新工事については，授業料収入等による整備である。
・令和2年度に教育協働学科棟の便所改修については施設整備費補助金による整備である。

・令和３年度に防災機能改善は運営費交付金等による整備である。
【達成状況・達成時期】
・課外活動共用施設の便所改修については，平成27年度に実施完了済みである。
・学生寄宿舎等の防水改修と留学生宿舎の空調改修については，平成28年度に実施完了済み

である。
・大学会館の内装改修と学生宿舎等の照明改修，留学生宿舎の便所改修と空調改修について

は，平成29年度に実施完了済みである。
・バリアフリー改修として廊下の平坦化を図る段差解消工事については，平成30年度に実施完了

済みである。
・点字ブロック更新工事については，平成27～令和元年度に実施完了済みである。
・教育協働学科棟の便所改修については令和2年度に実施完了済みである。

・防災トイレを令和３年度に設置済みである。
・蓄電池を令和３年度に設置済みである。

整備方針 活用方針
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第３章 キャンパス・フレームワークプラン

ゾーニング図
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第３章 キャンパス・フレームワークプラン

柏原キャンパス

① ゾーニング計画

・整備方針と適合するゾーニングの設定

我が国の先導的な教員養成大学として、教育界を牽引するグローバル教育
人材を養成する理念にふさわしい教育環境を実現するため、自然豊かな国定
公園内に立地するキャンパスとして、環境共生を基本的な考え方とした整備
方針に基づき、ゾーンを設定している。

キャンパス中央の「教育研究ゾーン」に教員養成及び教育・学習支援人材養
成などの教育研究機能を集中配置することにより、学生・教職員相互の活動
の活性化を図るとともに、将来の変化に対し柔軟に対応できるパブリックス
ペースを適宜設けている。

・キャンパスにおける普遍的要素の明確化に基づくゾーンの設定

自然豊かな国定公園内に立地する環境共生型キャンパスとして、土地の形
質変更等を伴う開発行為をできるだけ避ける必要があるため、現在、建築物
やパブリックスペース等で開発済みとなっている敷地の範囲を「変えてはいけ
ないもの」として設定する。また、団地内に点在しているプレハブ建物等を「変
えていくもの」として設定し、各ゾーンへの整理・集約化を図る。

・適正なゾーンの構成、規模等の設定と配置

「教育研究ゾーン」「管理・共通ゾーン」「運動施設ゾーン」「宿舎ゾーン」「緑
地ゾーン」の5ゾーンで構成し、特に「教育研究ゾーン」「管理・共通ゾーン」は
まとめて「アカデミックゾーン」として敷地の高低差を利用しつつ、キャンパス中
央に配置している。
「アカデミックゾーン」内に各建物は、国定公園の規制に基づき、敷地の高低
差を利用した低層・中層の建物で構成している。

「アカデミックゾーン」を中心として「運動施設ゾーン」「宿舎ゾーン」が適度な
距離感で配置されており、「緑地ゾーン」が各ゾーンを取り囲むように憩いの空
間を与えている。また、構内の幹線道路が各ゾーンのつなぎの役割を果たし
ている。

キャンパスの中で相当な面積を占める運動場や体育館等については「運動
施設ゾーン」として設定するとともに、緑地面積も大きいため「緑地ゾーン」とし
て設定している。

自然豊かな国定公園内に立地する環境共生型キャンパスとして、緑豊かな
パブリックスペースをキャンパス内各所に設置することによって、学外者や地
域の利用者の憩いの場としても利用できる配置としている。

・将来需要や長期的視点による有効かつ戦略的な敷地の活用

将来的な新増改築等にも対応できるよう、「アカデミックゾーン」内に適宜パ
ブリックスペースを設けている。

自然豊かな国定公園内に立地する環境共生型キャンパスとして、現在の
ゾーン設定を維持するとともに、すでに開発済みとなっている敷地の範囲を拡
大することなく、長期的に利用する計画である。

敷地の利用密度を高めるため、団地内に点在しているプレハブ建物等の整
理・集約化を図る。
幹線道路を通じて地域からも利用しやすい位置に「アカデミックゾーン」「運動
施設ゾーン」を配置している。

・環境と調和する質の高いパブリックスペースづくり

② パブリックスペース計画

最寄駅から陸橋やエスカレーター３基（高低差約６０ｍ）を通してアクセスす
る、自然豊かな山上のキャンパスであり、それ自体が「天空のキャンパス」とも
言える特徴的な空間となっている。

敷地の高低差と適度に分節された低層・中層の建物の構成により、外部空
間に多様なパブリックスペースが創出されている点は評価される。

自然豊かな国定公園内に立地する環境共生型キャンパスとして、低層・中
層の建物の構成や緑豊かなパブリックスペースにより、景観に配慮したランド
スケープ計画としている。

・多様な効果を生み出す広場、モール、緑などの空間構成要素の活用

学生・教職員や地域利用者などの多様なコミュニケーションを生み出す場と
して、キャンパス内に人々が集う緑豊かな広場を設ける。
学生や教職員の交流を促すため、大学会館、図書館、事務局棟に囲まれた
「シンボルプラザ」をはじめ、キャンパス内の各所にパブリックスペースを配置
している。

環境共生型キャンパスの特性を活かして、豊富な緑でキャンパス全体を覆う
とともに、周辺環境にあわせた樹種を選択することにより、ゆとりと潤いを創出
している。

・多様な利用者のためのユニバーサルデザイン

大学を訪れる多様な利用者に配慮し、バリアフリー化とあわせて、ユニバ
ーサルデザインを推進することとする。特にサイン計画として、統一感があ
り、分かりやすく、変化にも対応しやすいサインを適切な場所に設置する計
画とする。
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第３章 キャンパス・フレームワークプラン

・安心で快適な移動空間づくり

③ 動線計画

本学の幹線道路である環状道路はキャンパスを特徴づける骨格として位置づけて
いる。環状道路の内側は教育研究施設や図書館など最も施設利用者が多いため、
「アカデミックゾーン」として，歩行者専用道路とし、人と自動車等の動線が交錯
しないよう計画している。環状道路沿いには、キャンパス内の各施設にアクセスし
やすいよう、駐車場を複数配置している。

自然豊かな国定公園内に立地する環境共生型キャンパスとしての特徴を活かし、
上りエスカレータ最終地点付近をスタート地点として、幹線沿いにキャンパス内の
樹木を探索して廻り、自然と生活文化の関わりを知ってもらうことを目的とした
「グリーンアドベンチャー」コースを設置している。

環状道路沿いは自動車の通行を可としているが、環状道路の内側は「アカデミッ
クゾーン」として歩行者専用道路とし、人と自動車等の動線が交錯しないよう、歩
車分離の計画としている。

・明瞭性と利便性の高い動線計画

自動車等が通行可能なキャンパスの進入口は敷地北側の東西２箇所あり、この２
箇所のルートを利用してキャンパス内外を循環する路線バスが通行している。また
近鉄電車からのアクセスについても、本学の歩道用橋梁が駅の改札階とつながって
おり、通勤・通学等の利便性の向上につながっている。

敷地北側の東西２箇所の進入口より幹線道路がループ上に設置されており、それ
に支線道路がつながって、建物周辺や駐車場にアクセスする構造となっている。

キャンパス周囲が山林で囲われており、幹線道路や駐車場を建物から十分離す計
画としているため、騒音の問題は発生していない。また、駐車場台数も余裕を持っ
た計画としているため、路上駐車の問題も発生していない。 駐車場については環
状道路沿いに配置されており，現在６１８台が駐車可能である。

・環境にやさしいキャンパスの移動環境

生駒金剛山国定公園指定地域内であり、環境に配慮する必要がある。学生は原則、
自動車は禁止している。「車両動線」と「歩行動線」を分け、環状道路内は基本的
に「歩行動線」のみとすることで自動車を使用した構内移動を抑制している。
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・調和のとれた景観形成とアカデミックな環境の醸成

群として調和を図ることができる建物配置とするため、「シンボルプラザ」を中心とし
て、その周囲に共通講義棟、教育研究棟、事務局棟、図書館、大学会館等の主要な
建物を配置する計画としている。

デザインガイドラインとして、キャンパス内の主要な建物は屋根を切妻屋根もしくは
それを模した形状とし、外壁は同じ色彩のタイル貼及びＲＣ打ち放しの組み合わせで
統一することにより、群として調和を図る計画としている。

音楽棟や美術棟、体育棟などの「動き」のある施設については、建物の機能に即し
た外部空間として、練習ヤード、作業ヤード、屋外パフォーマンスの可能な階段ス
テージ、彫刻展示や作品がある広場などを設けている。また、統合移転キャンパスと
して全体が計画的に建設されたことにより、キャンパス内の空間の密度がバランス
のよいものとなっているため、今後もそれを維持していく計画である。

・利便性と機能性を向上させる施設配置

アカデミックゾーン内に共通講義棟や教育研究棟を配置するなど、用途や機能の
類似する建物はまとめて集約配置する計画とし、ゾーン内の緑地スペース等を将来
の増改築用地として確保する計画とする。
幹線道路に囲まれたアカデミックゾーン内に主要な建物を集約配置することにより、
利用密度の高い土地利用計画としている。
アカデミックゾーン内の建物に自動車による騒音や排ガスの影響が出ないよう、駐車
場は十分離れた位置に配置するとともに、キャンパス内部の通路を歩行者専用とす
る計画としている。
将来的な新増改築の際には、類似用途の既存建物に近い緑地スペースを建設用地
とするなど、利便性に配慮した建物配置計画とする。

・共同利用施設・諸設備の集約的配置

科学教育センターにおいて，本学が保有する研究設備の情報を集約し、大学連携
研究設備ネットワーク等との連携を行いつつ，教育利用（SSH、課題研究、クラブ活
動等）や依頼分析等を行う。
教職教育センターにおいて、本学と教育現場や教育委員会との緊密な連携協力のも
とに、今日の学校・地域の教育や生涯学習が抱える諸課題の調査研究や支援活動、
教育実習及び現職教員の実践的教育プログラムの開発実施、教育臨床や相談活動
の推進、生涯学習や社会教育行政支援の各種事業の企画などの課題に取組む。

④ 建物配置計画

・サステイナブルな環境のための計画づくり

周囲を山林で囲われた、自然豊かな国定公園内に立地する環境共生型キャンパ
スであり、日照・通風もよく、ヒートアイランド現象も起きない。そのような立地条件の
よさを活かしつつも、水資源の利活用として、汚水排水を中水として再生利用する施
設を有しており、今後もそれを維持することにより、サステイナブルな環境づくりに貢
献する計画としている。

・サステイナブルな建築のための計画づくり

将来的な新増改築の際には、類似用途の既存建物に近い緑地スペースを建設用
地とすることにより、既存施設やパブリックスペースとの関係を尊重し、建物の持続
性を考慮した配置や形態とする計画としている。

周囲を山林で囲われた、自然豊かな環境共生型キャンパスの立地条件を活かし、
建物周囲を舗装面で埋め尽くすのではなく、緑地スペースとすることにより、建物へ
の熱反射を緩和する計画としている。

建物の持続性に関する規定として、改修等の際には、大阪府温暖化防止条例特定
事業者重点対策ハンドブックを参照することとする。

・キャンパス環境の持続的発展を図る仕組みづくり

キャンパス環境の適切な維持と持続的発展を推進するため、全学的な会議として
施設マネジメント委員会を設置している。大学の教育研究や財務の戦略と整合性を
図りながら施設マネジメントを実施できるよう、施設マネジメントを経営者層によるトッ
プマネジメントとして制度的・組織的に位置づけ、学内の情報や要望を十分に活用し
つつ、大学経営の観点から機動的に意思決定を行いつつ、施設マネジメントの実施
に関するＰＤＣＡサイクルを確立し、取組を継続的に改善することとしている。また、節
電や省エネルギーについては省エネルギー推進委員会のもと、ecoキャラバン（省エ
ネキャンペーン）を行うなど、サステイナブルな取り組みを実行している。

⑤ サステイナブルな環境・建築計画
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・キャンパスのエネルギー消費と需要の把握に基づく計画づくり

⑥ インフラストラクチャー計画

本学のエネルギーの消費割合は、電気８１％・ガス１９％となっており、年１％以上のエ
ネルギー消費原単位を削減するため、削減効果の大きい照明器具のＬＥＤ化への更新
や受変電設備の高効率化を行う計画としている。
電力需給の調達においても、環境配慮法に基づく調達として、電力会社のＣＯ２排出係
数の設定基準の見直しを行い、調達する電力の消費に伴う温室効果ガスの削減を行う
計画としている。

電力需要の削減およびピークカット等に対応するため電力需要の可視化をより一層図
る計画としている。

空調機の更新改修を行う際に部屋の使用用途・使用時間等を勘案し、対応するシステ
ムやエネルギーについての検討を行い整備する計画としている。
・空調機は消費エネルギー量、電力需要の平準化およびCO2排出量を考慮した検討
を行う。

・柔軟性を持つインフラストラクチャー計画

受変電設備は設置後３０年以上経過したものが多く、電力需給を改善するため、
電気室単位で変圧器等の集約やトップランナー機器の導入を行う計画としている。

空調機器については、代替えフロン対策等将来的に柔軟性を持った更新計画を
組めるよう個別システムで対応すべき部分とマルチシステムで対応可能な部分に
区別検討し整備計画を行う。

・効果的、効率的な維持管理と運用

・キャンパス内の建物間を結ぶ屋外配線(電力線・通信線等)は３０年以上が経過し、
老朽の改善及び供給と需要のバランスの見直しを図るために、需要に見合った配
線の集約化や省線化を順次進める計画としている。

インフラ長寿命化計画に基づき各機器の長寿命化を図りつつ効率的な更新を行
う。

省エネルギー推進会議を開催し、目標や結果について大学及び附属学校園の構
成員に広く周知しエコキャラバン等を実施している。
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３-４-２南河堀町団地（天王寺地区）のフレームワークプラン

基本方針
施設マネジメントにおける目標

教育機能の発展
■我が国の先導的な教員養成大学として教育の実現と文化の発

展に貢献し，とりわけ教育界における有為な人材の育成を通し
て、地域と世界の人々の福祉に寄与する大学であることを使命
とする。（中期目標「基本目標」）

■教育委員会や学校現場との密接な連携の下での教員養成や現
職教員教育を通じて，教員志望学生や現職教員学生に学校現
場での課題に即応できる実践的知識・技能を拡充させるための
視点と方法を獲得させ，もって学校における高度の専門的な能
力及び優れた資質を有する専門職としての人材の育成をめざす。
（連合教職実践研究科「基本理念」）

■附属学校園については，教育委員会等と協働して学校における
実践的課題解決に資する研究活動を行うと共に、我が国の教員
の資質能力向上に寄与，教員の研究活動等を通じて積極的な
社会貢献活動を行う。（附属学校園改革の基本的方向性）

教育機能の発展
■我が国の先導的な教員養成大学として教育の実現と文化の発

展に貢献し，とりわけ教育界における有為な人材の育成を通し
て、地域と世界の人々の福祉に寄与する大学であることを使命
とする。（中期目標「基本目標」）

■教育委員会や学校現場との密接な連携の下での教員養成や現
職教員教育を通じて，教員志望学生や現職教員学生に学校現
場での課題に即応できる実践的知識・技能を拡充させるための
視点と方法を獲得させ，もって学校における高度の専門的な能
力及び優れた資質を有する専門職としての人材の育成をめざす。
（連合教職実践研究科「基本理念」）

■附属学校園については，教育委員会等と協働して学校における
実践的課題解決に資する研究活動を行うと共に、我が国の教員
の資質能力向上に寄与，教員の研究活動等を通じて積極的な
社会貢献活動を行う。（附属学校園改革の基本的方向性）

キャンパス環境の充実
■魅力的なキャンパスライフを提供する空間構成と永続的な成長

を担う戦略的な敷地・施設の活用

■多様な学生、異なる研究分野の教員、企業等の研究者との
共創による、垣根を超えたイノベーションの場の創出

■安心・安全で快適なキャンパス環境の整備

キャンパス環境の充実
■魅力的なキャンパスライフを提供する空間構成と永続的な成長

を担う戦略的な敷地・施設の活用

■多様な学生、異なる研究分野の教員、企業等の研究者との
共創による、垣根を超えたイノベーションの場の創出

■安心・安全で快適なキャンパス環境の整備

■学校教育の質の向上に貢献するため，現職教員向けの研修施設
である地域の教育センター機能，本学の教育研究機能，産業界等と
の組織的共同研究機能，教育委員会や産業界等との協働により先
導的なプログラ開発や教養と研修に一体的に取り組むことができる
施設マネジメントを実施する。

■地元教育委員会との連携により，学校現場のニーズを踏まえた教
員等研修の現代化を図り，教員等育成指標と連動した，全国の教員
養成大学では前例のない，教育委員会との共同研究講座を教職大
学院内に設置する等，地域との連携強化に資する施設マネジメントを
実施する。

■附属学校園については，学部・研究科等と連携し、実践的な実習
・研究の場を提供するとともに全国あるいは地域における先導的な教
育モデルを開発し、成果を発展することで学校教育の水準を向上させ
る施設マネジメントを実施する。

■キャンパスライフを支える施設の充実等を図る必要があり，キャン
パス環境の充実に資する整備事業として，大阪市教育センターと合
築施設（仮称）の新営事業を「行動計画」に記載した。

■第４期中期目標・中期計画に掲げているとおり，計画的な維持管理
を含めた施設マネジメントを行うこととしており，附属図書館のバリア
フリー化及び合築施設、西館、東館の再配置による施設の有効活用
並びに学生教職員及び産官学連携による共創環境の整備を目標とし
ている。
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南河堀町団地 （教育機能の発展）

【整備対象】
・我が国の教員養成全体のニーズや課題を主体的に受け止めるとともに，先導的・創造的な

教育研究活動を行うための教育機能の強化として，平成29年度に学部改組を行っており，
学年進行により平成31年度から天王寺キャンパスにおいて初等教育課程３年次の授業が
開始することから，必要となるスペースについて，平成29年度に西館改修の設計業務を完
了し，平成30年度に改修工事を行った。

・学校現場が真に必要とする教育人材の養成を目指し，教員養成の既設大学院を教職大学
院へと平成31年度に全面的に移行させるため，天王寺キャンパスで必要となるスペースに
ついて，平成29年度に西館改修の設計業務を完了し，平成30年度に改修工事を行った。

・平成30年度からの大阪市教員養成協働研究講座の開設に向け，天王寺キャンパス中央館
に必要となるスペースを確保した。

・附属学校園においてより実践的な教育を行うため，平成28年度に附属高等学校天王寺校舎
において老朽化・陳腐化していた教室の改修を実施した。

・第三期中期目標期間に取組む施設整備事項を「行動計画（年次計画）」に記載している。
【整備手法】
・平成28年度実施の附属高等学校天王寺校舎教室改修については，使途特定寄付金による

整備である。
・平成30年度完成した西館改修工事については，学内予算（業務達成基準適用事業等）によ

る整備である。
・「教員等育成に係る地域連携プラットフォーム」の構築を目的として、大阪市教育委員会と企

業と公教育の連携拠点化を目指し、令和3年度から大阪市教育委員会との合築施設（大阪
アドバンスト・ラーニング・センター）の基本設計及び実施設計を行い、令和4年度から5年度
にかけて施設の建設工事を行い、実践的シンクタンク機能の整備する。

【達成状況・達成時期等】
・西館改修については，平成29年度に設計業務は完了しており，平成30年度に改修工事を実

施し，平成31年4月から供用を開始している。なお，天王寺キャンパスにおける上記用途の
スペース捻出に当たっては，既存施設の利用状況等を鑑み，平成29年度の学内会議（資産
有効活用プロジェクトチーム会議）において検討を行い，確保した。

・附属高等学校天王寺校舎教室改修については，平成28年度に実施完了済みである。
※「資産有効活用プロジェクトチーム」とは，本学の組織改編に伴い必要となる施設・設備の有

効活用プランを策定するため，学長のもとに設置された組織。

【配分対象や量】
・平成29年度の学部改組による初等教育過程の天王寺における展開に必要となるスペース（288

㎡ 遊戯室，造形室，研究室），教員養成の既設大学院を平成31年度に教職大学院へ一体化
する取組に必要となるスペース（201㎡ 院生控室）を確保した。

・平成30年度からの大阪市教員養成協働研究講座の開設に向け，天王寺キャンパス中央館に
必要となるスペース（40㎡）を確保した。

【具体的手段】
・資産有効活用プロジェクトチームにおいて，資産の有効活用の観点から，天王寺キャンパス西

館におけるスペースの利用状況を踏まえ，既存スペースの再配分により，保有面積を増やすこ
となくスペースを確保する計画とした。

・資産の有効活用の観点から，天王寺キャンパス中央館におけるスペースの利用状況を踏まえ，
既存スペースの再配分により，保有面積を増やすことなくスペースを確保した。

【達成状況・達成時期】
・平成29年度に資産有効活用プロジェクトチームにおいて，初等教育講座及び教職大学院に必

要なスペース（計489㎡）を検討し，確保した。また，これらのスペースの改修設計業務を完了し，
平成30年度に工事を行い，平成31年度から運用開始している。

・大阪市教員養成協働研究講座については，中央館で確保したスペースにおいて，平成30年4月
から事業を開始した。

整備方針 活用方針
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南河堀町団地

① ゾーニング計画

・整備方針と適合するゾーニングの設定

・教員養成及び教育・学習支援人材養成機能における広域拠点的な役割
の実現や、地元の教育委員会や学校現場との密接な連携を図るため、
適切にゾーニングを設定するとともに、外部からアクセスしやすい正門
周辺を「教育研究ゾーン」として設定する。

・利用目的に応じて、「教育研究ゾーン」や「附属学校ゾーン」等に適切に
分節するとともに、各ゾーンの中に緑地を適宜取り込むことにより、将来
の変化に対し柔軟に対応できるゾーン設定とする。

・キャンパスにおける普遍的要素の明確化に基づくゾーンの設定

・都市型キャンパスとして、将来の変化に柔軟に対応しつつ、どの時代に
おいても憩いの空間（緑地等のパブリックスペース）を確保する。
そのような憩いの空間を「変えてはいけないもの」として設定するととも
に、団地内に点在している老朽建物やプレハブ建物等を「変えていくも
の」として設定し、各ゾーンへの整理・集約化を図る。

・適正なゾーンの構成、規模等の設定と配置

・車両進入区域を各門から外周沿いに設定することにより、キャンパス内
部の幹線道路は主に歩行者用として利用することとしており、広場等の
パブリックスペースが幹線道路と連続するよう配慮している。

・将来需要や長期的視点による有効かつ戦略的な敷地の活用

・大阪アドバンスト・ラーニング・センターを拠点とした教員養成に係る地域
連携プラットホームを構築するための施設用地を「教育研究ゾーン」内の
西館と中央館の間のパブリックスペースに設定する。

・連合教職大学院における教育委員会や学校現場との密接な連携の下で
の教員養成や現職教育の充実、大阪市との連携による現職教員向けの
研修事業等の展開、公開講座を初めとした本学のリソースを活かした地
域貢献等をさらに充実していくため、都市型キャンパスとして、地域から
のアクセスに配慮した敷地利用とする。

・敷地の利用密度を高めるため、団地内に点在している老朽建物やプレ
ハブ建物等の整理・集約化を図る。

・キャンパス内における放送大学や地元教育委員会等との連携の促進の
ため、天王寺駅からアクセスしやすい正門周辺に「教育研究ゾーン」を配
置している。

ゾーニング図

教育研究ゾーン

共通ゾーン

附属学校ゾーン

運動施設ゾーン

運動施設ゾーン

P

保存樹木

保存樹木

保存樹木

公共交通機関よりのアクセス

公共交通機関
よりのアクセス
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南河堀町団地

② パブリックスペース計画

・環境と調和する質の高いパブリックスペースづくり

・ 都市型キャンパスとして、将来の変化に柔軟に対応しつつ、
どの時代においても交流を生み出しキャンパス生活を豊か
にする空間として緑地等の憩いの空間を作り出すこととして
いる。

・都心に位置するキャンパスとして、キャンパス内の憩いの
空間は都会のオアシスとも評価されるものであり、将来的
にもスペースを確保し、快適な空間づくりを行うこととする。

・地域景観との調和に配慮するため、将来的にもキャンパス
周辺部の植栽は可能な限り維持する計画とする。

・多様な効果を生み出す広場、モール、緑などの空間構成要素
の活用

・学生・教職員や地域利用者などの多様なコミュニケーショ
ンを生み出す場として、キャンパス内に人々が集う緑豊か
な広場を設ける。

・都市型キャンパスとして、ゆとりと潤いを創出するため、既
存樹木を可能な限り維持するとともに、主要動線や広場等
の緑化を推進する計画としている。

・多様な利用者のためのユニバーサルデザイン

・大学を訪れる多様な利用者に配慮し、バリアフリー化とあわ
せて、ユニバーサルデザインを推進することとする。特にサ
イン計画として、統一感があり、分かりやすく、変化にも対
応しやすいサインを適切な場所に設置する計画とする。

中央館前パブリックスペース 西館・中央館棟間パブリックスペース
（合築施設建設予定地）

附属中高前パブリックスペース 附属中高前 保存樹木
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・安心で快適な移動空間づくり

③ 動線計画

・校舎敷地内では車両進入区域を各門から外周沿いに設定することに
より、できるだけ歩車分離をはかる計画とする。また、キャンパス内部
の幹線道路は主に歩行者用として利用する計画とする。

・車両進入区域を各門から外周沿いに設定することにより、キャンパス
内部の幹線道路は主に歩行者用として利用することとしており、広場
等のパブリックスペースが幹線道路と連続するよう配慮している。

・明瞭性と利便性の高い動線計画

・キャンパスの進入口を「教育研究ゾーン」と「附属学校ゾーン」に分
け、それぞれ周辺道路の交通に配慮し、外部からアクセスしやすい
位置としている。

・キャンパス内部の幹線道路及び支線道路は主に歩行者用として利
用することとしており、適宜インターロッキングなどを用いて舗装する
こととしている。

・校舎敷地内では車両進入区域については、各門に守衛を配置する
ことにより、騒音防止や路上駐車の抑制等に努めることとしている。

・将来的な需要を再確認の上、敷地の有効活用を 図る必要がある。

・環境にやさしいキャンパスの移動環境

・校舎敷地内の車両進入区域を各門から外周沿いに設定し、キャンパ
ス内部の幹線道路を主に歩行者用として利用することにより、構内
を移動する車両を抑制している。

南河堀町団地

教育研究ゾーン

共通ゾーン

附属学校ゾーン

運動施設ゾーン

運動施設ゾーン

P

保存樹木

保存樹木

保存樹木

公共交通機関よりのアクセス

公共交通機関
よりのアクセス

大阪教育大学 キャンパスマスタープラン 202562



第３章 キャンパス・フレームワークプラン

・調和のとれた景観形成とアカデミックな環境の醸成

・将来施設を計画する際には、キャンパス内の既存施設の空間軸や壁面線を考
慮した配置計画とする。

・デザインガイドラインとして、新増築・改修等の際には、既存施設との調和を図
るため、外壁等の色彩を既存施設と同系色にすることとしていたが、今後は敷
地周辺の都市アメニティを高める計画とする。

・建物同士の隣棟間隔に配慮し、バランスのよい空間密度にするとともに、建物
間の外部空間を各ゾーンの目的に応じて、緑豊かな広場や憩いの空間などに
有効活用することとしている。

・利便性と機能性を向上させる施設配置

・団地内に点在している老朽建物やプレハブ建物等の整理・集約化を図ることに
より、土地の利用密度を高め、将来施設の増改築用地を戦略的に確保する。

・実践型教員養成の展開を目指すため、新棟の建物配置は現職教員や地域利
用者の利便性に配慮し、できるだけ正門に近い場所とし、隣接する建物相互の
機能関連にも配慮した施設配置とする。

・西館・東館の間に計画している新棟内に教育学研究科、教職大学院、博士課程
（創設予定）の協働学習室を配置することで、キャンパス内を有機的に結合し、多
職種による共創を促す計画としている。

・共同利用施設・諸設備の集約的配置

・西館において，小中高等学校の教科書に載っている実験の他、課題研究やＳＳ
Ｈ、科学クラブの活動に対応できる実験機器・教材を配置し，実験室の貸出や，
大学教員による機器を用いた実験に関する指導助言を行っている。また、３大
学（近畿大学、関西大学、大阪教育大学）がタッグを組み連合教職員大学院を
実施している。

・外部からのアクセスがよい中央館に放送大学を配置するとともに、大阪市教育
委員会との協定により大阪市教員養成協働研究講座を設置・運営している。
また、西館においては、大阪市との連携拠点を設置し、地域が抱える教育課題
の調査研究や、現職教員の資質向上のための研修事業を行っている。

④ 建物配置計画

・サステイナブルな環境のための計画づくり

・都心の都市型キャンパスであり、大阪市条例により新増築時には緑化率の規
制を受けるが、ヒートアイランド対策としても有効であるため、既存樹木を維持
しつつ、可能な限り緑化を図ることとしている。

・サステイナブルな建築のための計画づくり

・キャンパス環境の適切な維持と持続的発展を推進するため、全学的な会議と
して施設マネジメント委員会を設置している。大学の教育研究や財務の戦略
と整合性を図りながら施設マネジメントを実施できるよう、施設マネジメントを
経営者層によるトップマネジメントとして制度的・組織的に位置づけ、学内の
情報や要望を十分に活用しつつ、大学経営の観点から機動的に意思決定を
行いつつ、施設マネジメントの実施に関するＰＤＣＡサイクルを確立し、取組を
継続的に改善することとしている。また、節電や省エネルギーについては省エ
ネルギー推進委員会のもと、ecoキャラバン（省エネキャンペーン）を行うなど、
サステイナブルな取り組みを実行している。

・キャンパス環境の持続的発展を図る仕組みづくり

・本学のエネルギーの消費割合は、電気８１％・ガス１９％となっており、エネル
ギー消費原単位を年１％以上削減する目標であるため、削減効果の大きい
照明器具のＬＥＤ化への転換や受変電設備の高効率化を行う計画としている。

電力需給の調達においても、環境配慮契約法に基づく調達として、電力会
社のＣＯ２排出係数の設定基準の見直しを行い、調達する電力の消費に伴う
温室効果ガスの削減を行う計画としている。

エネルギー使用量のより正確な実態把握のため、ガスメーターを従来のも
のからデマンド計測器付きのものへの更新を計画する。

・電力需要の削減を図るため、電力監視システムの活用を行い、ピークカット
等対応できるように、電力需要の可視化をより一層図る計画としている。

空調機の更新改修を行う際に部屋の使用用途・使用時間等を勘案し、個別
システムとするかマルチシステムとするかを選択する。

・空調機にGHPを採用することにより、機器単体でのイニシャルコストは上が
るものの設置にかかるトータルのイニシャルコストを抑え、高効率機器の採
用によりランニングコストの増加を抑える。

⑤ サステイナブルな環境・建築計画

南河堀町団地
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2020年以降はコロナのためecoキャラバンは行えておらす本資料を配布している

第３章 キャンパス・フレームワークプラン

ecoキャラバン資料（2019）

・キャンパスのエネルギー消費と需要の把握に基づく計画づくり

⑥ インフラストラクチャー計画

・本学のエネルギーの消費割合は、電気８１％・ガス１９％となっており、年１％以上
のエネルギー消費原単位を削減するため、削減効果の大きい照明器具のＬＥＤ化
への更新転換や受変電設備の高効率化を行う計画としている。
電力需給の調達においても、環境配慮法に基づく調達として、電力会社のＣＯ２排
出係数の設定基準の見直しを行い、調達する電力の消費に伴う温室効果ガスの
削減を行う計画としている。
空調機の更新改修を行う際に部屋の使用用途・使用時間等を勘案し、対応するシ
ステムやエネルギーについての検討を行い整備する計画としている。

・空調機にGHPを採用することにより、エネルギー使用の合理化と電力需要の平準
化を考慮し、機器単体でのイニシャルコストは上がるものの設置にかかるトータル
のイニシャルコストを抑え、高効率機器の採用によりランニングコストの増加を抑
える等の検討を行う。

・柔軟性を持つインフラストラクチャー計画

・受変電設備は設置後３０年以上経過したものが多く、電力需給を改善するため、電
気室単位で変圧器等の集約やトップランナー機器の導入を行う計画としている。

・空調機器については、代替えフロン対策等将来的に柔軟性を持った更新計画を組
めるよう個別システムで対応すべき部分とマルチシステムで対応可能な部分に区
別検討し整備計画を行う。
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松崎町団地（天王寺地区）のフレームワークプラン

近接する大学、附属中学・高校との連携を強化した実践教育の充実を図ります。
・経過年数60年前後の主要施設の建替を含めた総合的な施設整備
・地域の防災拠点（避難所）としての施設整備
・都心の立地を活かした敷地の有効活用

①ゾーニング計画
〇小中高一貫教育に対応する環境整備

②パブリックスペース計画
〇誰もが利用しやすいバリアフリー化を含めたユ

ニバーサルデザインの推進

③動線計画
〇防災動線の確保
〇避難所開設時における教育活動との動線分離

④建物配置計画
〇教室と廊下の一体利用による参観・見学スペー

スの確保

⑤サステイナブルな環境・建築計画
〇地域の防災拠点として災害時にも機能する施

設・設備の整備
〇使用エネルギー源の分散化による災害時のエ

ネルギー確保
〇高効率機器への転換や省エネ対策の施設改修

による環境負荷の軽減

⑥インフラストラクチャー計画
〇計画的なインフラ施設の更新と防災機能の向上
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緑丘１－５団地（池田地区）のフレームワークプラン

緑豊かな屋外空間を活かした、ゆとりある附属学校の施設機能の向上を図ります。
・社会要請による先進的な教育環境の実現や、施設の経過年数に対応する総合的な施設整備
・小学校、中学校、高校の連携・交流を進める施設整備
・地域の防災拠点（広域避難地）としての施設整備

①ゾーニング計画
〇小中高一貫教育に対応する環境整備

②パブリックスペース計画
〇誰もが利用しやすいバリアフリー化を含めた

ユニバーサルデザインの推進
〇学生食堂や屋外空間を活かした児童・生徒

の交流空間の創出

③動線計画
〇防災動線の確保
〇広域避難地開設時における教育活動との動

線分離

④建物配置計画
〇教室と廊下の一体利用による参観・見学ス

ペースの確保

⑤サステイナブルな環境・建築計画
〇地域の防災拠点として災害時にも機能する

施設・設備の整備
〇使用エネルギー源の分散化による災害時の

エネルギー確保
〇高効率機器への転換や省エネ対策の施設改

修による環境負荷の軽減

⑥インフラストラクチャー計画
〇計画的なインフラ施設の更新と防災機能の

向上

P

P
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PP

P

P

流町団地（平野地区）のフレームワークプラン

駅前立地の利便性を活かした、地域のシンボルとなる附属学校の施設機能の向上を図ります。
・社会要請による先進的な教育環境の実現や、施設の経過年数に対応する総合的な施設整備
・小学校、中学校、高校の連携・交流を進める施設整備
・地域の防災拠点（避難所）としてハザードマップによる浸水高さを考慮した施設整備

①ゾーニング計画
〇小中高一貫教育に対応する環境整備

②パブリックスペース計画
〇誰もが利用しやすいバリアフリー化を含めた

ユニバーサルデザインの推進
〇中庭整備による児童・生徒の交流空間の創

出

③動線計画
〇防災動線の確保
〇避難所開設時における教育活動との動線分

離

④建物配置計画
〇教室と廊下の一体利用による参観・見学ス

ペースの確保

⑤サステイナブルな環境・建築計画
〇地域の防災拠点として災害時にも機能する

施設・設備の整備
〇使用エネルギー源の分散化による災害時の

エネルギー確保
〇高効率機器への転換や省エネ対策の施設改

修による環境負荷の軽減

⑥インフラストラクチャー計画
〇計画的なインフラ施設の更新と防災機能の

向上
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第３章 キャンパス・フレームワークプラン

P

喜連団地（平野地区）のフレームワークプラン

大学カリキュラムとの連携を強化した実践教育の充実を図ります。
・既存施設を有効に活用した機能充実
・児童生徒や保護者、地域との交流・連携を進める施設整備
・地域の防災拠点（避難所）としてハザードマップによる浸水高さを考慮した施設整備

①ゾーニング計画
〇大学との連携強化による機能配置

②パブリックスペース計画
〇誰もが利用しやすいバリアフリー化を含めたユニ

バーサルデザインの推進

③動線計画
〇防災動線の確保
〇避難所開設時における教育活動との動線分離

⑤サステイナブルな環境・建築計画
〇地域の防災拠点として災害時にも機能する施

設・設備の整備
〇使用エネルギー源の分散化による災害時のエネ

ルギー確保
〇高効率機器への転換や省エネ対策の施設改修

による環境負荷の軽減

⑥インフラストラクチャー計画
〇計画的なインフラ施設の更新と防災機能の向上
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３－５ 学校施設のバリアフリー化計画

第３章 キャンパス・フレームワークプラン
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令和２年５月、高齢者、障碍者等の移動等の円滑化の促進に関する法律（以下
「バリアフリー法」という。）及び同法施行令の一部改正により、一定規模以上
の新築等を行う場合に建築物移動等円滑化基準（以下「バリアフリー基準」とい
う。）の適合義務の対象となる特別特定建築物として、公立の小中学校等が新た
に位置づけられた。既存の当該建築物についても同基準の適合の努力義務が課せ
られることとなったことから、学校施設のバリアフリー化をより一層推進してい
く必要性が高まっている。

３－５－１学校施設のバリアフリー化について ３－５－４学校施設のバリアフリー化に係る基本方針
●誰もが利用できるトイレ
・生活様式や児童のニーズ等を踏まえた便所を計画する。
特に避難所に指定されている施設においては、高齢者等の利用を踏まえた多様
な便所を計画する。

・障害のある児童生徒等の利用に配慮した計画とし、車いす使用者用便所を設置
する。
車いす使用者便所の出入口や通路について、車いす使用者の通行が可能な幅員
を確保する。

・床面は滑りにくい仕上げとする。
・便所の出入口に戸を設ける場合には円滑に利用できる仕様とする。
・小便器の一個以上は、床置式又は壁掛式低リップとし、手すりを設置する。

●移動しやすい屋内通路
・屋内の通路は、滑りにくい仕上げとし、必要に応じ、滑り止めを設ける。
・できる限り段差を設けず、やむを得ず段差が生じる場合は、適切なスロープ等
を設置する。

・安全かつ円滑に利用できる幅員を確保する。
・床と壁の立ち上がりの境を視認しやすくするため、床と壁の仕上げは、色相や
明度、勾配、手すりの設置等に配慮する。

●建物に出入りしやすい昇降口、玄関
・昇降口、玄関は滑りにくい仕上げとし、車いす使用者の通過を妨げるような段
差を設けず、必要かつ十分な幅を確保し、やむを得ず段差が生じる場合は、適
切なスロープ等を設置する。

・出入口の前後には、車いす使用者が方向転換できるスペースを確保する。
・昇降口、玄関の戸は、開閉しやすい形式のものを設置する。
・昇降口、玄関の戸のガラス等は、衝突時の事故防止等に配慮する。

●利用しやすいエレベーター
・エレベーターの間口、かごの形状・大きさ、操作盤の位置、手すり等は、障害
のある児童生徒等の利用に配慮して設置する。

・乗降ロビーは、前面に車いす使用者が回転できるスペースを確保する。

●完了時期については、増築時に接続された建物間において高低差があるなどの
技術的な課題があることから、大規模改修と合わせたバリアフリー化を目指す。

バリアフリー化を推進していく際、特にエレベーターの設置にあたり、工事に
合わせて既存建物の現行法令に適合するための対応が必要である。また、設置後
は定期的な点検・部品交換が必要となり、学内予算による維持管理費の継続的な
確保が必要となる。しかしながら、既存施設の老朽化対策に必要な工事費も物価
や人件費の上昇に伴い、年々増加しており、学内予算の確保も厳しい状況である。

そのため、本学におけるバリアフリー化に関する整備計画としては、施設整備
費補助事業による大規模改修に合わせたバリアフリー化を図るものとする。

●バリアフリートイレ
本学において避難所に指定されているのは、天王寺小学校の体育館、平野中高
体育館、特別支援学校の体育館であり、建物内もしくは隣接して設置済である。

●スロープ等による段差解消
本学において、「門から建物の前まで」と「昇降口・玄関等から教室等まで」、

全ての学校に整備済みである。しかし、増築時に接続された建物によっては、
人による補助が必要な場合が今後発生する可能性がある。

●エレベーター
本学において、特別支援学校に要配慮児童生徒等が在籍している。体育館のア
リーナは1階であるが、中学校と高校の校舎は2階建てであるため、特別支援教
育支援員や教職員等、人による補助や要配慮児童生徒等の移動が生じない工
夫が必要である。

３－５－２本学におけるバリアフリー化の状況

３－５－３学校施設のバリアフリー化について



第４章 キャンパス・アクションプラン

キャンパス・フレームワークプランにおいて設定した基本方針に基づくサ
スティナブルキャンパスの実現のために、具体的な中期整備計画として、ア
クションプランの立案を行います。
アクションプランには、キャンパス整備の目標達成を牽引するリーディン

グプロジェクトと、キャンパスの整備・運営として取り組む資産有効活用が
あり、それぞれの実現に向けた、整備計画を検討します。

キャンパス整備の方針

４－１ リーディングプロジェクトの設定

リーディングプロジェクトは、キャンパス整備の目標に対して、その達成
のために最大限の効果を発揮する施設の整備を推進します。

維持管理、保全

改良 第３章

キャンパス・フレームワークプラン

◆６つの基本方針

◆団地別フレームワークプラン発展

第４章

キャンパス・アクションプラン

4-1 リーディングプロジェクトの設定

4-2 資産有効活用の検討

4-3 柏原キャンパス改修計画の概要

キャンパス整備の目標

日本の教育大学・教育学部の核となる組織＝教員養成における広域拠点の実現

“教育の総合大学”にふさわしい、グローバル化など総合性を育む基盤教育の質的充実

地域の教職養成と再教育、教育委員会などの関連機関と連携した実践的教育拠点

附属校を最大限に活用し、先進的かつ実践的な地域の教員養成拠点

目標達成のための施設整備

大学の機能強化につながる改革の体現

①先端教育を担うヘッドオブクォーター機能の整備
・学科編成による大学教育・研究施設の充実
・地域教育研究・協働拠点としての機能強化
※柏原キャンパスでは既存校舎を活用し、天王寺キャンパスでは新校舎整備
にて展開します。以下4-1-1では、天王寺キャンパスでの展開イメージを記載。
②基幹・環境整備
・柏原キャンパスにおける教育環境の整備・改善
・老朽化するライフライン等の整備

第４章 キャンパス・アクションプラン
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団地別フレームワークで設定した基本方針と６つの計画（ゾーニング、パブ
リックスペース、動線、建物配置、サスティナブルな環境・建築、インフラス
トラクチャー）に基づき、各キャンパスが保有する土地及び施設等の既存資源
について、将来にわたって良好な資産として継承できるよう、キャンパスの整
備・運営を図り、既存資源の有効な活用を進めています。
一例として、退職教員の研究室を全学共有スペースとして取り扱い、研究・ゼ
ミ等でスペースが必要な教員等に必要な手続きを経て有償で使用許可している。
年間、50件（約400万円）程度の使用実績となっている。

４－２ 資産有効活用の検討

既存施設において、当初の水準以上の整備を行い環境負荷の低減や機能の向上を
図るとともに、新たな機能を創出するための既存施設のイノベーション、コンバー
ジョンを進めるなど、施設の改良・発展につながる施設整備を図るとともに、建築
設備では高効率機器への転換を図り、省エネ効果に配慮した施設改修（LED照明へ
の改修等）による環境負荷の低減を進めています。

（１）環境整備

キャンパス内の緑地の維持保全につとめ、構内の道路・歩道・駐車場等の
屋外空間や良好な景観の形成に寄与する環境整備を図ります。
柏原キャンパスは、国定公園内に立地するキャンパスとして、緑地の維持

管理とともに、敷地内の急傾斜地の整備を行い、法面保護や落石防止などの
構内の安全性を確保する環境整備を行っています。また、キャンパス内にシ
ニア自然大学校の調査研究部森林文化科の研究フィールドを設けており、
フィールドの間伐による、植生調査や樹林整備を行っています。
池田地区（緑丘１－５団地）は、敷地内の緑豊かな屋外空間を活用し、校

地内の緑地の保全・育成を図っています。
都心に立地するキャンパス（天王寺地区・平野地区）では、構内のうるお

い空間である緑地の充実のため、緑化推進を図っています。

■柏原キャンパスの森林状況
柏原キャンパスの地質は新第三紀の安山岩あるいは同質

の火砕岩類から成り立っています。キャンパス内には岩が
露出した箇所も見られ、造成で新たに築かれた法面も砕石
で盛られています。
山林は急峻な斜面からなり一部ではオーバーハングした

崖もあり、頂上近くに浮石が存在するなど不安定要素が多
くあります。なお、保存林全域に渡って樹冠率が高く、受
光面が高くなる傾向にあり、そのため樹木は光を求めて細
長く成長し長径比が高く貧弱な林相をなっています。
これらの複合的な要因から倒木が発生するなど、山林部に
おいては異常気象（ゲリラ豪雨など）に対応する耐力が
劣っている箇所が多くなっています。

（２）施設整備

１） 施設の多機能化整備

柏原キャンパスや天王寺地区の南河堀町団地の大学施設では、既存施設におい
て可変性のある弾力的な施設整備を図り、施設の多機能化によって生じるスペー
スの再配分など施設の有効利用を図っています。

２） 災害時対応の施設検討

大学キャンパスにおける災害対策としては、「ＢＣＰ対策マニュアル」 にお
いて避難場所を想定していますが、状況に応じて安全な場所へ避難することも必
要となります。大地震時に帰宅手段などの安全が確認されない場合は、無理に帰
宅させないことから、帰宅困難（帰宅距離が20km以上）となる教職員、学生に対
して一時的な滞在が可能となる施設等の整備を検討しています。また、八尾市役
所と協定書を結び、八尾市民の一時的な滞在が可能となる施設として山本宿舎
（八尾市内に設置）を指定しています。
災害時の避難所に指定されている天王寺地区の松崎町団地、平野地区の流町団

地、喜連団地においては、地域の防災拠点として災害時にも機能する施設、また、
池田地区（緑丘１－５団地）では災害時の広域避難所の指定を踏まえた防災備蓄
倉庫・受水槽の整備を検討しています。

これらに対応するためにも、斜面や山林の地盤が持つ「保水力」「地盤の
安定性」を高める整備が急務となっており、検討が必要となっています。

地域社会との協働や地元住民との交流機会の場として、一般市民参加のイベン
トや公開講座の開催、キャンパスの一部開放等を実施しており、これらの活動を
通じて社会貢献を図るとともに、学内外の利用者を想定した交流空間の整備を進
めています。
柏原キャンパスでは、柏原市・柏原市教育委員会との共催による「柏原シティ

キャンパスマラソン」の会場としてキャンパスを使用しており、約1000人の市民
ランナーが参加するイベントとなっています。構内道路がマラソンコースに設定
されていることから、道路の安全性の確保につとめています。また、キャンパス
の森林部分の活用による「森林体験学習」（柏原市近隣小学生対象）の実施や
「グリーンアドベンチャー」の常設コースが設置・公開されており、社会貢献活
動に利する学習環境等を考慮した環境整備を図っています。

（３） 社会貢献
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４－３ 柏原キャンパス改修計画の概要

４－３－１ 整備の方向性
柏原キャンパスに令和元年度からインフラ設備の再整備に取り組んでおり、今

後は建物の全面改修を行う必要があります。柏原キャンパスの建物は移転統合に
合わせて同時期に建設されているため、経年による改修時期は重複しますが、改
修を実施している間、建物が使用できず、教育・研究への影響が大きいため改
修の実施時期を平準化する等、教育・研究への影響を低減するよう計画的に整備
を行う必要があります。そのため、柏原キャンパス整備における基本方針を以下
の 通りとし、計画的に実施します。

〇基本方針
・キャンパスマスタープランを踏まえ事業年数は２０年とする。
・柏原キャンパスの建物を以下の２グループに分け、それぞれ年次計画を策定し
改修を進める。

グループ１：A棟 ・ B棟 ・ C棟
グループ２：それら以外の建物（音楽棟・美術棟・体育棟・工房棟等）

※ライフラインについては別途、計画的に実施する。

・各室の利用状況の調査を実施し、利用実態を把握することで教育研究スペー
スの機能集約を図る

・機能強化、カーボンニュートラル等について検討を進める。

教育研究
ゾーン

教育ゾー
ン

管理・共通ゾーン

共通ゾーン

寮ゾーン

運動施設ゾーン

緑地ゾーン

教育研究ゾーン
共通ゾーン

柏原キャンパスのイノベーション・コモンズ（イメージ）

令和６〜９年度

令和１０〜１４年度令和１５〜２１年度

令和９〜１５年度

令和９〜１５年度
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第５章 戦略的な施設マネジメント

国立大学の施設は経営資源の一つであり、厳しい財政状況の中において、
大学の理念やアカデミックプランに基づいたフレームワークプランやアク
ションプランを実現するためには、施設整備においても最小限の投資によっ
て、最大の効果をあげられるよう、戦略的な施設マネジメントを行うことが
必要となっています。

本学の2016年度以降の保守・修繕費の推移をみると、保守費は概ね3,750～
4,450万円/年、修繕費は概ね4,100～6,100万円/年度の範囲で推移しています。

改修計画を実施するには、多額の費用が必要となることから、キャンパス
の機能を維持しつつ、老朽化した施設の更新・維持計画を効率的に行うため、
施設マネジメントと財源確保が非常に重要なテーマとなっています。本学が
求める最適な教育・研究等の効率的な維持管理、持続的運用について中長期
を見通したうえで、施設の長寿命化や省エネルギー、省資源化など、環境へ
の負荷低減に配慮した施設整備を図ります。
施設情報のデータベースなどによって施設情報の正確な把握を行い、劣化

状況や必要性など適正な箇所に適正な施設マネジメントを行います。

第３章
キャンパス・フレームワークプラン 第５章

戦略的な施設マネジメント

5-1戦略的マネジメントの目標

5-2施設の管理・運営の基本方針
第４章
キャンパス・アクションプラン

キャンパス整備の方針 維持・管理・運用の推進体制

５－１戦略的施設マネジメントの目標

５-１-１施設マネジメントの現況と課題

（１） 財務構造・建物状況

本学の2020年度の決算によれば、資産総額は
756億9千万円であり、そのうち土地が560億1千万
円(74％)、建物が113億5千万円(15％)を占めてい
ます。
建物保有面積のうち、築後40年以上を経過する

ものが36％あり、今後10年のうちに建替や長寿命
化改修などの施設改修が必要となります。一方で、
築後20～29年の施設が32％を占めており、施設の
大半が設備などの大規模修繕の実施時期を迎えて
おり、施設の維持管理、保全課題が山積している
状況です。

（２） 施設整備費

修繕費による施設の維持保全
は「事後保全型管理」による施
設管理と考えられます。2020年
度以降は、老朽化施設が増加す
る中で、突発的な不具合の発生
増加も予想されることから、
「予防保全型管理」への移行し、
トータルコスト削減と施設の安
定的利用を可能とする、予防保
全を取り入れた施設の計画修繕
を進めます。また、修繕費につ
いては増額する必要があります。

５-１-２施設マネジメントの目標

社会要請に応える教育・研究環境の維持・向上

安定した利用が可能な施設の実現

施設の老朽化が進行する中で、突発的な不具合の発生を未然に防ぎ、災害
時においても安全で安定した学習環境を確保できるよう「予防保全型管理」
を進めます。
施設を継続して安定的に利用できることで、教育・研究環境の安全性を確

保し、施設等を学生や生徒、児童、園児らが安心・安全に利用するために、
その老朽化箇所の点検や修繕、改修、建替などについて、予防保全に移行し
た施設の計画修繕を進めます。

10年未満
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32%

30～39年

26%

40～49年
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50年以上

32%
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資産構成
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本学は、保有するキャンパスや施設を教育、研究、社会貢献等の活動に効
率的に利用・活用するため、利用実態や利用者ニーズに応じて、スペースの
再配分や施設の機能・環境を一定水準以上に維持しつつ、本学にふさわしい
施設環境を持続的に運用し、新たなニーズ等に対応する施設整備をするため、
施設マネジメントの基本方針を次の通りとします。

５－２施設の管理・運営の基本方針

５-２-１施設マネジメントにおける視点の明確化

マスタープランを実現し、施設の運用・維持管理を持続的に行ってい
くため、次の４つの視点に基づき、戦略的かつ効率的に施設マネジメン
ト実施します。

グローバル化・高度化・多様化など教

育・研究に対応する機能性や施設利用

者の快適性・利便性の確保など、変化

に対応する施設水準の向上を図ります。

施設・スペースにおいて、その利用・活

用状況の調査・把握を行い、目的や用

途に応じた施設の利用度（利用率）を

踏まえて、既存スペースの適切な配分

や管理を行います。

施設の維持管理において、安全性の

確保は最も優先される課題であり、施

設の老朽化や劣化状況に対応して、事

故防止、防災等の観点からも緊急性に

応じた施設整備を図ります。

施設整備に係る費用を管理し、保有施

設の資産価値の維持・向上を図るとと

もに、コスト縮減への取組みを進め、戦

略的に財源の確保を図ります。

クオリティ スペース

リスク コス ト

５-２-２施設マネジメントの見える化

マスタープラン2022を具現化し、運用していく本学の教職員が、それ
ぞれの視点で点検・評価を行えるよう、施設・設備整備等の進捗状況の
情報の「見える化」を図ります。施設・設備の整備・管理・利用状況、
エネルギー利用状況など、必要な施設情報の集約・共有により、施設・
エネルギー利用の効率化、施設整備・維持管理等に対する意見、改善等
の提案を可能とすることにより、教育・研究環境等の改善や質の向上、
施設マネジメントに対する意識向上を進めます。

５-２-３施設マネジメントモデルの構築

施設マネジメントの実施に当たっては、ＰＤＣＡサイクルを確立し、取
組を継続的に改善していくことにより、教育研究環境の持続的向上を図る
仕組みを構築することが必要です。

Plan：マスタープランに基づき、施設に関する情報や要望を踏まえて教育
研究等にもたらす効果を想定し、施設整備・管理目標を設定するとともに、
教育研究等にもたらす効果の評価指標を設定します。

Do：既存施設の現状を把握し、施設整備・管理目標を達成するための実施
方策を検討します。その結果に基づき、財源確保の方策も踏まえ、施設整
備計画・施設修繕計画等の中期的な行動計画を策定し、事務部局に対して
実施方策の遂行を指示します。

Check：実施方策の遂行後、その進捗状況を確認するとともに、評価指標
により、当初想定した教育研究等にもたらす効果の検証・評価を行います。

Action：検証・評価の結果は、次に教育研究等にもたらす効果想定の際に
活用します。

●ＰＤＣＡサイクルの確立

PlanAction

DoCheck

教育研究等にもたら

す効果の検証・評価

反 映

教育研究等にもたらす効果の想定
施設整備・管理目標の設定

評価指標の設定

実施方策の遂行
施設の整備、維持管理
既存施設の有効活用等

実施方策の検討
（クオリティ・スペース・コストの視点）

財源の確保

中期的な行動計画の策定
（施設整備・修繕計画等）

大学全体
の情報

施設の整備・
管理目標

に関する情報 財
務
の
現
状
・
将
来
予
測

情
報
を
活
用
し
た
経
営
判
断

施
設
情
報
・
施
設
要
望

キャンパスマスタープラン

大学の理念
アカデミックプラン
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施設マネジメントを推進するために、具体的な取組みを以下の通りとします。

●柏原キャンパス改修状況

５－３施設マネジメントの具体的な取組み事項

５-３-１施設の利用・活用状況調査

効果的な施設マネジメントを実践するため、はじめに施設の老朽化・
劣化度、教育・環境のニーズ・動向、利用・活用等の現況調査を行って
います。本学が保有し、利用している全ての施設を建物別・必要に応じ
て部屋別に整理し、これらの調査を毎年実施し、データベース化を図る
ことにより、施設の現状把握に引き続き努めます。

エスカレーター・改修前

（１）施設整備の優先順位
文部科学省で策定中の次期施設整備5か年計画の中間報告では、重点

的な施設整備として「安全・安心な教育研究環境の基盤の整備」「国立
大学等の機能強化等変化への対応」「サステイナブル・キャンパスの形
成」が挙げられています。

機能・安全面に

深刻な影響

機能・安全面に

やや深刻な影響

機能・安全面に

軽微な影響

サービス的

要素

准義務的

要素

軽微な影響

義務的

要素

低← 評価 →高
教育・研究等における重要度

緊
急
度

低
←

評
価

→
高本学においても、この方

針に沿った施設整備を進
めます。整備にあたって
は、老朽化、耐震性能、
防災性能、基盤設備（ラ
イフライン）更新等を安
全性の指標とする優先度、

教育研究の効果や社会的ニーズを定量的に
表現した指標による優先度、エネルギー消
費量の低減や資金調達面での優先度等によ
り、整備順位を決定しています。

一方で、学生にとって1日の多くの時間を過ごす学校施設における魅
力向上は、学校生活の満足度を向上させるとともに、新たな学生募集
の訴求効果に影響する大きな要素です。特に、全ての学生・教職員が
毎日利用するトイレは、設備の老朽化や機能の陳腐化・生活スタイル
の変化への対応、改善が求められる施設となっており、柏原キャンパ
スでは、教育・研究施設の改修整備を進めることにより、施設の快適
性の向上によって利用者の満足度を高め、募集強化へつながる施設整
備を順次、図っています。

改修後

Ｂ棟女子トイレ・改修前 改修後
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５-３-２スペースマネジメント
施設実態調査の実施によって利用・活用状況の把握を進めています。

今後、施設実態調査結果を踏まえ、教育研究等のニーズ・動向に合わせ
たスペースの集約、統合や再配分を柏原キャンパス・天王寺キャンパ
ス・天王寺地区・平野地区・池田地区ごとに検討することになっていま
す。また施設整備や利活用状況等に合わせて適宜スペース種別の見直し
を行うなど、現場の意見を反映できうるスペースマネジメントを行いま
す。

（１）多様な財源の活用

５-３-３施設整備費等の財源確保とコスト縮減に向けた取組み

厳しい財政状況の中で、今後の施設整備については、施設マネジメン
トの取組により既存施設を最大限に有効活用しつつ、多様な財源の確保
を図り整備コストの縮減につとめることとしています。

（２）維持管理費の財源確保

本学の現状の修繕費では、保有する施設等の予防保全による修繕・改
修や、適正な施設環境の水準・機能維持、利用者のニーズへの適切な対
応が困難なことから、必要な維持管理費を確保するため、施設利用者の
受益者負担によるスペースチャージやエネルギーチャージ等によって、
修繕・維持管理に係る改修費用を計画的に積み立て、執行できる予算制
度の導入につとめます。

（３）長寿命化対策を重視した維持管理
本学及び国の予算情勢の厳しい中では、築年数が50年を超えているか

らと言って全て施設を更新することは困難であることから、既存の施設
を長期的に安全に使用できるよう、長寿命化を図るなどの取組みが必要
となっています。なお、施設の更新検討にあたっては、中長期的なコス
トに留意しつつ、建設投資の軽減化と毎年度の財政負担の平準化を目指
す必要があります。
また、長寿命化を図るためには、施設等の老朽化の進行に備え、学生

や児童、園児らが安心し安全に施設利用できるように、施設の点検体制
の充実を図り、施設の不具合が発生する前に予防的に施設の改修や機器
の更新等を行う仕組みを構築する必要があります。

国の予算情勢の逼迫から施設費補助金や自己収入だけでは十分な施設
整備を実施できないことが予想されるため、他省庁の補助金、ESCO事業、
民間資金、設備受託契約、ネーミングライツ等の多様な財源を積極的に活用
し、整備を行います。

一例としまして、インフラ長寿命化計画に基づく大学全体のインフラ予防保
全等の施設整備をより一層推進するため、ネーミングライツ制度を導入し、
その第一弾として「東京書籍Edu Studio」を締結した。
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（４）予防保全型管理の実施

従来の不具合が起こって
から行う事後保全型管理か
ら計画的な予防保全型管理
へと移行を推進することで、
不足の故障や突発的トラブ
ルを回避し予定外出費を防
ぐとともに、施設の安定的
な利用が可能となります。
この施設の安定的な利用に
よって、教育・研究等の利
用環境の向上も可能になり
ます。

対症療法型 予防保全型

現在の修繕・更新のイメージ 今後の修繕・更新のイメージ

今後、更新時期の集中
による費用増大の恐れ

管理費用を縮減
(ピークの抑制)

・修繕費用の平準化
・突発的トラブルの回避

施設の長寿命化にあたっても、これまでの事後保全型管理から予防保全型
管理へと転換することが求められています。適切な予防保全を行うため、点
検、劣化度調査、日常点検等の結果についても、現在進められている施設情
報のデータベースとの連携を図り、一元的に管理、分析、活用できる総合的
なシステムを構築することが重要となります。

５－４今後に向けた施設マネジメントの可能性

施設管理においては、本学にふさわしい施設環境を持続的に運用すること
や、新たなニーズ等に対応する施設整備・活用方針の立案などが本来業務で
あると考えます。しかし、現在の施設管理では、事後保全の対応や現場対応
などが業務の大半を占めており、施設マネジメントの一部しか実施できない
状況にあります。
これらを解消するためにも、施設情報を一元化した施設マネジメントシス

テムの構築を行うとともに、業務フローやモデルを確立し、それに向けた人
材育成や体制づくりを行うことが必要となります。

職員不足
財政逼迫

施設マネジメント
システムの整備

業務フロー･モデルの確立
人材育成･体制づくり
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６－１ カーボンニュートラルの実現に向けた全学的方針

６-１-１ 本学におけるカーボンニュートラルの実現に向けた方針

文部科学省では、カーボンニュートラルの実現に向けた取組についての全
体の方針として、政府実行計画（令和３年１０月）等を踏まえ、新築・大規
模改修に関わらず原則ZEB Oriented相当以上（BEI・BEIm≦0.6）の省エネ
ルギー消費性能の実現を目指していることから、本学においても大規模改修
時における省エネルギー消費性能の基準は、ZEB Oriented相当以上（BEI・
BEIm≦0.6）を目指す。

６-１-２ 削減目標及び達成時期

カーボンニュートラルの実現に向け、2030年度に2013年度比46％削減する
ことを目指し、さらに、50％の高みに向けて挑戦を続けていく。

第６章 カーボンニュートラル

６－２ カーボンニュートラルの実現に向けたロードマップ

キャンパスマスタープランに基づいた性能維持改修、大規模改修
において建物の省エネルギー化を推進し、2030年までに2013年度比
46％を削減することを目指す。さらに、50％の高みに向けて、挑戦
を続けていく。
ロードマップの実現に向けた推進体制として省エネルギー及び温

室効果ガス排出抑制を着実に効果的に推進するため、学長のもと下
図のエネルギー管理体制組織及び温室効果ガス排出抑制推進体制を
整備、運用する。

ロードマップの実現に向けたフォローアップについてカーボン
ニュートラルの推進に当たっては、ＰＤＣＡサイクルを確立し、取
組を継続的に改善していくことにより、着実に実施する。

「平成２８年省エネルギー
基準に準拠したエネルギー消
費性能の評価に関する技術情
報（非住宅建築）」にて建物
の基準一次エネルギー消費割
合が公開されており、大学に
おけるエネルギー消費割合は
右の図の通り、一番多いのは
空調で約50％を占めており、
空調のエネルギー消費量を削
減することが重要となる。

次に多いのは照明で、約
25％を占めています。高効率
なLED照明を採用すれば照明の
エネルギー消費量を60％以上
削減することができる。

６-３-２ 大規模改修時における整備内容と改修工事費の比較検討

エネルギー使用量及び温室効果ガス排出量の削減のため、建築物エ
ネルギー消費性能基準におけるBEI ・BEIm値（一次省エネ基準）0.6
以下を達成するために効果的な整備手法の検討を行ったところ、全熱
交換形換気扇設置、空調改修、照明器具のLED化を行った場合
BEIm=0.51となり、照明器具の明るさ制御、建具改修、屋根や外壁の
断熱化も併せて実施するとBEIm=0.49となるが、工事費も増加する結
果となった。

６－３ カーボンニュートラルの達成に向けた具体的な取組内容

６-３-１ 大学建物のエネルギー消費量の割合

大学建物のエネルギー消費量の割合
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６－５カーボンニュートラルの実現に向けた自己財源等の投入計画

① 自己財源等投入計画の策定・整備について
自己財源等の投入状況および整備についてはP100 財源確保の考え方による。

② 自己財源等による整備内容
自己財源等による整備についてはP102 財源確保の方策による。

③ 予算の確保状況
予算の確保状況についてはP102 財源確保の方策による。

ZEB化に向けた技術について

太陽光発電に
よる再生可能
エネルギーの活用

高効率空調・高効率照明等
による効率的なエネルギー運用

自然換気・外皮性能の向上・自然採光
の活用による必要エネルギーの削減

創エネ
技術

省エネ技術
（効率的なエネル
ギー運用）

省エネ技術
（必要なエネル
ギーの削減）

６－４キャンパス内における施設のＺＥＢ化計画

① 施設整備年次計画（ＺＥＢ化）の策定状況
年次計画についてはP106 表４－７主要な部位の更新年数での更新時期
（機能向上改修を省く）に基づいて実施する。
② ＺＥＢ化の目標水準について
ZEB化の目標水準については2030年までに2013年度比46％を削減目指し、
さらに、50％の高みに向けて挑戦を続けていく。
③ 第５次５か年計画期間（2021 年～2025 年）における整備内容
年次計画についてはP107～108 表４－８大規模改修の実施時期（機能向
上改修を省く）に基づいて実施する。

６－６カーボンニュートラルの取組による地域社会への
貢献状況・波及効果の検証

・ カーボンニュートラルの取組による地域社会への貢献状況・波及
効果の検証

本学の柏原団地は、災害時の防災拠点として、柏原市、大阪府柏
原警察署、柏原羽曳野藤井寺消防組合と「災害時における大学施設
の一時使用に関する協力協定」を結んでおり、災害時、電力供給停
止の発生時に電力供給可能となるよう創エネルギー（太陽光発電、
蓄電設備）を設置し、通信機器や照明設備等が使用可能とする地域
の防災拠点としての機能を確保した。

６－７ その他の取り組み

・再エネ電力の最大限の導入

政府実行計画に基づき本学が調達する電力について再エネ比率を
２０３０年度までに６０％以上を目指す。
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６-３-３ 大規模改修時における基本的な整備内容

◆予算との兼ね合いで実施するか検討を行う項目

・屋根や壁の断熱化する。

・外部建具改修（窓ガラスはLow-E複層ガラスを採用）

・照明設備の明るさ検知制御導入の検討

※明るさセンサー等により室内の明るさ変動を検知し、室内

が設定した明るさになるよう照明の出力を調整する。

◆必ず実施する項目

・全熱交換形換気扇設置

・高効率な空調設備へ更新

・照明器具をLED照明へ更新



第７章 サイン計画

７－１サイン計画の目的
大阪教育大学（以下「本学」という。）が学生・教職員の他、国内外の来訪

者にわかりやすく、利用しやすいキャンパスとするため、本学におけるサイン
に関する計画（以下「サイン計画」という。）の基本となる方針を定める。

７－２柏原キャンパスにおける課題について

・エスカレーターからの来訪者をターゲットに計画されている。
・自動車等による来学者が増加に伴い、外来者駐車場から各建物へ円滑に辿り
着けるようサイン計画を見直す必要がある。

・配置図へバリアフリートイレやＡＥＤ箇所の追記及び、ＱＲコードの添付。

７－３基本方針

・キャンパスを訪れる人々にとって理解しやすく、アクセスしやすい計画とする。
・適切な位置に適切な情報を表すサインを配置する。
・ユニバーサルデザインに配慮した計画とする。
・災害時に利用する施設や避難ルート等の記載など安全に配慮した計画とする。

柏原キャンパス

北西信号機脇に大学表示がある。

駅からの高架歩道に大学表示がある。

駅からの歩道の先に階段とエスカ
レーターの登り口に門扉があり大学
表示がある。

柏原キャンパス内には学内配置案内
版がある。

学内配置案内により建物への方向表
示がある。

第７章 サイン計画
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７－４サインの設置と目的
柏原キャンパスにおけるサインで、自動車等による来学者のため、外来者駐

車場から各建物へ円滑に辿り着けるようサインを（図７－１朱枠部分）計画す
る。

図７－１柏原キャンパスの全体案内図

駅からのアプローチの門衛所部分
にはサインはないが守衛がいつも
控えている。

エスカレーターを登り切ったとこ
ろには配置図が設置されている。

バス停前に配置図が設置されて
いる。

来客者がよく使う駐車場前に
はサインがないため迷う方が
おり、配置図の設置が必要。

図書館横のスペースに設置され
ている。（体育・スポーツ棟・
工房棟側から入ってこられた方
にはこの配置図で案内出来る。

駅外周道路からの
アプローチ箇所を
示す。
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第２部 インフラ長寿命化計画編



第１章 はじめに

１－１ インフラ長寿命化計画の背景と目的

国立大学法人大阪教育大学（以下、「本学」という。）は、1873年の講習所開
設、1874年の教員伝習所（図１－１）設立以来、１４０年を越える長い歴史を持
つ大学である。本学は、我が国の先導的な教員養成大学として、教育の充実と文
化の発展に貢献し、とりわけ教育界における有為な人材の育成を通して、地域と
世界の人々の福祉に寄与する大学であることを使命としている。長い歴史と実績
を有する一方で、近年では、2015年度に連合教職大学院の設置、2017年度に教育
協働学科の設置、2019年度に教職大学院の改革を実行する等、常に時代に応じた
特色ある教育を行うための機能強化を推進している。今後も、学長のリーダーシ
ップのもと、教員養成及び教育・学習支援人材養成の広域的拠点として、郊外型
の柏原キャンパス（図１－２）、都市型の天王寺キャンパス（図１－３）、それ
ぞれの強み・特色を活かしながら、全学的な改革を行っていくこととしている。
そのような不断の努力を続ける一方で、本学の施設は着実に老朽化が進行して

いる。本学が自らの使命を果たすためには、今後もこれらの施設を維持し続けな
ければならない。そこで、以下のような背景や目的のもと、本学はインフラ長寿
命化計画（行動計画・個別施設計画）に基づき、教育・研究環境の改善を諮ると
共に老朽化する施設の整備を行うこととしている。

図１－１ 教員伝習所（東本願寺難波別院）

図１－２ 柏原キャンパス（郊外型）

図１－３ 天王寺キャンパス（都市型）
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１－１－１ 背景

本学は、柏原キャンパス、天王寺キャンパスの他、大阪府内に１１の附属学校、
長野県内に隔地施設を有している（図１－４）。詳細については後述するが、こ
のうち経年５０年以上の建物が３２％（その内未改修は５％）、経年２５年以上
の建物が８９％を占めており、老朽化が進行している。また、ライフラインにつ
いても老朽化が進行しており、今後は突発的な事故等による機能面・経営面・安
全面におけるリスクの増大が懸念される。一方、学内予算や施設整備費補助金、
施設費交付金、寄附金等の多様な財源により、老朽化した施設の改修・修繕を逐
次進めているものの、その予算規模は必ずしも十分ではない。さらに、平成初期
に統合移転のため集中的に整備された柏原キャンパスが軒並み経年２５年以上を
迎えるなど、今後は急激に老朽施設が増加することが課題となっている。
施設の老朽化対策については、政府全体の取組として、国民生活や社会経済活

動を支えるインフラを対象に、戦略的な維持管理・更新等の方向性を示す基本計
画「インフラ長寿命化基本計画」（以下「基本計画」という。）が2013年11月に
策定され、文部科学省においてもこの基本計画を受けた「文部科学省インフラ長
寿命化計画（行動計画）」が2015年3月に策定され、2021年3月に改訂された。本
学においても、このような社会的背景や趣旨に鑑み、長期的に安定した大学運営
を行っていくため、安全・安心な施設環境の確保や教育研究環境の質的向上によ
り、キャンパスのサステイナビリティを確保し、今後急激に増加する老朽施設や
ライフラインの事故等に備え、現在の事後保全型維持管理から予防保全型維持管
理への転換を図るとともに、本学の厳しい財政状況を鑑み、施設規模の適正化や
中長期的な維持管理等に係るトータルコストの縮減、予算の平準化等の取組もあ
わせて推進する必要があると判断した。
複数の計画を別々に運用することによる不整合や非効率性を避け、限られた予算
をより効果的・効率的に活用するために行う措置としてキャンパスマスタープラ
ンにインフラ長寿命化計画を組み込むこととしている。
国への予算要求においては、施設維持について本計画書を基に要求することが

求められている。したがって本計画書は施設整備の重要な位置付けとして策定す
るものである。

符号 団地番号 地区名 団地名 所在地 学部等名

Ａ ００１ 南河堀町４団地
大阪府大阪市天王寺区南河堀町
4-88

教育学部(二部)・
大学院(夜間)・
附属中学校・
附属高等学校

Ｂ ００３ 松崎町団地 大阪市阿倍野区松崎町1-2-45 附属小学校

池田市緑丘1-5
附属小学校・
附属中学校・
附属高等学校

池田市緑丘1-2-10 学校安全推進ｾﾝﾀｰ
大阪市平野区流町2-1-79 附属幼稚園
大阪市平野区流町1-6-41 附属平野小学校

大阪市平野区流町2-1-24
附属中学校・
附属高等学校

Ｅ ０１１ 喜連団地 大阪市平野区喜連4-8-71 附属特別支援学校

Ｆ ０１２ 柏原 旭ヶ丘団地
大阪府柏原市旭ヶ丘
4-698-1

教育学部・特別支
援教育特別専攻
科・連合教職実践
研究科・教育学研
究科・事務局

Ｇ ０１３ 神城団地 長野県北安曇郡白馬村大字神城 課外活動施設

Ｈ ０１４ 山本団地 大阪府八尾市山本南7-9
職員宿舎・
国際交流宿舎

天王寺

平野

Ｃ ００７ 池田 緑丘１－５団地

Ｄ ０１０ 流町団地

図１－４ 本学の各団地の案内図

D
E

F

G

H
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図１－５ キャンパスマスタープラン策定スケジュール表

１－１－２ 目的

前述したように、本学は、長期的に安定した大学運営を行っていくため、安
全・安心な施設環境の確保や教育研究環境の質的向上により、キャンパスのサス
テイナビリティを確保し、今後急激に増加する老朽施設やライフラインの事故等
に備え、現在の事後保全型維持管理から予防保全型維持管理への転換を図るとと
もに、本学の厳しい財政状況を鑑み、施設規模の適正化や中長期的な維持管理等
に係るトータルコストの縮減、予算の平準化等の取組もあわせて推進する必要が
ある。そのためにはまず、キャンパスマスタープランやインフラ長寿命化計画
（行動計画）、インフラ長寿命化計画（個別施設計画）といった複数の計画を
別々に運用することによる不整合や非効率性を避け、限られた予算をより効果
的・効率的に活用する必要がある。したがって、全ての計画を一体化して、整合
の取れた計画とすることによって、コスト縮減を図り、費用対効果を高めること
が目的の一つである。
また、これまで経営層には施設整備に関して、施設課が会議等で審議・報告し

た内容などの部分的な情報しか見えていなかったが、このインフラ長寿命化計画
（行動計画・個別施設計画）を策定することにより、今後は経営層が長期的な全
体像を把握した上で経営判断をすることが可能となる。学内外への各種予算要求
や事業の優先順位の判断等も、今後は基本的にはこの計画に基づき、進めていく
ことになる。したがって、本計画を本学の経営判断に資する基礎資料として位置
付けることについても、本計画の目的とする。
本学は、以上のような目的のもと、本計画をここに策定する。

１－２ 計画の範囲
１．対象施設

本計画では、本学が所有する全施設（約１６万㎡）の建物（建築設備含む、プ
レハブ等除く）、基幹設備（ライフライン）、外構施設（土木構造物含む）を対
象とする。

施設

建物・設備

基幹設備
（ライフライン）

外構施設
（土木構造物含む）

個別施設名称

建物

設備

給水、排水（雨水、汚水、実験排水）、ガス、揚水設備、
汚水処理施設、昇降機、受変電設備、高圧、低圧、情報・通信、
防災、太陽光発電設備 等

舗装、植栽、外灯、土木構造物（擁壁、ダム、橋梁等）等）

本学施設（建物等）

学部、附属等の建物種別につ
いては、図１－４による。

南河堀町４団地
松崎町団地

防水、外壁、内装、建具 等

照明、電力、通信、変電、衛生、消火、ガス、
空調・換気 等

本学施設（敷地）

天王寺地区

緑丘１－５団地

流町団地（小学校部分）
流町団地（中高等学校・幼稚園部分）
喜連団地

旭ヶ丘団地

神城団地

山本団地

池田地区

平野地区

柏原地区

長野地区

八尾地区

本計画におけるインフラ全体の計画は４０年間で設定する（2022～2061年）。
この期間設定は、長寿命化を図る施設の耐用年数を８０年と設定し、おおむね２

０年ごとに性能維持改修を行う長寿命化計画の２サイクル分であり、上記対象施設
の更新・改修等を一巡させる期間として設定する。ただし、計画期間内であっても、
状況の変化等により、必要に応じて適宜見直すこととする。

１－３ 計画の期間

内容 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022

　一体化 （必要に応じて見直し）

作成

キャンパスマスタープラン2016の見直し 運用

インフラ長寿命化計画

キャンパスマスタープラン2022

キャンパスマスタープラン2016
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１－４ 計画の目指すべき姿

１－４－１ 目指すべき姿

対象施設には、広義のサステイナビリティの観点より、持続的な安全性、機能性、
快適性等の確保が求められる。そのため、定期的なメンテナンスサイクル（点検・
診断→計画の策定→対策の実施→次の点検・診断→・・・）を構築する（図１－
６）ことにより、現在の事後保全型維持管理から予防保全型維持管理へ転換する必
要がある。また、持続的な経営の観点から、中長期的視点に立って維持管理コスト
の縮減を図るとともに、予算の平準化にも努める必要がある。対象施設の維持管理
をするに当たって、「学校施設整備基本構想の在り方について」の抜粋に基づき、
本学の目指すべき姿を以下で述べる。

計画
（Ｐ）

実施
（Ｄ）

評価
（Ｃ）

改善
（Ａ）

次期計画への反映
施設整備・管理
目標の設定、
評価指標の設定

図１－６ 修繕計画の進め方

評価指標を用いた
効果の評価・検証

現状把握・課題
抽出、実施方策
の検討
財源確保等
実施方策の遂行

○効果的・効率的な施設整備
・習熟度別指導や少人数指導などの、きめ細かい個に応じた

指導を行うための空間
・調べ学習や習熟度別学習、ティームティーチングなどの多

様な学習集団・学習形態を展開するための空間
・各教科等の授業の中での調べ学習や協働学習、観察・実験

のまとめや児童生徒の成果発表などに活用して学習効果を
高めるためのＩＣＴ環境

・各教科等の授業を充実させるための環境
○言語活動の充実

・各教科等における発表・討論などの教育活動を行うための
空間

・子どもたちの自発的な学習や読書活動を促すための環境
・各教科等の授業の中での調べ学習や協働学習、観察・実験

のまとめや児童生徒の成果発表などに活用して学習効果を
高めるためのＩＣＴ環境

○理数教育の充実
・充実した環境・実験を行うための環境

○運動環境の充実
・充実した運動ができる環境

○伝統や文化に関する教育の充実

・伝統や文化に関する教育を行うための環境
○外国語教育の充実

・外国語活動等におけるジェスチャーゲームなどの体を動か
す活動や、ペアやグループでの活動など、児童生徒が積極
的にコミュニケーションを図ることができるような空間。

１．安全性
○災害対策

・地震に強い学校施設
・津波・洪水に強い学校施設
・防災機能を備えた学校施設

○防災・事故対策
・安全で安心な学校施設

２．快適性
○快適な学習環境

・学習能率の向上に資する快適な学習環境
・児童生徒の学校への愛着や思い出につながり、また、地域

の人々が誇りや愛着をもつことができる学校
・バリアフリーに配慮した環境
・子どもたちや保護者等が教員を訪れやすい空間

○教職員に配慮した環境
・教職員に配慮した空間
・教職員等の事務負担軽減などのための校務の情報化に必要

なＩＣＴ環境

３．学習活動への適応性
○主体性を養う空間の充実

・子どもたちの自発的な学習や読書活動を促すための環境
・子どもたちの教科等に対する興味関心を引き、自ら学ぶ

主体的な行動を促すための空間
・子どもたちや保護者等が教員を訪れやすい空間
・社会性を身に付けるための空間

○学校図書館の活用
・子どもたちの自発的な学習や読書活動を促すための環境
・調べ学習や習熟度別学習、ティームティーチングなどの
多様な学習集団・学習形態を展開するための空間

・各教科等の授業の中での調べ学習や協働学習、観察・実
験のまとめや児童生徒の成果発表などに活用して学習効
果を高めるためのＩＣＴ環境

・地域に開かれた学校とするための環境
○キャリア教育・進路指導の充実
・充実したキャリア教育・進路指導を行うための環境

○食育の充実
・食育のための空間

○特別支援教育の推進
・バリアフリーに配慮した環境

○環境教育の充実
・地球環境問題への関心を高めるためのエコスクール

４．環境への適応性
・環境を考慮した学校施設（エコスクール）

５．地域の拠点化
・安全で安心な学校施設
・バリアフリーに配慮した環境
・地域に開かれた学校とするための環境
・地域の生涯学習の拠点となる学校施設

「学校施設整備基本構想の在り方について」（学校施設の在り方に関する調査研究協力者会議2013年3月）より抜粋
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１－４－２ 長寿命化の方針

20
80 年40 60竣工

改築・機能向上改修

(今後20年ごとに判断）

■築20年ごとに性能維持改修を行い、機能向上を図る。

長
寿
命
化
の
パ
タ
ー
ン 性能維持改修

（機能向上を含む）
性能維持改修
（個別修繕）

性能維持改修
（個別修繕）

参考：工事内容

経年による機能・性能の劣化

築 20 年目
性能維持改修

築 40 年目
長寿命化改修

築 60 年目
性能維持改修

経年劣化による損耗、機能低

下に対する性能維持改修

社会的要求に対応するための

機能向上を含む性能維持改修

経年劣化による損耗、機能低

下に対する性能維持改修

※点検・故障・不具合修繕は適宜行う。

修繕・改修と維持・更新サイクル
従来より、本学では、今回策定するよ

うな長寿命化計画としての建物の性能維
持計画は無かった。従来、老朽化してか
ら施設整備補助金を要求し大規模改修を
行い、それまでは事後保全的な対応をす
るという状況であった。従来、全国的な
傾向として右図『従来の施設の維持管理
パターン』（図１－７）のように老朽化
してから施設整備補助金を要求し改修す
る。大規模改修までは事後保全的な対応
をするという状況であった。本学も同様
の状況である。機能向上を含む改修の前
には劣化が進み施設全体に及び支障が発
生している。
本計画では右図『長寿命化のパター

ン』のように施設の耐用年数を８０年と
設定し、概ね築後２０年ごとに性能維持
改修を行い、かつ、教育研究ニーズ等に
応じて、築後４０年で機能向上改修を行
う方針とする。基幹設備（ライフライ
ン）や外構設備（土木構造物含む）につ
いては、適宜点検・調査等にて状況の把
握を行い、機能向上改修と同時期の改修
を考えて行くものとする。

図１－７ 修繕・改修と維持・更新サイクル（文部科学省「社会の変革に対応した施設整備 等」資料より）

・屋上防水補修
・外壁補修
・設備更新
（劣化の著しい部位）

・劣化の著しい部位の修繕

・防水改修
・外壁改修
・開口部改修
・内部改修
・設備改修
・体育施設改修 等

・屋上防水補修
・外壁補修
・設備更新
（劣化の著しい部位）

・劣化の著しい部位の修繕

従
来
の
施
設
の

維
持
管
理

パ
タ
ー
ン

竣工
性能維持

＋
機能向上

改築

築３０～４０年 築６０～６５年

維持管理

点検・修繕 施設全体に及び
支障が発生

維持管理

点検・修繕 施設全体に及び
支障が発生

大阪教育大学 キャンパスマスタープラン 2025
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１－４－３ 基本的な方針等を踏まえた施設整備の水準等

長寿命化において配慮すべき性能に対して、各部の整備レベルを設定し、費用効果を考慮して、最適な仕様を設定します。また、将来の社会的要求水準の高まりへの対応、
建物の整備レベルの統一を図る。（図１－８、図１－９－１～３）

改修の仕様施設部位

図１－８ 改修の整備標準（本学）における考え方のフロー図

既存の仕様 修繕の仕様修繕・改修の種類 ・

パッチ張りパッチ張り
シート防水
全面張替シート防水

複層塗材

タイル

床：フローリング

床：ビニル
床シート

シート防水
全面張り

シート防水
全面張替

全撤去の上アスファルト
防水やり替え（保護ｺﾝｸﾘｰﾄ）

アスファルト防水
（保護ｺﾝｸﾘｰﾄ）

全撤去の上
シート防水

シート防水
全面張り

浮き部分
（クラック）補修

浮き部分
（クラック）補修

浮き部分除去の上
複層塗材

浮き部分除去の上
複層塗材

ささくれ部分
補修

研磨
撤去の上

フローリング
撤去の上

フローリング

部分張替部分張替
全撤去の上

ビニル床シート
全撤去の上

ビニル床シート

部分張替部分張替
全撤去の上

ビニル床タイル
全撤去の上

ビニル床タイル

部分塗装部分塗装 再塗装再塗装

部分張替部分張替
全撤去の上
クロス張り

全撤去の上
クロス張り

部分張替部分張替
全撤去の上
岩綿吸音板

全撤去の上
岩綿吸音板

壁：塗装

壁：クロス張り

天井：化粧石膏
ボード

天井：岩綿
吸音板

アルミサッシ

スチールサッシ

複層塗材全撤去の上
躯体補修複層塗材

浮き部分
（クラック）補修

浮き部分
（クラック）補修

浮き部分除去の上
タイル張り

浮き部分除去の上
タイル張り

浮き部分補修
（ピンニング工法）

ささくれ部分
補修

床：ビニル
床タイル

補修の上塗装

不具合金物取替サッシ交換
サッシ交換

（カバー工法）

シーリング
打ち替え

不具合金物取替
サッシやり替え
（カバー工法）

不具合金物取替サッシ交換
サッシ交換

（カバー工法）

シーリング
打ち替え

不具合金物取替
サッシやり替え
（カバー工法）

部分張替部分張替
全撤去の上

化粧石膏ボード
全撤去の上

化粧石膏ボード
補修の上塗装

図１－９－１ 各施設の整備の水準
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照明器具及び
安定器の取替

照明器具及び
安定器の取替

照明器具及び
配線の更新

照明器具及び
配線の更新

分電盤等の取替分電盤等の取替
分電盤及び
幹線の更新

分電盤及び
幹線の更新

端子盤等の取替端子盤等の取替
端子盤及び

通信配線の更新

端子盤及び
通信配線の更新

防災盤等の取替防災盤等の取替
防災盤及び

通信配線の更新
防災盤及び

通信配線の更新

器具交換器具交換 器具更新器具更新

部分修理部分修理 配管更新配管更新

照明器具
配線

分電盤等
幹線

端子盤等
通信配線

防災盤等
通信配線

衛生陶器

屋内消火栓、
連結送水管等

部品交換、交換部品交換、交換 機器更新機器更新

部分修理部分修理 配管更新配管更新

ガス配管

ヒートポンプ

換気扇・
全熱交換器

給水管

排水管

ガス配管

部分修理部分修理 水槽更新水槽更新

部分修理部分修理 濾過装置更新濾過装置更新

高架水槽

膜式濾過

部分修理部分修理 配管更新配管更新

部品交換、交換部品交換、交換 機器更新機器更新

部分修理部分修理 配管更新配管更新

部分修理部分修理 配管更新配管更新

部分修理部分修理 機器更新機器更新
昇降設備、

エスカレーター

図１－９－２ 各施設の整備の水準

第１章 はじめに

大阪教育大学 キャンパスマスタープラン 202588



配電盤、変圧器等
の取替

配電盤、変圧器等
の取替

受変電設備の
集約更新

受変電設備の
集約更新

配線の更新 配線の更新

配線の更新 配線の更新

配線の更新 配線の更新

配線の更新 配線の更新

太陽光パネル等
の取替

太陽光パネル等
の取替

太陽光発電設備
の更新

太陽光発電設備
の更新

部分補修部分補修 全面更新部分更新

受電盤・配電盤
変圧器等

高圧屋外配線

低圧屋外配線

電話配線
情報配線

太陽光パネル
パワーコンディショナー

防災配線

アスファルト
舗装

部分補修部分補修 鋼製フェンス化鋼製フェンス化

自前剪定剪定 剪定伐採

自前草刈り自前草刈り 全面除去全面除去

ランプ・安定器等
の取替

ランプ・安定器等
の取替

外灯設備の更新外灯設備の更新

補修 補修

タイル張り
舗装

ブロック塀

樹木

雑草

外灯
配線

擁壁

補修 補修

補修 補修

ダム

水路

補修 補修橋梁

全面更新

部分補修部分補修 全面更新部分更新 全面更新

自前剪定 伐採・伐根

図１－９－３ 各施設の整備の水準
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第２章 施設の現状と課題

２－１ 建物（建築設備含む）の老朽化の状況

膨大な老朽施設について効果的・効率的に整備・維持管理を行うためには、施設の劣化
状況等を適切に把握し、整備等に係る履歴や費用等の情報をデータベース化などにより
整理・ 分析し、活用することが必要である。よって本学保有施設の老朽化状況について
現状把握を行った。

本学は1989年に統合移転していることから、本学施設の
経年別保有面積が経年３０～３４年に集中している。（図
２－１）。2018年～2019年に施設整備補助金工事で老朽
改修工事を行われたため、経年４０年以上未改修面積が
減少しているが、老朽化の進行に対して、建物や設備の基
本的な機能が適切に維持できない可能性があり、教育研究
への支障が懸念される。

図２－２ 大阪教育大学 建物経年別保有面積（2025年5月現在）
出典：国立大学法人施設実態報告書（文科省）
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図２－４ 大阪教育大学 建物経年別保有面積（2025年見込み）

また、他の国立大学法人等の経年別保有面積（図２－３）と比較すると、2025年
（図２－４）以降には他大学と同様に大規模改修が必要となり始める経年３０年～
３９年の要改修建物面積が年々増加する。よって、現時点から計画的な長寿命化改
修が必要である。

図２－３ 国立大学法人等の経年別保有面積（2021年5月現在）
出典：国立大学法人等施設に関するデータ（文科省）

２－２ 施設の老朽化による課題

老朽化が進む施設において、以下のような課題への対応が急務とされる。
①安全面の課題
・内外壁の剥離、天井落下の事故
・雨漏りによる内装材の損傷
・給水管、排水管、ガス配管の腐食による破損、漏れ等の事故
・空調機能の低下や停止による健康被害

②機能面の課題
・電気容量、ガス容量不足による建物への制約
・断熱性・気密性不足による省エネ効果減少と快適性の低下
・建物形状によるリノベーション、用途変更への制約

③経営面
・老朽化した設備等による光熱水などのエネルギーロスや維持管理経費の
増加

・頻繁に必要となる修繕への対応など、大学の財政負担が増加
安全・安心な教育環境の整備や高度化・多様化する教育研究活動へ対応

するために、計画的な点検や修繕等の取組を実施する必要性が認められる全
てのインフラのメンテナンスサイクルを構築・維持・発展させることで、こ
れらの課題を解消していく必要がある。

未改修面積

14,087 ㎡

508 1,224 
7,173 

69,503 

14,715 15,997 

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000
（㎡） 改修済面積
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２－３ 基幹設備（ライフライン）の老朽化の状況

本学の基幹設備（ライフライン）は、３０年以上のものが多く、その大部分は統合移転キャンパスである柏原キャンパスの基幹設備である。国費によるライフライン
再生が進展しているものもあるが、経年３０年以上の基幹設備も多数残っている。（図２－５）（図２－６）改修規模が大きく、影響する範囲も大きいことから、適宜
点検等にて状況の把握を行い、ライフライン再生により更新を考えて行くものとする。

図２－５ 老朽化の状況（電気関係）
図２－６ 老朽化の状況（機械関係）
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本学の外構施設には、構内道路（舗装）（階段・側溝・マンホール
蓋等も含む）、植栽、外灯、外部エスカレーター、フェンス、土木構
造物などが挙げられる。構内道路に関しては、経年と日常の通行があ
るため、劣化が進んできており、適宜修繕を施していく必要があり、
外灯等についても劣化が進んでいる。（ 外部エスカレーターについて
は令和２・３年度で改修を施している。）

特に柏原キャンパスは、国定公園内に位置し、外部から建物を見せ
ない、山の水系をつなぐ条件のもとに建設された下記の土木構造物を
有している。

・擁壁（ブロック積、石積、重力式）
・ダム（砂防ダム、調整池ダム）、水路
・橋梁

土木構造物の維持管理を適切に行っていない場合、教育研究活動の
みならず、周辺への多大な支障が出ることに加え、大規模な復旧工事
等を要する事故の発生も予想される。よって、急傾斜地における構内
の土木構造物の維持保全、斜面や山林の「保水力」と「地盤安定性」
の整備が必要不可欠である。
そこで、これらの土木構造物の長寿命化を図り、安全・安心なキャ

ンパス環境を維持するため、５年毎の点検を実施し、中期目標・中期
計画期間において計画的に予算を確保し、修繕・改修等を実施する計
画とする。

調整池ダム

構内道路・橋梁

水路

擁壁階段・擁壁

橋梁構内道路
（陥没）

外部エスカレーター

２－４ 外構施設（土木構造物含む）の老朽化の状況

第２章 施設の現状と課題
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第３章 中期的な維持管理、更新コストの見直し

３－１ コストの試算の考え方

図３－２ ライフライン更新コスト試算（設備関係）
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図３－１ 従来の建替えと修繕・改修を続けた場合の維持・更新の施設整備費用（全施設）

2.17倍

また、文部科学省の調査によると、ライフラインについては経年３０年以上
で事故発生率が急増することから、それまでに計画的に更新等の予防保全をし
なければならない。よって、ライフラインについても、経年２５〜３０年の期
間内で改修を行う方針とし、コストを試算した。（図３－２）
基幹設備（ライフライン）については、前章でも述べた通り、維持管理につ

いて適宜点検等にて状況の把握を行い、機能向上および改築と同時期に改修を
考えて行くものと考えた方が良いと思われる。

緑線
建て替え型の
４０年間平均

赤線
過去の施設関連
経費の年平均

本学の大部分の面積を占める柏原キャンパスは統合移転キャンパスであり、平成
２年～６年に完成した建物が多いことから、予算平準化のため、大規模改修時期を
均す必要がある。そのため、大規模改修については経年２５〜３０年の期間で幅を
持たせて対応する方針とし、コストを試算した。（図３－１）試算においては、20
17年3月29日に公表された「学校施設の長寿命化計画策定に係る解説書」のエクセル
データ『学校施設の長寿命化計画策定ソフト』を用い、本学の建物情報と建物点検
の劣化状況の評価を行うことによって算出している。下図は本学全１００棟の試算
をした図となる。

大規模改修

第３章 中期的な維持管理、更新コストの見直し
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インフラ長寿命化計画は、劣化した施設を一定の水準まで性能回復させ、良好な教育研究環境を維持することを目的に策定する。しかしながら施設整備や維持管理には多額の
費用がかかることから、施設の用途や規模等も踏まえつつ、長期的に必要となる施設と将来的に不要となる施設を検討し、保有施設の総量の最適化を図ることが必要である。
本学では機能向上と性能維持を計画する施設を、長寿命化計画の対象として検証を行なう。 下表（図３－３）のように整備内容を分類し、「機能向上・性能維持」、

「性能維持」において整備を行う施設（建物単位）の選定を行う。（図３－４）（図３－５）
このコスト試算には、基幹設備（ライフライン）について、加味している。外構施設（土木構造物含む）は点検を実施し、中期目標・中期計画期間において計画的に

予算を確保し、修繕・改修等を実施する計画とする。

３－２－１ 施設の保有量

図３－３ 施設（建物単位）のトリアージ

３－２ コストの試算
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西暦 和暦 全面改修
性能維持

改修
部分改修

神城団地 遠見山の家 001 1976 S51 S 1 265 45
山本宿舎１号棟 001 1975 S50 RC 4 1,624 46
山本宿舎２号棟 002 1975 S50 RC 4 1,082 46
山本宿舎３号棟 003 1975 S50 2014 RC 4 1,624 46
山本国際学生宿舎 004 1975 S50 2016 RC 3 1,244 46
山本宿舎給水ポンプ室 005 1975 S50 RC 1 10 46

築年数

山

本

団

地

地区名 団地名 建物名 棟番号

建築年度

そ

の

他

（
長

野

地

区

・

八

尾

地

区

）

大規模改修歴

構造 階数 延床面積

西暦 和暦 全面改修
性能維持

改修
部分改修

共通講義棟 001 1990 H2 RC 3 7,078 31
教育協働学科棟 002 1991 H3 RC 4 12,894 30
音楽棟 003 1991 H3 RC 4 4,084 30
体育・スポーツ棟 004 1991 H3 RC 4 1,745 30
美術棟 005 1991 H3 RC 3 2,659 30
工房棟 006 1991 H3 RC 1 797 30
附属図書館 007 1991 H3 RC 3 7,224 30
排水処理施設棟 008 1991 H3 RC 1 686 30
大学会館 009 1991 H3 RC 4 3,677 30
教員養成課程棟 010 1992 H4 RC 4 19,010 29
体育館 011 1992 H4 RC 2 4,544 29
プール附属室 012 1992 H4 RC 1 202 29
学生宿舎男子棟 013 1993 H5 RC 5 1,140 28
学生宿舎女子棟 014 1993 H5 RC 5 1,420 28
門衛所 015 1993 H5 RC 1 42 28
危険薬品庫 016 1993 H5 RC 1 30 28
体育器具庫 017 1993 H5 RC 1 145 28
体育器具庫 018 1993 H5 RC 1 50 28
留学生宿舎 019 1994 H6 RC 4 1,004 27
課外活動共用施設 020 1994 H6 RC 2 1,989 27
ステーション１ 021 1994 H6 RC 1 36 27
ステーション２ 022 1994 H6 RC 1 36 27
事務局棟 023 1994 H6 RC 4 4,369 27
情報処理センター 024 1996 H8 RC 2 589 25
旭ヶ丘会館 025 1996 H8 RC 2 581 25
倉庫 026 1998 H10 RC 1 40 23
危険物薬品庫 027 2000 H12 RC 1 29 21
体育器具庫 028 2019 Ｒ元 S 1 40 2
体育器具庫 029 2020 Ｒ2 S 1 44 1
体育器具庫 030 2020 Ｒ2 S 1 44 1

柏

原

キ

ャ
ン

パ

ス

旭

ヶ
丘

地区名 団地名 建物名 棟番号

建築年度 大規模改修歴

構造 階数 延床面積 築年数
西暦 和暦 全面改修

性能維持

改修
部分改修

プール付属室 005 1979 S54 RC 2 268 42
附属平野中高校舎 007 1964 S39 2014 2020 RC 3 8,731 57
附属幼稚園舎 009 1962 S37 2019 2019 RC 2 1,709 59
倉庫 011 1964 S39 B 1 28 57
講義室棟 013 1967 S42 S 2 397 54
倉庫 014 1967 S42 B 1 54 54
倉庫 015 1967 S42 S 1 55 54
附属平野小校舎 016 1968 S43 2007 2021 RC 3 4,910 53
附属平野小体育館 020 1971 S46 2009 S 2 846 50
プール機械室 021 1977 S52 B 1 29 44
プール付属室 022 1977 S52 B 1 42 44
観察室 023 1977 S52 RC 1 6 44
倉庫 024 1980 S55 S 1 53 41
附属平野中高体育館 026 1996 H8 RC 2 2,653 25
附属特別支援校舎 002 1970 S45 2008 RC 2 2,491 51
体育館 003 1970 S45 2008 S 2 429 51
ボイラー室 004 1970 S45 2008 2008 RC 1 30 51
プール機械室 005 1972 S47 B 1 31 49
車庫 006 1979 S54 S 1 79 42
日常生活訓練施設 008 1997 H9 W 2 466 24

平

野

地

区

流

町

喜

連

構造 階数 延床面積 築年数地区名 団地名 建物名 棟番号

建築年度 大規模改修歴

西暦 和暦 全面改修
性能維持

改修
部分改修

メンタルケア室 001 1940 S15 2006 2006 RC 1 134 81
倉庫 005 1941 S16 RC 1 5 80
倉庫 007 1941 S16 RC 1 32 80
多目的ハウス 008 1946 S21 W 1 74 75
附属池田中校舎 009 1956 S31 2014 2020 RC 2 4,673 65
附属池田小体育館 010 1982 S57 2004 2014 RC+S 2 1,318 39
生徒部室 011 1959 S34 B 1 42 62
附属高校池田校舎 012 1960 S35 2014 RC 3 3,921 61
体育器具庫 016 1964 S39 B 1 36 57
附属池田小校舎 021 1968 S43 2004 RC 3-1 6,825 53
附属池田中高体育館 026 1971 S46 2008 S 2 2,625 50
学校安全推進センター 027 1971 S46 2004 RC 4 2,145 50
男子更衣室 029 1981 S56 S 2 200 40
プール附属室 032 1994 H6 RC 1 160 27
メディアセンター 033 1994 H6 RC 3 1,226 27
プール器具庫 034 2004 H16 RC 1 16 17
音楽器具庫 035 2006 H18 S 1 60 15
学生食堂 036 2016 H28 S 1 200 5

延床面積 築年数

緑

丘

１

│

５

池

田

地

区

建物名 棟番号

建築年度 大規模改修歴

構造 階数地区名 団地名

西暦 和暦 全面改修
性能維持

改修
部分改修

守衛所 003 1901 M34 W 1 24 120
西館 005 1938 S13 2008 2015 RC 3 4,649 83
音楽教室棟 007 1951 S26 1991 W 2 464 70
東館・図書館・附中高 011 1955 S30 2007 2020 RC+S 4 12,156 66
倉庫 012 1957 S32 W 1 82 64
学園ホール 015 1965 S40 2013 RC 2 795 56
倉庫 018 1966 S41 B 1 114 55
車庫 022 1967 S42 S 1 59 54
冷房機械室 023 1967 S42 RC 1 29 54
入試問題保管庫 034 1972 S47 RC 1 25 49
身障者便所 038 1981 S56 B 1 5 40
研究室 039 1982 S57 S 1 88 39
体育器具庫 042 1988 S63 S 2 78 33
カウンセラー室 046 1990 H2 S 1 21 31
研究室 047 1990 H2 S 1 34 31
プール附属室 049 1994 H6 RC 1 160 27
附属天王寺中高体育館 050 1996 H8 RC 2 3,085 25
中央館 051 2000 H12 SR 8 7,311 21
電気釜 052 2013 H25 B 1 10 8
クラブハウス 053 2018 H30 S 2 494 3
附属天王寺小校舎 001 1954 S29 2010 RC 3 5,017 67
体育館 003 1958 S33 2012 S 2 728 63
更衣室 005 1966 S41 2005 RC 1 29 55
プール機械室 006 1967 S42 RC 1 9 54
プール付属室 007 1967 S42 2020 B 1 37 54
陶芸窯室 008 1979 S54 S 1 9 42

地区名

南

河

堀

町

４

松

崎

町

天

王

寺

地

区

構造 階数 延床面積 築年数団地名 建物名 棟番号

建築年度 大規模改修歴

図３－４ 施設(建物単位）の選定（地区ごと）表

・現状取り壊しを検討できる建物をトリアージ対象とする。

青掛けの施設を必要建物と選定する。

・性能維持改修のみを行う建物

赤掛けの施設を対象とする。

全２０施設中２０施設

全２６施設中２５施設

全１８施設中１６施設

全３０施設中３０施設

全６施設中５施設

施設数

小学校 ３校 １８施設（天王寺地区６施設・池田地区４施設・平野地区８施設）

中学校 ３校 １６施設（天王寺地区７施設・池田地区５施設・平野地区４施設）

高等学校 １校 ７施設（天王寺地区１施設・池田地区６施設・平野地区）

幼稚園 １園 ２施設（平野地区２施設）

特別支援学校 １校 ６施設（平野地区６施設）

大学 １校 ４２施設（柏原地区３０施設・天王寺地区１１施設・池田地区１施設）

その他 ５施設（長野地区１施設・八尾地区４施設）

天王寺地区

池田地区

平野地区 柏原地区

その他

図３－５ 施設（建物単位）の選定（学校ごと）表
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３－２－２ 今後の維持・更新コスト（従来型）

前述により選定（トリアージ）された本
学全１００棟中９６棟における試算を、
「従来の建替えと修繕・改修を続けた場合
の維持・更新の施設整備費用」（図３－
６）と、「改修を基準として考えた整備
（長寿命化改修）の維持・更新の施設整備
費用」（図３－７）にて算出した。６０年
で建替える従来の修繕・改修を今後も続け
た場合（図３－６）、今後４０年間のコス
トは７９５億円（１９．９億円／年）で
ある。

これは、直近５年間の投資的経費９．
２億円／年を２．１６倍上回る。また、
2022～2031年度と建替えが集中する2040～
2045年度では、それぞれ投資的経費の２．
５倍と４倍の経費が必要である。した
がって従来の建替え中心の整備を継続す
ることは極めて難しい。

図３－６ 従来の建替えと修繕・改修を続けた場合の維持・更新の施設整備費用

2.16倍

大規模改修

緑線
建て替え型の４０年間平均

赤線
過去の施設関連経費の年平均
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３－２－３ 今後の維持・更新コスト（改修・長寿命化型）

建替え中心から改修による長寿命化に切り替えていくためには、計画的に機能

向上と機能回復に向けた修繕・改修を建物全体でまとめて実施する必要がある。長

寿命化により８０年に建物を延命させることとした場合（図３－７）、今後４０年

間の維持・更新コストは、総額約４８７億円（１２．０億円／年）となり、従来の

建替え中心の場合の７９５億円（１９．９億円／年）より総額３０８億円（７．９

億円／年）、約３９％の縮減となる。ただし、投資的経費９．２億円に対して、超

えており、運営費交付金の削減状況から、長寿命化だけでは今後の財政状況に対応

できないおそれが高い。（近年の施設関連経費が抑えられているための差額とも考

えられる。）

図３－７ 改修を基準として考えた整備（長寿命化改修）の維持・更新の施設整備費用

下図（図３－８）は試算した整備費用の施設整備費補助金の試算を中期目標期
間により分けて考えるものとし算出した。本学の大部分の面積を占める柏原キャ
ンパスは統合移転キャンパスであり、1990年～1994年に完成した建物が多く、第
７期中期目標期間に大規模改修の時期が集中する。集中した改修時期が訪れるこ
とから、予算平準化のため、大規模改修時期を均す必要があり、第７期中期目標
期間の山を、第４期中期目標期間から第８期中期目標期間にかけてコストの平準
化を行い、施設整備費補助金（国費）を要求する。

３－２－４ 今後の維持・更新コストの平準化

緑破線
建て替え型の４０年間平均

赤線
過去の施設関連経費の年平均

青線
改修・長寿命化型の４０年間平均

図３－８ コストの平準化（施設整備補助金（国費））

億円

９期

2016～ 2052～

2.0
億
円
／年

３期 ４期 ５期 ６期 ７期 ８期

2022～ 2028～ 2034～ 2040～ 2046～

1.1 7.1 9.2 11.3 9.1 17.2
億
円
／年

億
円
／年

億
円
／年

億
円
／年

億
円
／年

億
円
／年

５期平均

１０．８億円／年

11.5億円/年 15.1億円/年 17.6億円/年 4.5億円/年
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３－３ 財源確保の考え方

図３－９は，本学の2016年度から2020年度の施設関連予算（施設整備事業、修繕、
施設の保守・保全業務等）の推移を示している。本学の施設関連予算の財源として
は，授業料収入，運営費交付金，目的積立金，施設整備費補助金，大学改革支援・
学位授与機構の施設費交付事業，使途特定寄附金等がある。施設整備費補助金につ
いては，耐震改修事業等の災害対策と附属学校園の老朽改修事業に取り組んできた。
耐震改修事業については第２期中期目標期間にほぼ完了しており，交付額は減少の
傾向がある。なお、2020年度には，施設整備費補助金の予算が措置されており，年
間の執行額が大幅に増えている。
学内予算については，第２期中期目標期間においては，計画的に業務達成基準を

適用する等し，天王寺キャンパスの都市型キャンパスとしての整備や，環境対策事
業，教職大学院の開設に向けた整備を行ってきた。第３期中期目標期間では，2014
年度から2016年度にかけては，目的積立金及び前中期目標期間繰越積立金を活用し，
外壁改修や空調改修，職員宿舎の留学生宿舎へのリノベーション等に取組んだ。
上述のような臨時的な事業がなくなったことに加え，財政状況の悪化により，施

設関連予算は減少傾向にある。
なお，本学における使途特定寄附金については，主に附属学校園が対象である。

近年では2017年から2018年にかけて附属天王寺中・高等学校の周年事業としてクラ
ブハウスの建替，2019年は，附属天王寺小学校の運動場に人工芝敷設を実施した。

安全・安心かつ機能的な教育研究環境を持続的に維持していくためには，現在の
事後保全型維持管理から予防保全型維持管理への転換を図るとともに， 毎年度の
維持管理費の他，定期的な大規模改修費・ライフライン更新費を確保する必要があ
る。本学では，施設の維持管理を，計画営繕，緊急営繕，保全業務の大きく３つに
分類している。図３－１０は施設整備費補助金及び復興関連事業を除いた施設の維
持管理費の推移を表したものである。
計画営繕の費用については，上述のとおり2016年度から大幅に減少している状況

である。緊急営繕については，第３期中期目標期間に入り減少したままとなり（図
３－１０） ，この要因は厳しい財政状況ということが考えられる。
保全事業については年間４０百万円程度で横ばいである。厳しい財政状況の中で

発注方法の見直し等により，これから品質を下げずに執行額を下げる工夫が必要で
ある。
附属学校園の老朽改修については，施設整備費補助金により第２期中期目標期間

では耐震改修事業の実施，第３期中期目標期間では，残る老朽改改善事業を順次改
修を行い完了させた。一方で、柏原キャンパスについては，整備後２５年が経過し，
外壁改修や防水改修，空調設備の更新等が必要な時期に差し掛かってきている。経
過年数が施設整備費補助金の要求基準に満たないため，これまで目的積立金や施設
費交付事業等を活用しこれらの整備を行っている。また、2018年度以降は、施設費
交付事業を活用し、全キャンパスにわたり課題となっている2020年度に全廃がされ
たフロンガス（R-22）を使用した空気調和設備の改修を年次計画的に遂行している
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図３－９ 施設関連予算

図３－１０ 施設維持管理費

ところである。こういった状況を踏まえ，今後はさらに，インフラの長寿命化を見
据え，中長期的な視点での学内予算の確保と計画的な整備に努めるとともに，これ
まで附属学校園の老朽改修を中心に要求してきた施設整備費補助事業について，今
後は，一気に老朽化を迎える柏原キャンパスを初めとする定期的な大規模改修費・
ライフライン更新費等の要求へとシフトしていくことが考えられる。また，施設整
備の財源として，本学の土地建物の活用として固定資産貸付料，ネーミングライツ
料，他省庁・地方自治体の補助事業の活用や，寄附金を集めるなど，多様な財源の
予算確保に努め，年々の増収を行う計画としており、国からも求められている。
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３－４ 必要施策に係る取り組みの方向性
３－４－１ 施設マネジメント体制

大阪教育大学では、教育研究や財務の戦略と整合性を図りながら施設マネジメント
を実施できるよう、施設マネジメントを経営者層によるトップマネジメントとして制
度的・組織的に位置づける方針としている。
そのため本学では、部局横断的な実務体制の全学委員会として、施設マネジメント

委員会（委員長：学長、委員：各部局選出委員等）（図３－１１）を設置し、学内の
情報や要望を十分に活用しつつ、大学経営の観点から機動的に意思決定を行う体制と
している。
全学的施設マネジメントの具体的な取組としては、毎年6月頃、施設マネジメント委

員会において、キャンパスマスタープラン（インフラ長寿命化計画を含む）に基づき
、本学の教育研究や運営に関する動向等を勘案しながら、次年度の計画的修繕の選定
方針（目的、予算、選定方法、選定プロセス、要求基準、評価基準、フォローアップ
等）を策定し、その選定方針のもと、10～12月頃に各部局へ照会を行い、12～2月頃
に各部局へのヒアリング・現地調査等を行った上で、評価案を作成し、2～3月頃の施
設マネジメント委員会において、次年度の計画的修繕の優先順位を大学経営の観点か
ら機動的に意思決定する仕組みを構築している。また、施設マネジメントの実施に関
するＰＤＣＡサイクルを確立し、学内の情報や要望を踏まえて取組による効果を想定
するとともに、計画段階に想定した効果について、取組後の検証・評価を行い、取組
を継続的に改善することとしている。
施設マネジメントに関する具体的なＰＤＣＡサイクルの取組として、予算化された

事業については、取組後にフォローアップ調査を行うこととしており、毎年度、選定
方針（目的、予算、選定方法、選定プロセス、要求基準、評価基準、フォローアップ
等）を再確認の上、適宜見直しを行うなど、上記の事業選定サイクルの継続的改善に
役立てることとしている。
省エネルギー面においては、施設マネジメント委員会のメンバーを中心とした省エ

ネルギー推進委員会（図３－１２）において、学生や生協等の参画を得ており、今後
はサステイナブルキャンパスの構築にむけて、教職員と学生・生協等が協働した取り
組みを行いたいと考えている。また、その取組の成果については、国内の大学間ネッ
トワークであるサステイナブルキャンパス推進協議会（CAS-Net JAPAN）で発表するな
ど、大学のＰＲ材料としても活用するとともに、他大学と協調しながらＳＤＧｓ（持
続可能な開発目標）などの地球的課題に取り組む方針とする。
スペース面においては、全学の運営機構室の一つである資産管理室会議（図３－１

１）において、毎年度行っている施設利用状況調査を今後も継続し、より一層の施設
の有効活用に努めることとする。なお、キャンパスの持続的改善のため、今後もこれ
らの取組を継続するとともに、今後は、事業の計画段階や完了後に施設利用者へアン
ケート調査を行い、事業の具体化やその後の計画への反映に活用したり、学内全体や
施設に関する情報を蓄積したデータベースを構築するなど、施設マネジメントに関す
る取組をより一層充実させる方針とする。

図３－１１ 資産管理室会議と施設マネジメント委員会の位置付け及び委員構成

図３－１２ 省エネルギー推進委員会の位置付け及び委員構成

施設マネジメント
委員会の委員構成
（施設マネジメント委員会

規程 抜粋）
(1)学長 １人
(2)事務局長 １人
(3)初等教育課程長が

推薦する教員 １人
(4)教員養成課程長が

推薦する教員 ２人
(5)教育協働学科長が

推薦する教員 ２人
(6)大学院連合教職実践研究科

主任が推薦する教員 １人
(7)附属学校統括機構長が

推薦する教員 １人
(8)学長が指名する職員 若干人

省エネルギー推進委員会の
委員構成
（省エネルギー推進委員会要項 抜粋）
(1)学長 １人
(2)施設マネジメント委員会委員 １３人
(3)エネルギー管理企画推進者 １人
(4)エネルギー管理員 １人
(5)委員会委員長が必要と認めた

職員若しくは学生 若干人
(6)福利厚生サービス等を

提供する団体職員 若干人

資産管理室会議の
委員構成
(1)理事 １人
(2)総務部長 １人
(3)経営戦略課長
(4)総務課長
(5)財務課長
(6)施設課長
(7)人事課長
(8)学長が指名する職員 若干人

学長
　理事

　理事

　理事

　理事

　理事

　　　（附属学校）

　　　（研究・学生支援）

　　　（総務）

　　　（産学連携）

入試・学生支援室

国際交流・研究推進室

地域連携室

評価室

広報戦略室

　　　　（教育）

運営機構室

資産管理室

施設マネジメント委員会

教育推進室

学校安全教育推進委員会

人権教育推進委員会
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本計画は、本学を取り巻く状況の変化に対して、適時適切に対応を図る必要が
あるため、必要に応じて適宜見直すこととする。計画から実施段階に移る時点で、
緊急性や必要性を再確認し、学内了承のもと実施する。なお実施段階においては、定
期的に進捗状況をフォローアップし、進捗が遅れているものについては課題を整理し
て解決策を検討する。老朽状況調査を毎年行い、見直しをすることとする。

３－７ フォローアップ計画

３－６ サステイナブルキャンパス構築の方向性

キャンパスにおいてインフラを長寿命化するということは、長期に持続可能な
キャンパス環境を維持することでもある。
持続可能なキャンパス、すなわちサステイナブルキャンパスの構築に向けて、

老朽化に伴う施設・設備等の改修・更新等を行う際、省エネルギー対策も兼ねた
整備を行うことにより、中期目標・中期計画の達成や大阪府条例の遵守などの社
会的責務を果たすとともに、本学の光熱水費削減にも貢献する。
また、広義のサステイナブルキャンパスの概念においては、災害時における施

設・設備等の早期復旧が可能となるよう、ハード面のレジリエンス（強靭さ）を
高め、持続的な事業継続が可能となるよう、安全・安心なキャンパス環境の構築
を目指す。
また、実践型の教員養成及び教育・学習支援分野への人材養成を使命とする本

学において、どの分野においても、環境マインドを持った人材を養成することは
非常に重要な意義がある。したがって、このような人材を養成するのにふさわし
いキャンパス環境を整備していくことも非常に重要である。
なお、本学はこの分野における日本の大学間ネットワークであるサステイナブ

ルキャンパス推進協議会（CAS-Net JAPAN）に法人会員として参加している。毎
年度、省エネルギー推進委員会のもと、サステイナブルキャンパス構築の取り組
みの一貫として、この協議会が主催する年次大会等に参加し、他大学等と環境・
エネルギーに関する情報交換を行うなど、今後もこの取組を継続し、学内の省エ
ネルギー活動・環境配慮活動等に役立てていくこととする。
学内での環境活動は、毎年環境報告書で報告しています。

３－５ 財源確保の方策

本計画の着実な実行のため、毎年度の維持管理費（小規模修繕費、保全費）に
ついては施設費交付金（独立行政法人大学改革支援・学位授与機構）の活用の他
、学内予算の確保に努めるとともに、定期的な大規模改修費・ライフライン更新
費については施設整備費補助金（文部科学省）や他省庁の補助金（省エネ関係）
を活用、寄附金を集めるなど、多様な財源の予算確保に努める。
その他の財源としては、土地建物の活用（講義室等の使用料）は、ＰＲ活動を

行うなど、第３期計画期間中の平均の約８００万円/年以上の確保することとし、
ネーミングライツについても対象施設の拡大することで財源確保を行い、インフ
ラ長寿命化計画の一部である照明設備や空気調和設備などの改善費用に用いより
一層の省エネ性を向上させ維持管理費の削減を行う。計画を行うこととする。
また単年度契約していた貯水槽清掃及び水質検査等業務と特定建築物における

環境衛生管理業務を複数年契約（３年）に見直した結果，約14.7％の維持管理費
縮減効果があった。今後も業務の効率化に取り組み支出を削減することで好循環
システムを構築する。

環境報告書2023（抜粋）
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本学の対策すべき個別施設は下表（表４－１）である。

施設

建物

基幹設備
（ライフライン）

外構施設
（土木構造物含む）

個別施設部位

・防水
・外壁
・内装
・建具

建築設備

屋外幹線設備

外構施設

建物

・照明
・電力
・通信
・受変電
・給排水・衛生
・消火
・ガス
・空調・換気
・昇降機

等

等

・高圧
・低圧
・電話
・情報
・防災

・舗装
・植栽
・外灯
・外部エスカレーター（昇降機）
・土木構造物（擁壁、ダム、橋梁等）

等

等

表４－１ 対策すべき個別施設

第４章 個別施設計画

４－１ 個別施設の考え方

「予防保全、お
よび省エネ」を特
に対策すべき部位

個別施設

図４－２ 個別施設におけるトリアージフロー図

放置
（検査・点検は行う）
（大規模改修まで置い

ておく）

４－１－１ 対策すべき個別施設

前章までで施設全体のインフラの現状と想定される費用について述べてきたが、建物単位として考えた場合では対応の難しいコストパフォーマンスとなっている。将来的には改
修は想定されるものとするが、ここでは施設部位（表４－１）の中から、「点検」「検査」「修繕履歴」等により、対策の多い部位を抽出し、さらに「予防保全、および省エネ」
を『特に対策すべき施設』と、『修繕を個々に行っている施設』もしくは、『大規模改修において対応する施設』に分け（図４－２）、その個別施設部位に対して必要な経費を試
算した上で、「個別施設計画」を策定するものとする。

事後保全
（大規模改修まで置いておく）

事後保全
（緊急営繕にて行う）

予防保全・
省エネ

「点検」「検査」
「修繕履歴」等に
より検討

修繕等のよくある
部位

あまり修繕の経緯の
無い部位

大規模改修
において対応
する部位

修繕を個々に
行っている部位

「点検部位」「検査」
で指摘の有る部位

「点検部位」「検査」
で指摘の無い部位

「個別施設計画」と
して策定する部位
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文部科学省が全国の国立大学法人等を対象に実施した「国立大学法人等施設の老朽

化等に関するアンケート調査」において、整備需要が多い個別施設として空気調和設備

、屋上防水、給排水設備、照明設備、外壁の順に挙げられている（図４－３）。前述

の個別施設は、国立大学法人等の長寿命化計画において重点的に整備に取り組むべき共

通課題と認識できる。

図４－３ 整備需要が多い個別施設

（出典：文部科学省 文教施設企画部

「2018年1月31日 国立大学法人等施設の老朽化等に関するアンケート調査」）

不具合として上がっていない受変電設備、通信情報設備、昇降設備、消火設備等は

大がかりな工事となるため大規模改修で対応する。大規模な更新計画は機能強化を伴

うものが多いためキャンパスマスタープランで計画し、更新にあたっては主に施設整

備費で要求する。その他点検、検査等で出てきた別の個別施設については、適宜、

計画に組み込む。

予防保全、および省エネによる個別施設部位（個別施設５つの事項）
・屋上防水：老朽化に伴う雨漏りにより、教育研究に支障をきたす。
・外 壁：老朽化に伴う外壁の剥落により、人身事故等の恐れがある。
・照明設備：照明設備の多くはラピットスタート式の照明器具が設置されており、

安定器の故障による不点灯のため教育研究環境に影響が出ている。こ
れを改善するためＬＥＤ等の照明器具に取替を行うことで教育研究環
境の改善と省エネルギー並びに低炭素化が図れる。

・空調設備：空調設備については、古い種別のフロンガス、機器や老朽化により空
調不良を起こしている機器が多く、教育研究に支障が生じる。空調機
器の更新としては、エネルギー転換等も視野に入れた改修計画として
いる。

・給排水設備：給排水設備については、配管類の老朽化による給水管の漏水や、排
水管の詰まりが多く、教育環境に影響が出ることから、更新を行う必
要がある。便所改修においても、衛生器具（便器類）を更新すること
により、給水排水に係る光熱水費の軽減を図る。

上記以外の「点検」「検査」「修繕履歴」等の指摘の多い個別施設
・建 具：多くの不具合が建具金物や建付け調整で対応できるため、小修繕およ

び、大規模改修で対応する。
・内 装：汚れや塗装の剥がれで、教育研究等の活動において大きな支障を伴わ

ないため、小修繕および、大規模改修で対応する。
・構内樹木：計画的に緑地管理を行うため、緑地管理計画を策定し保全業務で対応

する。
・受変電設備：受変電設備については、定期点検等において、停電の原因なる事案

は緊急修繕で対応し、受変電設備の機器更新時については、機器の統
廃合を踏まえて大規模改修で対応する。

・防災設備：防災設備については、法令点検等により不備な事案については、緊急
修繕で対応し、法令の遵守や、部品等の供給困難な設備については、
大規模改修で対応する。

・情報通信設備：情報通信設備については、情報の高度化（高速・高容量）に対応
する必要があるため、情報処理システムと連携し、情報処理機器の更
新時期も踏まえ大規模改修で対応する。

・揚水設備：揚水設備については、受水槽・高置水槽及びポンプ類の老朽化により、
故障している場合については緊急対応修繕とするが、漏水・断水の可
能性や槽類の破損により更新が必要となるものについては大規模改修
の計画とする。

・搬送設備：搬送設備（エレベーター・エスカレーター）については、法令点検や
（昇降機）定期点検において既存不適格事項の対応（耐震・防災）が不備となっ

ている。また、老朽化により、部品供給も困難なことから、大規模改
修の計画とする。

第４章 個別施設計画
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４－２ 個別施設の更新時期

表４－４ 主要な部位の計画更新年数

種類

屋上

外壁

設備

計画更新年数

コンクリート押え（アスファルト防水）

構造又は用途

30年

露出シート防水（合成高分子） 20年

露出シート防水（アスファルト） 20年

タイル張り（全面的な浮き補修 等） 10年

塗装・仕上げ塗材 20年

照明器具 20年

エレベーター 30年

個別式空調（ＥＨＰ空調／マルチ） 15年

個別式空調（ＥＨＰ空調／パッケージ） 15年

個別式空調（ＧＨＰ空調） 15年

衛生設備（トイレ） 30年

※『建築物のライフサイクルコスト』（建築保全センター）より抜粋
ここに記載のないものについても，同資料により判定する。

本学の行動計画で用いた主要な部位の計画更新年数（表４－４）は、文献等を参考に抜粋
し設定している。今後は修繕実績を蓄積し、適宜、改修時期の見直しを行うものとする。

図４－６ 空調設備更新サイクルのイメージ図

図４－５ 更新サイクルのイメージ図

長寿命化における性能維持改修は２０年ごとであるが、屋上防水・外壁・照明設備･空調
設備・給排水設備においては、個別設備には計画更新年数があり、予防保全望ましい周期と
して改修するものとする。図４－５に更新サイクルのイメージ図を示すが、更新時期に状態
の良いものは延命するため、更新サイクルが異なる。図４－６は、空調設備の故障が多い場
合と少ない場合のイメージ図を示している。

大阪教育大学 キャンパスマスタープラン 2025
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４－３ 個別施設のコスト

年度ごとに主要な部位（防水・外壁・照明・空調・給排水）の改修費を試算。

４－３－１ 個別施設によるコスト

表４－７ 主要な部位の計画更新年数での更新時期

第４章 個別施設計画
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令和7年現在

2025

西暦 和暦 外部 内部 耐震 現在
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西館 (005) 1938 S13 2008 2018 2008 4,649㎡ 築87年

東館・図書館・附中高 (011) 1955 S30 2007 2019 2007 12,156㎡ 築70年 ## ## ## ## ##

学園ﾎｰﾙ (015) 1965 S40 2013 2013 2013 795㎡ 築60年 ## ## ## ## ##

プール附属室 (049) 1994 H6 160㎡ 築31年

附属天王寺中高体育館 (050) 1996 H8 2015 3,085㎡ 築29年

中央館 (051) 2000 H12 7,311㎡ 築25年 ## ## ##

ｸﾗﾌﾞﾊｳｽ (053) 2018 H30 494㎡ 築7年 ## ## ## ##

附属天王寺小校舎 (001) 1954 S29 2010 2010 2010 5,017㎡ 築71年 ## ## ## ## ##

体育館 (003) 1958 S33 2012 2012 2012 728㎡ 築67年 ## ## ## ##

プール機械室 (006) 1967 S42 9㎡ 築58年

プール付属室 (007) 1967 S42 2019 37㎡ 築58年

附属池田中校舎 (009) 1956 S31 2014 2019 2014 4,673㎡ 築69年 ## ## ## ## ##

附属池田小体育館 (010) 1982 S57 2004 2014 2014 1,318㎡ 築43年

附属高校池田校舎 (012) 1960 S35 2014 2014 2014 3,921㎡ 築65年 ## ## ## ## ##

学生食堂 (036) 2016 H28 200㎡ 築9年 ## ## ## ## ##

附属池田小校舎 (021) 1968 S43 2004 2004 2004 6,825㎡ 築57年 ## ## ## ## ##

附属池田中高体育館 (026) 1971 S46 2008 2008 2008 2,625㎡ 築54年 ## ## ## ##

学校安全推進ｾﾝﾀｰ (027) 1971 S46 2004 2004 2004 2,145㎡ 築54年 ## ## ## ## ##

プール附属室 (032) 1994 H6 160㎡ 築31年

ﾒﾃﾞｨｱｾﾝﾀｰ (033) 1994 H6 1,226㎡ 築31年

プール付属室 (005) 1979 S54 268㎡ 築46年

附属平野中高校舎 (007) 1964 S39 2014 2018 2014 8,731㎡ 築61年 ## ## ## ##

附属幼稚園舎 (009) 1962 S37 1,709㎡ 築63年 ## ## ## ##

附属平野小校舎 (016) 1968 S43 2007 2021 2007 4,910㎡ 築57年 ## ## ## ##

附属平野小体育館 (020) 1971 S46 2009 2009 2009 846㎡ 築54年 ##

プール機械室 (021) 1977 S52 29㎡ 築48年

プール付属室 (022) 1977 S52 42㎡ 築48年

附属平野中高体育館 (026) 1996 H8 2,653㎡ 築29年

附属特別支援校舎 (002) 1970 S45 2008 2008 2008 2,491㎡ 築55年 ## ## ## ## ##

体育館 (003) 1970 S45 2008 2008 2008 429㎡ 築55年 ## ## ## ##

プール機械室 (005) 1972 S47 31㎡ 築53年

日常生活訓練施設 (008) 1997 H9 466㎡ 築28年

A棟　共通講義棟 (001) 1990 H2 7,078㎡ 築35年

B棟　教育協働学科棟 (002) 1991 H3 12,894㎡ 築34年

K棟　音楽棟 (003) 1991 H3 4,084㎡ 築34年 ## ##

H棟　体育・スポーツ棟 (004) 1991 H3 1,745㎡ 築34年

F棟　美術棟 (005) 1991 H3 2,659㎡ 築34年 ## ##

G棟　工房棟 (006) 1991 H3 797㎡ 築34年 ##

D棟　附属図書館 (007) 1991 H3 7,224㎡ 築34年

排水処理施設 (008) 1991 H3 686㎡ 築34年 ##

M棟　大学会館 (009) 1991 H3 3,677㎡ 築34年 ## ##

C棟　教員養成課程棟 (010) 1992 H4 19,010㎡ 築33年 ##

P棟　体育館 (011) 1992 H4 4,544㎡ 築33年 ## ##

ﾌﾟｰﾙ附属室 (012) 1992 H4 202㎡ 築33年

S棟　学生寄宿舎（男子） (013) 1993 H5 1,140㎡ 築32年 ## ## ## ## ##

S棟　学生寄宿舎（女子） (014) 1993 H5 1,420㎡ 築32年 ## ## ## ##

門衛所 (015) 1993 H5 42㎡ 築32年

T棟　外国人留学生宿舎 (019) 1994 H6 1,004㎡ 築31年 ## ## ## ##

R棟　課外活動共用施設 (020) 1994 H6 1,989㎡ 築31年 ##

N棟　事務局棟 (023) 1994 H6 4,369㎡ 築31年 ## ##

E棟　情報処理ｾﾝﾀｰ (024) 1996 H8 589㎡ 築29年

旭ヶ丘会館 (025) 1996 H8 581㎡ 築29年 ##

令和5年 令和6年 令和7年 令和8年

建物規模 将来計画

団地 棟名 棟番号

竣工年度 大規模改修年

面積

令和21年 令和22年 令和23年

2022 2023 2024 2025 2026 2027

令和15年 令和16年 令和17年 令和18年 令和19年 令和20年令和9年 令和10年 令和11年 令和12年 令和13年 令和14年令和4年

2040 2041

南
河
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団
地
・
松
崎
町
団
地
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王
寺
地
区

）
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）
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地
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連
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（
平
野
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）

旭

ヶ
丘
団
地

（
柏
原
キ

ャ
ン
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ス

）

2034 2035 2036 2037 2038 20392028 2029 2030 2031 2032 2033



柏原キャンパスにおける年度ごとの大規模改修工事費を試算。

４－３－２ 個別施設によるコスト

表４－８ 大規模改修の実施時期（柏原キャンパス）
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A棟　共通講義棟 (001) 1990 H2 築35年

Ⅰ期 (001) 1990 H2 築35年 B B B ####
Ⅱ期 (001) 1990 H2 築35年 B B B ####
Ⅲ期 (001) 1990 H2 築35年 B B B ####
Ⅳ期 (001) 1990 H2 築35年 B B B ####

B棟　教育協働学科棟 (002) 1991 H3 築34年

B1棟 (002) 1991 H3 築34年 B B B ####
B2棟 (002) 1991 H3 築34年 B B B ####
B3棟 (002) 1991 H3 築34年 B B B ####
B4棟 (002) 1991 H3 築34年 B B B ####
B5棟 (002) 1991 H3 築34年 B B B ####

C棟　教員養成課程棟 (010) 1992 H4 築33年

C1棟 (010) 1992 H4 築33年 B B B ####
C2棟 (010) 1992 H4 築33年 B B B ####
C3棟 (010) 1992 H4 築33年 B B B ####
C4棟 (010) 1992 H4 築33年 B B B ####
C5棟 (010) 1992 H4 築33年 B B B ####
C6棟 (010) 1992 H4 築33年 B B B ####
C7棟 (010) 1992 H4 築33年 B B B ####

K棟　音楽棟 (003) 1991 H3 築34年 B B B ####
H棟　体育・スポーツ棟 (004) 1991 H3 築34年 B B B ####
F棟　美術棟 (005) 1991 H3 築34年 B B B ####
G棟　工房棟 (006) 1991 H3 築34年 B B B ####
D棟　附属図書館Ⅰ期 (007) 1991 H3 築34年 B B B ####
D棟　附属図書館Ⅱ期

排水処理施設（建物のみ） (008) 1991 H3 築34年 B B B ####
M棟　大学会館 (009) 1991 H3 築34年 B B B ####
P棟　体育館 (011) 1992 H4 築33年 B B B ####
ﾌﾟｰﾙ附属室 (012) 1992 H4 築33年 B B B ####

プール改修 B B B

S棟　学生寄宿舎（男子） (013) 1993 H5 築32年 B B B

S棟　学生寄宿舎（女子） (014) 1993 H5 築32年 B B B

門衛所 (015) 1993 H5 築32年 B B B ####
T棟　外国人留学生宿舎 (019) 1994 H6 築31年 B B B

R棟　課外活動共用施設 (020) 1994 H6 築31年 B B B ####
N棟　事務局棟 (023) 1994 H6 築31年 B B B ####
E棟　情報処理ｾﾝﾀｰ (024) 1996 H8 築29年 B B B ####
旭ヶ丘会館 (025) 1996 H8 築29年 B B B ####

エスカレータ３号機 2019 R2 築6年 - - A ####
エスカレータ１・２号機 2020 R3 築5年 - - A ####
屋外給水管（上水Ⅰ期） 1991 H3 築34年 - - C ####
屋外給水管（上水Ⅱ期） 1991 築34年 - - C ####
屋外給水管（上水Ⅲ期） 1991 築34年 - - B ####
屋外給水管（上水Ⅳ期） 1991 築34年 - - B ####
屋外給水管（中水Ⅰ期） 1991 築34年 - - C ####
屋外給水管（中水Ⅱ期） 1991 築34年 - - C ####
屋外ガス管（中圧） 1991 築34年 - - B

屋外ガス管（低圧Ⅰ期） 1991 築34年 - - B

屋外ガス管（低圧Ⅱ期） 1991 築34年 - - B

屋外排水管（生活） 2021 築4年 - - A ####
屋外排水管（実験） 1991 築34年 - - C ####
屋外排水管（雨水） 1991 築34年 C - - ####
屋外電力線（Ⅰ期） 盤を含む 1991 築34年 - B - ####
屋外電力線（Ⅱ期） 盤を含む 1991 築34年 - B - ####
屋外電力線（Ⅲ期） 盤を含む 1991 築34年 - B - ####
屋外電力線（Ⅳ期） 盤を含む 1991 築34年 - B - ####
屋外通信線（Ⅰ期） 1991 築34年 - B - ####
屋外通信線（Ⅱ期） 1991 築34年 - B - ####
屋外通信線（Ⅲ期） 1991 築34年 - B - ####
太陽光発電設備 2010 築15年 - B - ####
排水処理設備（生活） 2013 築12年 - - C ####
排水処理設備（実験） 1991,2013 - - C ####
受水槽設備（上水）

1991,2005
2013

- - B

受水槽設備（中水）
1991,2009

2013
- - B

屋外運動場 1991 築34年 C - - ####
計 0 #### #### 0 #### #### #### #### #### #### #### #### #### #### #### #### #### #### #### #### #### #### #### ####
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丘
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表４－８ 大規模改修の実施時期（附属学校園）
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大阪教育大学 キャンパスマスタープラン 2025 107附属学校園の入学定員および学級数の変更をふまえ、今後大規模改修の実施について見直す予定である。

令和４年 令和５年 令和６年 令和７年 令和８年 令和９年 令和１０年 令和１１年 令和１２年 令和１３年 令和１４年 令和１５年 令和１６年 令和１７年 令和１８年 令和１９年 令和２０年 令和２１年 令和２２年 令和２３年 令和２４年

2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 2035 2036 2037 2038 2039 2040 2041 2042

西暦 和暦 建築 電気 機械 評価点

守衛所 改築 3 1980 S55 - B B B 75

西館 改築 5 1938 S13 2008 B B B 75

東館・図書館・附中高

Ⅰ期工事 改築 11 1952 S27 2006 B B B 75

Ⅱ期工事 改修 11 1952 S27 - B B B 75 ###
Ⅲ期工事 改築 11 1952 S27 2006 A A A 100

音楽教室棟 取り壊し 7 1951 S26

倉庫 取り壊し 12 1957 S32

学園ﾎｰﾙ 改修 15 1965 S40 2013 B B B 75

倉庫 取り壊し 18 1966 S41

車庫 改修 19 1967 S42 - B B － 75 ###
冷房機械室 取り壊し 23 1967 S42

入試問題保管庫 改修 34 1972 S47 - B B B 75 ###
身障者便所 取り壊し 5 1981 S56 C C － 40

研究室 改修 39 1982 S57 - B B B 75 ###
体育器具庫 改修 42 1988 S63 - B B B 75 ###
カウンセラー室 改修 46 1990 H2 - B B B 75 ###
研究室 改修 47 1994 H6 - B B B 75 ###
プール附属室 改修 49 1994 H6 - B B B 75 ###
附属天中高体育館 改修 50 1996 H8 - B B B 75 ###
中央館 改修 51 2000 H12 - B B B 75 ###
電気釜 改修 52 2013 H25 - B B B 75

ｸﾗﾌﾞﾊｳｽ 改修 53 2018 H30 - A A A 100

附属天王寺小校舎 改築

Ⅰ期工事 改築 1 1954 S29 2010 B B B 75

Ⅱ期工事 改築 1 1954 S29 2010 B B B 75

体育館 改築 3 1958 S33 2012 A A A 100

更衣室 改築 5 1966 S41 - B B B 75

プール機械室 改修 6 1967 S42 - B B B 75

プール附属室 改修 7 1967 S42 2020 A A A 100

陶芸窯室 改修 8 1979 S54 - B B － 75 ###
プール附属室 改修 5 1979 S54 - B B B 75 ###
附属平野中高校舎

Ⅰ期工事 改築 7 1959 S34 2006 A A A 100

Ⅱ期工事 改築 7 1959 S34 2014 A A A 100

Ⅲ期工事 改築 7 1959 S34 2019 A A A 100

附属幼稚園舎 改築 9 1980 S55 2019 A A A 100

倉庫 取り壊し 11 1964 S39

講義室棟 取り壊し 13 1967 S42

倉庫 取り壊し 14 1967 S42 - B － － 75

倉庫 取り壊し 15 1967 S42 - C － － 40

附属平野小校舎

Ⅰ期工事 改築 16 1968 S43 2020 A A A 100

Ⅱ期工事 改築 16 1968 S43 2021 A A A 100

附属平野小体育館 改築 20 1971 S46 - A A A 100

プール機械室 改修 21 1977 S52 - B B B 75

プール附属室 改修 22 1977 S52 - B B B 75

観察室 取り壊し 23 1977 S52

倉庫 取り壊し 24 1980 S55

附属平野中高体育館 改修 26 1996 H8 - B B B 75 ###
附属特別支援校舎

Ⅰ期工事 改修 2 1970 S45 2008 B B B 75

Ⅱ期工事 改修 2 1970 S45 2008 B B B 75

体育館 改修 4 1970 S45 2008 B B B 75

ボイラー室 改修 4 1970 S45 2008 B B B 75

プール機械室 改修 5 1972 S47 - B B B 75

車庫 改修 6 1979 S54 - B B B 75

日常生活訓練施設 改修 8 1997 H9 - A A A 100 ###
メンタルケア室 取り壊し 1 1940 S15 2006

倉庫 取り壊し 5 1941 S16 -

倉庫 取り壊し 7 1941 S16 -

多目的ハウス 取り壊し

附属池田中校舎

Ⅰ期工事 改築 9 1956 S31 2009 B B B 75

Ⅱ期工事 改築 9 1956 S31 2009 B B B 75

附属池田小体育館 改修 10 1982 S57 2004 B B B 75

生徒部室 取り壊し 11 1960 S35 B B B 75

附属高校池田校舎

Ⅰ期工事 改築 12 1960 S35 2014 B B B 75

Ⅱ期工事 改築 12 1960 S35 2014 B B B 75

学生食堂 改修 36 2016 H28 - A A A 100

体育器具庫 改築 16 1964 S39 - B B B 75 ###
附属池田小校舎

Ⅰ期工事 改築 21 1968 S43 2004 B B B 75

Ⅱ期工事 改修 21 2004 H16 2004 B B B 75

附属池田中高体育館 改築 26 1971 S46 2008 A A A 100

学校安全推進センター 改築 27 1971 S46 2004 B B B 75

男子更衣室 改修 29 1961 S36 - B B B 75 ###
プール附属室 改修 32 1994 H6 - B B B 75 ###
メディアセンター 改修 33 1994 H6 - B B B 75 ###
プール器具庫 改修 34 2004 H16 - B B B 75

防災備蓄倉庫 改修 35 2006 H18 - B B － 75
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城
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従来型 インフラ長寿命型 過去5年の平均

個別施設の性能維持費
（個別施設５つの事項による）

97,000 179,822 97,000

その他の性能維持費
（上記以外の事項）

301,600 55,900 58,000

正節整備費補助金（国費）の
必要見込み額

1,152,400 817,491 451,400

事後保全の整備費 156,500 62,761 20,100

光熱水費 282,500 282,500 282,500

合計（内 学内予算）
1,990,000 1,398,474 919,000

(837,600) (580,983) (467,600)

４－３－２ 個別施設によるコスト計画

表４－１０ 従来型とインフラ長寿命化型のコスト比較

右図（表４－１０）は特に性能維持改修として行う個別施設５つの事項について、年
度毎の改修費を、「従来型」と「インフラ長寿命化型」で計画した場合の年度ごとの改
修費を試算したものである。
全て２０年周期とすると年間の改修費は抑えられるが、空調や給排水設備については

老朽化による事後保全的な改修・修繕費が必要となることが予想されるため、ここでは
計画更新年での比較とする。
「従来型」においては、建物が老朽化するのに合わせて事後保全が増え、かつ事故が

増えてくることと、その老朽化のために建物の改築が早い周期でくるものとなる。その
ため、施設整備費補助金の要求額が多く見込まれるものとなっている。
「インフラ長寿命化型」においては、年間の経費は多くかかるものの、その分建物の

性能が維持され、建物の寿命を延ばすものとなっている。

※参考
過去５年の平均を記載

３－２－２の図３－６の４０年間の平均より従来型の内訳金額の算出、及び、３－
２－３の図３－７の４０年間の平均より長寿命化改修を考慮に入れた内訳金額の算出
を示す。

（千円/年）
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表４－１２ 予防保全個別施設計画実施予定一覧（令和４～９年度）

４－４ 個別施設計画の策定

前節までに設定した条件により、 「予防保全・省エネ」による個別施設５つの事項（
屋上防水、外壁、照明、 空調、給排水）で計画を策定する。個別施設の更新は予算状況に
大きく左右されるため、随時見直しを図るものとする。実施にあたっては、次節「個別施
設計画の実効性への方策」にて優先順位を精査し執行計画を立案して、学内了承のもと実
施する。
なお、劣化状況や学内のニーズ等の最新情報により適宜更新を行うものとする。

大阪教育大学 キャンパスマスタープラン 2025 109

第４章 個別施設計画

西館 (005)

東館・図書館・附中高 (011)

学園ﾎｰﾙ (015)

プール附属室 (049)

附属天王寺中高体育館 (050)

中央館 (051) 〇 〇 〇 〇

ｸﾗﾌﾞﾊｳｽ (053)

附属天王寺小校舎 (001)

体育館 (003)

プール機械室 (006)

プール付属室 (007)

附属池田中校舎 (009)

附属池田小体育館 (010)

附属高校池田校舎 (012) 〇

学生食堂 (036)

附属池田小校舎 (021)

附属池田中高体育館 (026)

学校安全推進ｾﾝﾀｰ (027) 〇 〇 〇

プール附属室 (032)

ﾒﾃﾞｨｱｾﾝﾀｰ (033)

プール付属室 (005)

附属平野中高校舎 (007) 〇 〇

附属幼稚園舎 (009)

附属平野小校舎 (016)

附属平野小体育館 (020)

プール機械室 (021)

プール付属室 (022)

附属平野中高体育館 (026)

附属特別支援校舎 (002) 〇

体育館 (003)

プール機械室 (005)

日常生活訓練施設 (008)

A棟　共通講義棟 (001)

B棟　教育協働学科棟 (002)

K棟　音楽棟 (003) 〇 〇 〇 〇

H棟　体育・スポーツ棟 (004) 〇 〇

F棟　美術棟 (005)

G棟　工房棟 (006)

D棟　附属図書館 (007)

排水処理施設 (008) 〇

M棟　大学会館 (009) 〇

C棟　教員養成課程棟 (010) 〇

P棟　体育館 (011) 〇 〇

ﾌﾟｰﾙ附属室 (012)

S棟　学生寄宿舎（男子） (013)

S棟　学生寄宿舎（女子） (014)

門衛所 (015)

T棟　外国人留学生宿舎 (019) 〇

R棟　課外活動共用施設 (020) 〇 〇

N棟　事務局棟 (023) 〇 〇

E棟　情報処理ｾﾝﾀｰ (024)

旭ヶ丘会館 (025)

給排水空調照明外壁防水

流
町
団
地
・
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連
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地

（
平
野
地
区

）

旭

ヶ
丘
団
地

（
柏
原
キ

ャ
ン
パ
ス

）

南
河
堀
町
団
地
・
松
崎
町
団
地

（
天
王
寺
地
区

）

緑
丘
１
－
５
団
地

（
池
田
地
区

）

団地 棟名 棟番号



４－５ 個別施設計画の実効性への方策

計画営繕事業の選定方針により、各施設の長からの要望を、評価
基準により採点を行い、「各事業の評価（案）」を、施設マネジメ
ント委員会において審議の上、評価点数の高い事業から、翌年度の
計画営繕事業の優先順位を確定する。
点検、検査等で出てきた別の個別施設および更新時期の検討を

更に深め出てきた個別施設についても、要望事項として組み込む
が、金額の大きいものに関しては、他の要求として挙げて行く。

本学では、毎年、以下「 」を趣旨とした施設整備を進めており、具体的な計画選定の方針・プロセス等については、他大学の事例も参考にしつつ設定している。
「施設は教育研究活動を支える重要な基盤であり、本学がその活動を維持し続けていくためには，限られた予算の中で施設を維持管理していくことが求められている。施設の維
持管理は、計画営繕、緊急営繕、保全業務の大きく３つに分類される。このうち、緊急営繕と保全業務については、緊急的な対応もしくは法令等に基づく対応となるため、従来ど
おり施設課等の担当部署の決裁により執行することとする。 対して、計画営繕については、キャンパスマスタープラン２０２２に基づき限られた予算の中で大学全体としてイン
フラ長寿命化計画予防保全事業による性能維持を優先に実施するとともに、学内からの施設整備事項については優先順位を決めて執行する必要があり、全学的な意思決定が必要で
ある。文部科学省からも、施設マネジメントを経営者層によるトップマネジメントとして制度的・組織的に位置づけ、部局の枠を超えた全学的な体制により、大学経営の観点から
機動的に意思決定を行うよう求められており、現在多くの大学において、そのような施設マネジメント体制が採用されている。そのため計画営繕については、この施設マネジメン
ト委員会において審議の上、当該年度の事業の優先順位を決めることとする。具体的な計画選定の方針・プロセス等については，他大学の事例も参考にしつつ，下図のとおり設定
する。」

※計画営繕：インフラ長寿命化計画予防保全事業（５項目の性能維持）及び，計画的に改修工事等を執行する事業。
（ただし，概算要求レベルの施設整備については本稿の対象外とする）

※緊急営繕：突発的な故障や破損等により緊急対応が必要な工事・役務等
※保全業務：点検保守，運転監視，校地維持，警備，法令に基づく報告業務等

図４－１３ 計画営繕の選定方針 図４－１４ 要求基準

図４－１５ 評価基準
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